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　序　章







「スイートピーがアバシリーを脱だつ獄ごくしました」

　淡たん々たんとした報告だった。

　でも質的にはかなり悪い報告だ。

　審査委員会の中を動どう揺ようが百メートル７秒台の速度で駆け抜けた。

　なんやて～～～～～～～～!!って空気だ。

「地球への護送兵士を昏こん睡すいさせ、その宇宙船を奪うばっての逃走ということです。………その後の消息はさっぱり」

「だから言ったんだ。あんな危ない奴やつは野放しにすべきでないと」

「きっと今いま頃ごろ包囲網をかいくぐって宇宙を逃亡中」

「すぐに検けん問もんを！」

　なんて騒さわがれる中、空間に光が走った。

　空間投影型のスクリーンに、通信が入ったのだ。

『初めまして。審査委員会の皆みな様さま』

　スクリーンに映った顔に、人々は、目を見開いた。

　宇宙人の集まりだから、中には目が一杯あるやつもいる。それが一いつ斉せいに見開くんだから夢に出てきそうに無ぶ気き味みな光景だった。

「スイートピー！」

　人々はその名を叫んだ。

　宇宙人の集まりだから、中には口が一杯あるやつもいる。それが一斉に叫ぶんだから騒そう音おん公害になるくらいやかましかった。

　こちらの映像も向こうに届いているはずなのに、スイートピーはにこやかに微笑ほほえんだ。

『まずはお詫わびを言わなくちゃなりませんね。せっかく私を迎えに来てくれた兵士の皆さんでしたが、足が臭くさいので御ご遠えん慮りよさせていただきました。現在は、一人で地球へと向かっています』

「地球？　地球へ向かっているのか？」

『ええ、あとわずかで審査会場となる街まちへ到着することでしょう。私が逃げたのではないかと御心配なさってるといけないのでとりあえず連絡を』

「信用してもいいんだな？」

『当たり前です。私もＵＯＳを相手にまた追いかけっこをする元気はもはやありません。それに、もし私がことを成なし遂とげた場合は、大幅な減げん刑けいが認められる約束でしたね』

「ああ」

『それは素す晴ばらしい』

　スイートピーは屈くつ託たくのない笑みを浮かべた。

『三日。三日でかたをつけることをお約束いたします。それではごきげんよう』

　通信は途と切ぎれた。

「スイートピーが地球に向かっているのは間違いないようですね。今の通信を逆ぎやく探たん知ちしました。火星の三丁目あたりです」

　逃亡という最悪の事態じゃないってことは分かったのに………。

　審査委員会に沈ちん黙もくがとぐろを巻いた。

　いざこうやって超Ａ級犯罪人スイートピーの顔を目の当たりにすると、言い知れぬ恐きよう怖ふがむっくりむっくり起き上がって来たのだ。

　審査委員長、モグモッグルは胃袋を鎖くさりでキュッって縛しばられる気分だった。

　後で医務室で胃薬をもらってこなくちゃなと思った。

　そして彼は宇宙の神様に祈いのった。

　どうか何事もありませんよ～にって。

　宇宙の神様がそっぽを向いて知らんぷりしたのを見た人物はいない。

　いるわけない。
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　七時のニュース！

「どうも～～～～～～。中なか空そらニュースの時間がやってまいりました。司会は燃える熱血アナウンサー、乙おと部べ典のり子こです！」

　頭のネジを五、六本引っこ抜いてそこに辛から子しメンタイでも突っ込んだような女子アナだった。

「まず最初のニュース。昨夜、中空通り三番地、日ひ蔵くら正まさ孝たかさん宅に強盗が押し入りました。強盗はテレビを見ていた日蔵さんをロープでぐるぐる巻きにしてテーブルの上にあったナルト巻き三本を奪うばって逃亡したそうです。恐こわいっすね～～。皆さん気をつけましょー。さて、続いて皆さんお待ちかね。トトカルチョ情報！」

　女子アナの頭からポンポンと景気のいい音をたててネジがもう二、三本抜けた。

「今日も、中空町公民館において、ドクター・マロンフラワーａｎｄそのメカ。エーデルワイスａｎｄその粘ねん土ど。ヒヤシンスａｎｄその怪かい人じんが理り不ふ尽じんな破壊活動を始めました。たまたまその辺あたりを通りかかっていたのか、わずか十五秒後に登場したドッコイダーでしたが、まぁいつもの通りに東の空へと弾はじき飛ばされさっさと戦線離り脱だつ。続いて、さっそうと登場したネルロイドガールによって、マロンフラワーとエーデルは撃げき退たい。しかし、ダメージの残るネルロイドガールにヒヤシンスの怪人が襲おそいかかりました。もうこれまでだと野や次じ馬うまが目を覆おおった時、すっかり忘れ去られていたドッコイダーがタクシーで戻って来て戦線復ふつ帰き。なんとか撃退するにいたりましたがやっぱり逃げられました。でまぁ、一言で言うと今日も引き分けでした！　誰だれが一番最初に捕まるかでトトカルチョを始めた企画ですけど、いつまで待っても出ない結果に参加者はいらついているそ～～です。それでは、ドッコイダーを乗せて隣となり街まちからやって来てくれた運転手さんに一言」

「タクシー代八千五百円払ってください！」

「以上、夜通しで復ふつ旧きゆう作業が続く中空公民館前からでした」
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　そんなニュースを、三人はラーメン屋で見ていた。

　三人ってのはおとぼけお兄さんと、ワイルドお姉さんと、とんちんかん娘の三人だ。

　個体名を鈴すず雄お、朝あさ香か、小こ鈴すずって言う。

　もっとも、最後の一人は、本名、タンポポなんとかかんとかといい、実ははるか宇宙の彼方かなたからお仕事しにやって来た宇宙人なのだ。

　でもまぁ、ラーメンのしなちくをしゃぶってる彼女を見て見分けられる奴やつはいないだろう。

「すっかりお馴な染じみになっちまったよな。この引き分けニュース」

　チャーシュー麵めんのチャーシューを頰ほお張ばりながら朝あさ香かがぼやいた。

「一週間に一回はこのニュース見てるような気がするぜ」

「はは、確かにね」

「俺おれトトカルチョやってんだよ。捕まる順番はエーデルにマロンフラワーにヒヤシンスだって。これじゃいつまでたっても賞金がもらえねえぜ」

「仕方ないよ。勝負は時の運なんだから」

　鈴すず雄おは人生を悟さとったようにラーメンのスープをすすった。

「一番の原因は、ドッコイダーなんだろうな。たいして活躍もしねえのに邪じや魔まばっかして」

「それはちょっと言い過ぎじゃないのかな？　僕はよく分かんないけど、きっと彼は彼で苦労してるんだと思うよ。隣となり街まちであんな奇抜な格かつ好こうをしてタクシーを捕まえるのがどれだけ大変だったか。乗車拒きよ否ひと戦いながらなんとか一台を口く説どき落とした彼の努力は認めてやってもいいんじゃないかなぁ」

　鈴雄はとっくりと語った。

　そんな鈴雄に、朝香はいぶかしげな瞳ひとみを向けた。

「お前、えらくドッコイダーのこと詳くわしいんだな」

「んなことないってば。んなこと。あはは」

　鈴雄は笑って誤ご魔ま化かした。

「ふ～～～～ん。まぁいいや。ちょっと俺トイレに行ってくる。俺の分のギョーザ食べるんじゃねーぞ」

　朝香はテーブルのギョウーザをびしって指さしてから店の奥へと向かっていった。

「ごゆっくりね」

　にこやかな笑顔で見送ってから、

「ふぅぅぅ、危なかった」

　鈴雄はため息を吐はき出した。

「しかし、タクシー代を払い忘れたのはまずかったな。ドッコイダーの好感度が下がってしまう。明日あしたあたり変身して払いに行かねば」

　そう、何を隠かくそう、今ちまたで大笑いされているドッコイダーの正しよう体たいは、この青年なのだ。

　なぜ青年がドッコイダーとなり日夜宇宙犯罪者と戦ってるのか、その理由を一言で説明すると──。

　複雑な事情、からなのだ。

　こうして、青年は青春の一時を、爆ばく煙えんと戦闘と誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようの中で暮らしているのである。

「少しチップを多めにあげれば許してくれるよな。なぁ小こ鈴すず」

　鈴雄は隣となりでラーメンをすするおかっぱ少女に同意を求めた。

　少女はずずずってワンタンをすすってから、不ふ機き嫌げんそうに呟つぶやいた。

「そんなことで悩んでる場合じゃないでしょ。もっと他ほかに考えることがあるんじゃないの？」

「もっと他に考えること？」

　鈴すず雄おは考えた。

　少ない脳のう味み噌そを費ついやして考えて考えて考えた。

　そして言った。

「日米の貿ぼう易えき摩ま擦さつのことか？」

　少女、タンポポはテーブルにおでこをごつんごつんぶつけて飛ばされたボケに耐たえた。

「あのねぇ、どうしてこんなとこで日米貿易摩擦について考えなくちゃならないの！」

「そ～だよな。僕らが考えたってどーにかなる問題じゃないしな。それじゃ一体」

　また真しん剣けんに悩む鈴雄を見て、タンポポは心の中で叫んだ。

　神に誓ちかったっていいわ。お兄ちゃんからまともな答えが出てくるはずがない！　たとえ百万年かかっても。

「ドッコイダーの行ゆく末すえのことよ」

「なるほど」

　鈴雄はこっくり頷うなずいた。でも、同時に首も傾かしげる。

「何を考えなくちゃいけないんだ？　順調に怪け我が人にんも出すことなく…」

　タンポポはぶっ殺すぞ的視線で鈴雄を睨にらみつけた。

　鈴雄はしおらしく黙だまった。

　自分の身はかわいいのだ。

「すっかり忘れてるようだから説明するけど、宇宙犯罪者を多く捕まえた方が公式採用されるのよ」

「知ってるよ」

「会社からはいつになるんだって矢のような催さい促そくが来てるし。アタシこのままじゃ胃い潰かい瘍ようになっちゃうよ。最近食欲もないし」

　ため息を吐はき出してタンポポはラーメンのスープまでキレイにすすった。

　ちなみに大盛だ。

　鈴雄は嚙かみ合わないタンポポの言葉に目をぱちくりさせてから、へらへら笑って言った。

「別にいいじゃないか。時間がかかったって」

「ど～～して。アタシが胃潰瘍になるのがそんなに嬉うれしいの！」

　タンポポが詰め寄った。

「一度じっくり聞こうと思ってたの。ドッコイダーにしてもネルロイドガールにしても、いつも詰めが甘あまいような気がするの」

「あ？」

「気がついてた？　なんかネルロイドガールはチャンスがあってもエーデル以外は捕まえようとしないって」

「そ～～なのか？」

「そ～～～～。ドッコイダーにしたって同じだよ。なんか下くだらないギャグを飛ばして決着をはぐらかしたり。ど～～ゆ～わけ？」

　ちゃんとした返答をしないと調味料ケースにあるラー油を目薬みたく垂たらしてやるぜって顔付きだった。

　もしそんなことをされたら大変だ。目が痛くて開けられなくて今晩のサスペンス劇場だって見られない。

「だって、もし決着がついたら………お前とこうやって……」

　鈴すず雄おがぼそぼそって言った時だった。

「あら、鈴雄ちゃんじゃない」

　なんて声が後ろからかけられた。

　振り向こうとした時には、もう第一攻撃が背中に決まっていた。

　必殺！　のしかかり悩のう殺さつ攻撃！

　思わず飲み込んだチャーシューを噴ふき出しちゃうくらい精神的にきわどい攻撃だった。

「何話してるの？」

　背中に胸をぺちょんとつけられ、耳もとで優やさしい吐と息いきを吹きつけられて神経が保てる鉄人はいない。

「いや、その……巷ちまたをブイブイ言わせてるネルロイドガールはど～してエーデル以外には目もくれないかって」

「あら、そんなことはないわ。ネルロイドガールは他ほかの連中にだって目を向けてるわよ。あのとっても素す敵てきなヒヤシンスが無視されるわけないじゃない」

「そーですそーですそーです。お嬢じよう様さまを無視するなんてそんな」

　口外禁止なことを口走ろうとしたピエールは沙さ由ゆ里りのさりげない一撃で吹っ飛んだ。

「アタシが見る限り、ネルロイドガールはエーデルだけを狙ねらってるわけじゃない。エーデルを最初に仕し留とめようとしてるだけ」

「ど～～～～して」

「そんなことアタシに聞いたって分からないわ。きっと陰かげでトトカルチョでもやってるんじゃないの。ま、あのヒヤシンスに勝てるとは思えないけど。おーっほっほっほっほ」

　沙由里は右手の甲を口元に当てて笑った。

　なんだかこの笑いには脳のう味み噌その記憶の扉とびらががちゃがちゃ言うけど、開くにはいたらなかった。

「だから鈴すず雄おちゃんも小こ鈴すずちゃんも、かけるならヒヤシンスが勝利ってのにしといた方がいいわよ。それじゃまたね」

　沙さ由ゆ里りは、テーブルからギョーザをつかみあげて口に押し込むと、復活して来たピエールと一いつ緒しよに空あいている一番奥のテーブルへと向かった。

「とりあえずチャーシュー麵めん十杯」

「僕はお子様ラーメンを」

　注文の声が聞こえて来た。

「チャーシュー麵十杯か。相変わらずどんな胃袋してるんだか分からない人だ……」

「本当、宇宙人のアタシが言うのもなんだけど人間離れしてるよね」

「もしかしたら宇宙人だったりして」

「あはは、実はそーだったりね」

　鈴雄とタンポポはへらへら笑った。

　バカバカコンビだった。

　と、鈴雄はまた衝しよう撃げきを受けた。

　今度は腰のあたりに突進してくるタックルだった。

　視線をじじじじって下げると、気の強そうな女の子が自分を見上げていた。

「コーチ！」

「瑠る璃りちゃん。ど～～して」

「ラーメン食べに来たの。こんなところで会うなんて、運命的ですね」

　この娘こにかかればやることなすことすべからく運命的の一言なんだ。

『コーチ、昨日きのうトイレ行った？』

『行ったけど』

『瑠璃もなの。運命的ね』

　ってな具合だ。

　真ま面じ目めに受け取ってはいけない。

「瑠璃ここに座ってもいいですか？」

「え、ああ」

「嬉うれしい！」

　ピョンとジャンプして椅い子すに座る瑠璃だったけど。

「瑠璃。帰るわよ」

　梅うめ木ぎさんママの容よう赦しやない声が飛んだ。

「え～～～～！　ど～～して」

「次じ郎ろうがしちゃったの。替えのオムツ家に忘れて来ちゃったし」

「五十円？　百円？　百五十円？」

「感かん触しよくから想像するに………百五十円」

　ヒュ────。

　意味を知っている者の間だけに戦せん慄りつが走った。

「このままじゃ営業妨害になっちゃうでしょ。だから」

「やだやだ。せっかくコーチと」

「あの、瑠る璃りちゃん僕が送ってきますよ。大丈夫です」

　駄だ々だこねる瑠璃に鈴すず雄おは助け船を漕こぎ出した。

「そうですか。すいません。お願いします」

「ほんぎゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　店を出ようとすると、次じ郎ろう君が泣きわめいた。

　いくら高い高いしようが低い低いしようがど～～にもならない。

「困ったわ」

　梅うめ木ぎさんママが次郎君を瑠璃んとこに持ってくると次郎君はピタッって泣きやんだ。

　電源をＯＦＦにしたようにだ。

「瑠璃」

「分かったわよ！」

　瑠璃はしぶしぶ立ち上がって次郎君をだっこした。

「それじゃコーチ。こ～～ゆ～～事情だから失礼します」

「ど～～ゆ～～事情だかよく分かんないけど、がんばってね」

「明日あしたお休みだから今晩遊びに行っていいかな？」

「別にいいけど」

「やったぁ。それじゃ」

　瑠璃は赤ん坊背せ負おって店を出て行った。

「なぁ、前々から疑問に思ってたんだけど五十円、百円、百五十円ってなんのことだ？」

「それはね、瑠璃ちゃんとこのボーナス制度のことで。オムツの中身によってね」

　瑠璃から聞いて知ってるタンポポが細こまかく説明した。

「なるほど、そーだったのか。瑠璃ちゃんも大変だな」

「本当本当」

　二人がしみじみ頷うなずいた時だ。

「あら、鈴雄さんと小こ鈴すずさんではないですか？」

　清せい純じゆんが声かけて来た。

　振り返ると、ラーメンの出で前まえボックスを片手にした栗くり華かがいた。

「栗華さん………ここでバイトしてるんですか？」

「いいえ、お祖じ父い様さまがラーメン食べたいと言い出したもので」

「栗くり之の花はな教授、ぎっくり腰ごしにでもなって歩けないんすか？」

「ご心配なさらずに。趣しゆ味みの昆虫の模型作りが大詰めに入って部屋に閉とじ込こもってるだけですわ。それでは」

　栗くり華かは出で前まえボックス片手に店を出ていった。

　ぴたって水平に保たれてる出前ボックスに、ただもんじゃない何かを感じた。

「大変だね。栗華さんも」

「本当本当」

「でも、よく考えたら今のでコスモス荘一～五が勢せい揃ぞろいだね」

「ああ、あと六号室が加われば……って六号室はまだ空あいてるんだったな」

「誰だれか入るのかな？」

「さぁ、入るんじゃないの」

「いつ入るんだろうな」

「そのうち入るんだよ」

　二人はあんまし意味のない会話を飛ばし合った。

「にしても朝あさ香かお姉ちゃん遅おそいね」

「確かにな。きっと百円なんじゃないか？　もしかして百五十円だったりして」

「お兄ちゃん。そんなこと言ってると朝香お姉ちゃんにぶっ飛ばされるよ」

「大丈夫だって、朝香はいないし、それにいたとしたって五十円、百円、百五十円が何のことだか分からないさ」

　笑い飛ばす鈴雄に、タンポポはものすごく気きの毒どくそうに言った。

「二つ、悲しいお知らせを伝えなくちゃならないの？」

「何だ」

「その一、この間アタシが話したから、朝香お姉ちゃん五十円、百円、百五十円のこと知ってるの」

「そうか……。で、もう一つは？」

「その二………」

　タンポポはこんなつらいことを言ってもいいか散さん々ざん悩んだ挙あげ句く、おずおずと口を開いた。

「朝香お姉ちゃん。後ろにいるの」

　なんですと！

　鈴雄は地じ獄ごくを見たかのような表情を浮かべた。

　ガチガチに錆さびたロボットみたいにぎちぎち首を動かすけど、完全に振り向くまで時間を与えてはもらえなかった。

「てめえな。女の子がトイレにいってる時になんてこと言ってんだよ」

　朝あさ香かの首締めで鈴すず雄おは簡単に落ちた。

「お帰り。朝香お姉ちゃん。遅おそかったね」

「おう、ちょっと事件があってな」

「紙がなかったのか？」

　また余よ計けいなことを言った鈴雄に、コショーの瓶びんが投げつけられた。この手テのことには容よう赦しやのない性格なのだ。

「水道の蛇じや口ぐちが壊れたから直してたんだよ。ったく……。あ！　お前俺おれのギョーザ食べやがったな！」

　空からのギョーザ皿ざらを前に朝香が喚わめき散らした。

「違う、これは沙さ由ゆ里りさんが」

「沙由里？」

　朝香は店内を見渡した。

「どこにいるんだよ」

　もうすでにどんぶりの生いけ垣がきで沙由里とピエールの姿は消えていた。

　あのどんぶりの向こうにいるんだよって、教えてもいいけどあんまり仲が良くない二人だ。余計な騒さわぎを起こすだけだろう。

「すいません。ギョーザ一皿」

　鈴雄は追加注文した。

「親父おやじ。レバニラ炒いためも一いつ緒しよにな」
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「ギョーザだけならまだしも、ど～～してレバニラ炒めに五目チャーハンまで僕が払わなくちゃならないんだよ」

　タコになった鈴雄がぶつくさ呟つぶやきながら店を出た。

「ま、そう言うな。こ～～ゆ～～時は男が払うってのが普通なんだぜ。サンキュー」

　爪つま楊よう枝じをくわえた朝香が鈴雄の肩をバッシバッシ叩たたいた。

「家に帰ろ。もうこんなに暗くなっちゃってるよ」

「そ～だな」

　タンポポの一言で、三人は家路へとついた。

　まさにそんな時だった。

「あ！」

　最初にそいつを見つけたのはタンポポだった。

　タンポポが指さす先へと目を向けた鈴雄と朝香は、そこに神秘を見た。

　光が一つ、最寄りの山に落ちていく。

　流れ星なんて言ったら流れ星が気を悪くするだろう。

　くねくね曲がって、ときには宙ちゆう返がえりして。

　やがてその光は山に落下した。

　いや、着地だったのかもしれない。

「なぁ、あれって」

「ああ」

　鈴すず雄おと朝あさ香かはたっぷりとお互いを見つめ合ってから、その言葉を口にした。

「ＵＦＯ！」

　ピンクレディーになった。

[image: ]

「なあ、小こ鈴すず。モルダーさんとスカリーさんの携けい帯たい番号知ってるか？」

「知らない」

　タンポポは真ま面じ目めに答えた。

「よし、面おも白しろそうだから見に行こ～～ぜ」

「そーだな」

　もともと面白いことがあったら屍しかばねを作ってでも行け的な三人だ。これを見逃す手テはない。

　早さつ速そくその山へと向かった。

　んでもって山。

　山っていったら全国の山から抗こう議ぎ状じようが送られてきそうに低い。高台って呼んだ方がいいくらいだ。

　で、その自じ称しよう、山の天てつ辺ぺんには小さな公園があった。ベンチとブランコと滑すべり台だいしかない簡かん素そな公園だ。

　三人はそこにやって来た。でも表情がなんかおかしい。居い心ごこ地ちが悪くてならないのだ。

　原因は、周りでしっぽりしてるたくさんの人達だ。

「こんな冬に人なんていね～と思ってたが」

　朝あさ香かが呆あきれたように呟つぶやいた。

「けっこういるじゃね～～か」

　アベックが、ねっとりとしてた。

　ベンチで、ブランコで、滑り台で、地面で、木の陰かげで。

　アベックの王国だ。アベックじゃない者にとっちゃまるで不ふ法ほう滞たい在ざい外国人になったような違和感だ。

「なんか、少し具合が悪いね。お呼びじゃないみたいで」

　タンポポが身をちぢこませた。

「お前はまだいいよ。ガキだから。俺おれらなんて最高に調子悪いぞ。なぁ、鈴雄」

「同感。まぁいいや。ちょっと聞いてみようか」

　鈴すず雄おはベンチで愛を語り合う二人におずおずと声をかけた。

「すいません。このへんにＵＦＯ落ちて来ませんでしたか？」

　鈴雄は静かに返事を待った。

　べったりする二人からの返事はなかった。

　馬に蹴けり殺される前に鈴雄は退たい散さんした。

「駄だ目めだな、ありゃ。脇わきでダイナマイト爆発させたって気がつかない」

「仕方ねえ。俺らで探そうぜ。確かあっちの方だったような気がすんだ」

　朝香は茂しげみをかきわけた。

　茂みの中では、ものすごくいけないことをやってる二人がいた。

　朝香硬こう直ちよく！

「見つかったか？」

　続いてやって来た鈴雄も硬直。

　とてもじゃないが、この辺へんにＵＦＯ落ちて来ませんでしたか？　なんて聞けない。

　聞けるわけがない。

「どうしたの二人とも。何かあるの？」

　二人の間に潜もぐりこんで来るタンポポの目を、鈴雄は咄とつ嗟さに抑おさえた。

「見るな！　小こ鈴すず。ここは十八禁ゾーンだ」

　朝あさ香かと鈴すず雄おで協力してタンポポを担かつぎ上げ、なんとかデンジャラスゾーンから逃げ出す。

「ふぅぅ。危ないところだったぜ」

「しかし、あんなとこで…………なんてな」

「どうするよ？　これから？」

　朝香の問いに、鈴雄は頭を抱え込んだ。

　茂しげみの向こうに、もしかしたらＵＦＯがあるかもしんない。でもそれを探すために、あのいけないことしてる連中の脇わきをすれ違って行かなくちゃならない。

　飢うえた虎トラがいるよりもある意味恐こわい。

　出来ることなら避さけたい。

　そ～だ避けてしまおう。

「朝香。帰ろうか」

「そうだな」

　珍めずらしく朝香も鈴雄の意見に乗っかった。

「さっきのあれは見間違いだったかもしれんし。それに今いま更さら宇宙人と会ったって珍しくもなんともない」

「宇宙人の知り合いでもいるのか？」

「そ、そんなこたねーだろ。さ、帰ろーぜ」

　朝香は鈴雄の首をヘッドロックするとそのまま引っ張っていった。

　タンポポだけが未み練れんがましいように茂みを見つめていた。

「本部から連絡ないけど、誰だれか来たのかなぁ？」




　いけないことやってる二人のすぐ後ろには、小型の宇宙船が落下していた。

　ハッチが開いて下りてくる宇宙人の影。

　でもやっぱりいけないことやってる二人は気がつかなかった。

　人類の未知との遭そう遇ぐうは、もう少し先の話になりそうだった。




　　　　　４




「しかし、あそこにゃまいったな。公園の入り口に立て札でも立てといた方がいいんじゃね～か。教育上よくない光景が含まれるので十八歳以下の方の夜間入園はお控えくださいって」

「本当だよな。でも知らなかったよ。この町にあんなにアベックがいたなんて」

「そりゃいるだろ。なんだかんだで若者が多い町なんだから」

　そう呟つぶやいてから、朝香は思い出したように鈴雄に目を向けた。

「そ～～ゆ～お前はど～なんだ？」

「ど～～なんだって？」

「これ、いるのか？」

　小指が立てられる。

　鈴すず雄おは黙だまった。それが答えだ。

　性格はいいけど外見がパッとしないっていう男の宿しゆく命めいだ。

「悪い。聞く必要なかったな」

　いないからしょ～がないんだけど、なんだか朝あさ香かの言い方にむしょーに腹が立った。

「なんだよ。そ～～ゆ～～朝香はど～～なんだよ」

「俺おれか？　俺は……………」

　朝香も黙った。彼女の場合、問題は性格の方だ。

「ね、お兄ちゃんも朝香お姉ちゃんもお互いにつらくなるような話題は止めようよ。もっと楽しい話しよ」

「そうだな。小こ鈴すずの言う通りだ」

「お互いの傷に七しち味み唐とう辛がら子しを塗りあったってど～しよ～もない」

　二人はとりあえずこの件には触ふれないという休戦条約を決めると、今度は矛ほこ先さきをタンポポに向けた。

「ところで、小鈴。お前はど～なんだ？」

「え？」

「男がいるのかって聞いてんだ」

「何言ってんだよ朝香。小学生だよ。いるわけないだろ」

「最近の小学生を嘗なめるな。ま、さすがに男って言い方はあれだな。これならどうだ。好きな男はいるのか？」

　朝香に詰め寄られて、タンポポはたいそう時間をかけてからコクンって頷うなずいた。

「いるよな。いて当然だよな」

　朝香はうんうんと頷いてから、単たん刀とう直ちよく入にゆうに鋭するどく突っ込んだ。

「この間遊園地に一いつ緒しよに行った中にいるのか？」

「え!?!?!?!?」

　タンポポはちょっと固まった。

　その固まり具合を見逃す朝香じゃない。触さわってみなくたって分かる。

「いるんだな」

「あ、えあ、えあ」

「あの時一緒に行ったってなると……」

　鈴雄の頭に二人の小学生男子が思い浮かんだ。

　サッカー得とく意いそうな奴やつと………ちょっと個性的アブノーマルな奴だ。

「……竜りゆう哉や君とか言うあのサッカー少年？」

「違う」

「それじゃあの」

「違う！！！！！！！」

　タンポポは誠心誠意を込めて叫んだ。

「はて、それじゃ一体」

　鈴すず雄おは悩んだ。

「あの時他ほかにいた男って言えば……」

　朝あさ香かも悩んだ。

　鈍にぶい鈴雄はともかく朝香はすぐに答えを出すだろう。

　非常にやばい状況だ。

　タンポポにとっては。

「あ、う、ああ、う」

　タンポポは焦あせった。この二人が結論を出す前に、思し考こうの矛ほこ先さきを変えなくては。

「あああああああ！」

　とりあえず大声を出して見た。

「なんだよ。いきなり大声を出して」

「何か面おも白しろいもんでも見つけたのか？」

　一時は矛先を変えられたけど、長くは続かない。

　何か本当に面白いもんはないだろうか？

　こんな見慣れたコスモス荘の門。望みは限りなく薄いけどタンポポは辺あたりをキョロキョロ見渡した。

　神様はいた。

　タンポポは元気よく、指差し叫んだ。

「見て！　六号室に電気がついてる！」

　タンポポの言う通りだった。

　これまで無人で真っ暗だった六号室に、こーこーと明かりがついている。

「本当だ」

「新しい入居者なんだろうな」

　タンポポの作戦は成功した。二人は完全にピンク色の話題を脳のう味み噌そからデリートしてる。

　タンポポは両手を組み合わせ、天に多た分ぶんいると思う神様に感謝の祈いのりを捧ささげた。

「ま、せっかくだから挨あい拶さつしに行こう。近所だし。お前らも来るだろ」

「そうだな。おとなりさんだし」

「行こ行こ」

　三人は仲良く階段を上った。仲良くコツコツ足音をたてて、仲良く六号室の前に立った。

「表札がないね」

「引っ越して来たばっかだからな。ノックするぞ」

　朝あさ香かがコンコンって叩たたいた。

　返事はなかった。

　朝香がゴンゴンって叩いた。

　やっぱり返事はなかった。

　朝香がドゴンドゴンって叩いた。

　それでも返事はなかった。

　朝香が右足を振り上げるのを、鈴すず雄おは身を挺ていして止めた。

「扉ドアを壊すつもりかよ」

「だって出てこねえから」

「留る守すなんだよきっと。また出直そう」

「あれ？」

「ど～～した小こ鈴すず？」

「鍵かぎ、かかってないよ」

　開いちゃった扉を前に、タンポポが困ったような表情を見せた。

「電気はついてる。しかも鍵は開いている。でも返事はない」

　三人は押し黙だまった。

　三人の頭に一時間前に見たテレビのニュースが思い浮かんだのは言うまでもない。

　強盗！

　グルグル巻き！

　なると巻き三本強ごう奪だつ！

「おりゃぁぁ！」

　朝香を先頭にして、救出部隊は部屋に飛び込んだ。

　三人で散らばって部屋捜そう索さくに走る。

「鈴雄。どうだった？」

「こっちは大丈夫だった。そっちは？」

「俺おれの方もだ。どうやら強盗事件じゃなかったようだな」

「土足で上がっちゃたからきっと怒おこられるぞ。後で掃除しとかないと」

　合流した朝香と鈴雄がそんな会話をしてる時だ。

「二人とも来てぇぇぇぇ！」

　台所の方からタンポポの叫び声が聞こえた。

「ちくしょー。犯人がいたのか？」

　二人が慌あわてて駆けつけると…………。

　タンポポがとある物体を前に困こん惑わくしていた。

　それは強盗犯人には見えなかった。

「お姉ちゃんたち。誰だれでちゅか？」

　お子様服を体に巻きつけた、幼児だったのだ。

　栗くり毛げ色いろがなんだかとっても可愛かわいらしいガキンチョ。

　なんだかんだで可愛いもんには弱い朝あさ香かと鈴すず雄おがさっそく捕まった。

「悪かったな。驚かしちまって」

「ちょっと悪い人が中にいるんじゃないかって思ってね。どうやらいないみたいだから安心していいよ」

　しばし、幼児と会話し、それからタンポポに尋たずねた。

「で、何に驚いてあんな声出したんだよ」

「そーそー。脅おどかすなよ」

　タンポポは黙だまって紙切れを取り出した。

　そこにはマジックでこう書かれていた。

『この子をよろしくお願いします。名前は斗ト日ピ雄オです』




　冷たい。ひたすら冷たい沈ちん黙もくが流れた。ぼやぼやしてると凍とう死ししてしまうくらいのパワフルな奴やつだ。

「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　鈴雄と朝香も大声を出した。

「この子の隣となりに置いてあったの」

　タンポポが幼児を指さした。

　また冷たい沈黙が流れた。ゆっくりと、部屋全体をなめつくすように。

「これってあれかな？」

　タンポポが不安そうに言った。

「やっぱり、あれなんだろうな」

　朝香が同意した。

「そうか、あれなのか」

　鈴雄がゆっくり頷うなずいた。

　ザ・捨子サウルス！

　その言葉が、鈴雄と、タンポポと、朝香の中に浮かんで消えた。
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　所変わってここは鈴すず雄お宅たく。

　漬つけ物もの石いしが三つ、幼児を取り囲んで座っていた。

　窒ちつ息そく死しするくらいの威い圧あつ感かんだけど、真ん中の幼児は無む邪じや気きに笑ってた。

「なぁ」

　漬物石の一つが重々しく口を開いた。

「とりあえず連れて来ちゃったけど………どうしよう」

「どうしようもこうしようもないだろ。ほったらかしにしておくわけにもいかね～～し」

　ビールの蓋ふたをプシッと開けて別の漬物石がぶっきらぼうに言った。

「そーだよね。ほっとけないもんね」

　一番小さな漬物石が同意した。

「警察に届けるにしても、外は寒いしもう遅おそいし、明日あしたの話だな。一晩僕んとこで面めん倒どうを見るってのがベストだけど……」

「一晩………」

「一晩だもんね」

　漬物石は頭を抱え込んだ。

　幼児が一晩の間にどれぐらいの災害をもたらすか、それは近所に一匹いるからよく分かっていた。

　別にうとましく思ってるわけじゃない。ただ、どうやっていいか分かんないから不安なだけなのだ。

「ビー玉とか飲み込んだら大変だってテレビで言ってた」

「この中で子供の世話をしたことがある奴やつはいるか？」

　誰だれも手を上げなかった。

　お守り程度は経験しても、どっぷりとした育児経験なんてないんだ。

　三人がまた漬物石になって頭を抱え込んだ時だ。

「こんばんは～～～～。コーチ！　瑠る璃りで～～す」

　玄関が開いてパジャマの女の子が飛び込んで来た。

　毎日毎日赤ん坊の世話をしているお嬢じよう様さまだ。

　朝あさ香か、鈴すず雄お、タンポポはこの時、瑠る璃りの背中に天てん使しの羽根が見えたと言う。

「あの……どうしたの？　三人とも。その神様を見るような目で瑠璃を見て」

「瑠璃ちゃん。君こそ救きゆう世せい主しゆだ！」

　鈴雄が瑠璃の手を握にぎると熱っぽく言った。

　なんだか状況はよく分からないけど、頼たよりにされるのは嬉うれしいし、手を握られるのも嬉しい。

「なんだか分かんないけど瑠璃は救世主です」

　瑠璃も熱っぽくそう返してから気がついた。

　鈴雄の後でちょこんと座ってるガキンチョだ。

　どうして子供がここに？

　ドラマ劇場大好きな瑠璃の頭にはあれしか浮かばなかった。

「コーチ！　まさか朝香と………」

「毎度毎度分かりやすい誤ご解かいをするんじゃねえ！」

　朝香がゴツンとゲンコ爆弾を食らわせた。

「そんなことあるわけねーだろ」

「そ～よね。となると」

　瑠璃はまた悲劇のヒロインの顔になった。

「コーチ！　まさか小こ鈴すずちゃんと」

　ついて行けないぜ。

　そこにいた人々はやれやれと首を振った。

　そしてタンポポが果か敢かんに説明作業に入った。

「あのね、瑠璃ちゃん」

　長い説明が始まった。

（かくかくしかじか）

　長い説明が終わった。

「というわけなの」

「なるほど。そ～～ゆ～～～～ことなんだ」

　長い説明を聞き終えた瑠璃はない胸をはるとぺたんて叩たたいた。

「そ～～ゆ～～～～ことなら瑠璃に任せて。自じ慢まんじゃないけどいつも子供見てるから」

「頼たのむ、瑠璃ちゃんだけが頼たよりなんだ」

「えっとね。もうオムツは取れてるみたいだけど、ちょっと調べて見よっかな」

　瑠璃は幼児を捕まえると畳たたみに押し倒した。

　プロの手つきだ。地球上で彼女ほどガキのズボンを脱がせる技術にたけた小学生はいないだろう。

　吊つりのズボンのバンドを外はずしてズボンを捲めくる。

「いや～～～～」

　幼児が暴あばれるけどお構かまいなしだ。

「こら、暴れないでよ」

　バキ！

　瑠る璃りの顎あごに衝しよう撃げきが走った。

　幼児が踵かかと落としをしたのだ。

　床ゆかに寝ね転ころがってる状況で繰り出すこの技を踵落としって言っていいかは分からないけど、いったん振り上げた足を踵から瑠璃の顎にぶつけたことは確かだ。

　瑠璃は驚いた。

　百五十円のついたオムツを振り回されるって反撃を受けたことはあるけど、こんなにも完かん璧ぺきな蹴けりをくらったのは初めてだった。

「噓ウソ……」

　瑠璃は顎を押さえて目をパチクリさせた。

「今この子瑠璃に踵落としした」

「え？」

「瑠璃の顎狙ねらって踵をぶつけてきた」

「そんなことあるわけないよ。子供なんだから。きっと偶ぐう然ぜんに当たったんだよ」

「そうそう」

「元気なガキだ」

　誰だれも信じてくれなかった。

　瑠璃はなんとなく背筋にぞくって来るもんを感じた。

「それじゃ、瑠璃、子供の玩具オモチヤとか持って来るね」

　瑠璃はちょっと逃にげ腰ごしで部屋を飛び出して行った。

「救きゆう世せい主しゆ登場のおかげでなんとかなりそうだな」

「ああ、あとは明日あした交番へ連れてって詳くわしい説明をすればいいだけだ」

「よかったね。斗ト日ピ雄オちゃん」

「うん」

　ガキンチョはこっくり頷うなずいた。

　でもその裏ウラで静かに笑った。

　大人おとなでも滅めつ多たに見せないような、ぞっとする冷笑だった。

　でもここにいる三人が気がつくわけないってもんだ。




　夜中。

　鈴すず雄お宅たくにて、むっくりと起き上がる影があった。

　影はしっかりとした足取りで窓際へ行くと、いろいろ苦労して窓を開ける。

　続いて、何ど処こからか何かを摑つかみ出した。

　タンポポの種タネのように綿わた毛げのついた種だった。

　放たれた種は夜の空をふよふよと飛んで行った。

「しっかり育つんだよ」

　それを見て、影は静かに呟つぶやいた。
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「じゃぁ警察に行ってくる」

　斗ト日ピ雄オの手を引っ張って鈴すず雄おは言った。

「俺おれがやった薬飲んでゆっくり寝てろよ」

「うん」

　朝あさ香かに言われて、鼻水をじゅるじゅるすすりながらタンポポは頷うなずいた。

「しかし、この寒いのに窓全開にして寝るなんてな。風か邪ぜひくに決まってるだろ」

「違うの！　寝た時はちゃんと閉まってたはずなんだよ。それが朝になったらど～してか」

　タンポポはそこでくしゅんと可愛かわいらしいクシャミをかました。

「おかしいなぁ。お兄ちゃんアタシの部屋に入った？」

「入るわけないだろ。そんな趣しゆ味みはない」

「そ～だよね。でも良かった。斗日雄ちゃんが風邪引かなくって」

　タンポポは手を引かれるガキンチョの手を握にぎった。

「うん。ぼく元気だよぉ」

　斗日雄は舌したの長さが足りない言葉を返した。

「それじゃな」

「うん。行ってらっしゃ～～～～い」

　タンポポの風邪引きとは思えない元気な見送りで、二人とガキンチョは旅立った。

　交番への道をてっくてっく歩き初めて時計の秒針が一周。

「子供って……すごいな」

　鈴雄が突然マジ顔で呟いた。

「なんだよ急にまじまじと」

「昨日きのうはこの子、小こ鈴すずの部屋で眠ってたんだ。でも朝になったら僕の蒲ふ団とんに入ってた。どうも夜中にもぞもぞして来たらしいんだ。寒かったからかな」

「だろうな。案あん外がいお前のことが気に入ったんじゃないのか？　お前子供に好すかれそうな顔してるからな」

「そうかな？」

「そうさ。そうやってガキンチョの手引っ張ってる姿、けっこう似に合あってるぜ」

「そ～～～～か」

　鈴すず雄おはまんざらでもない顔で、握にぎった小さな手を引っ張った。

「車が来るぞ」

　朝あさ香かが斗ト日ピ雄オのもう一方の手を握った。

　絵的には、アメリカで発見された小さい宇宙人をぶら下げてる写真のよ～だ。

　見ようによっては、仲なか睦むつまじい親子のようにも見えなくもない。って言うかそう見える。

　なもんだから、たまたまそこに居合わせた傍はた目めは言葉を詰まらせた。

「鈴雄さん。野の菊ぎくさん」

「え、あ、栗くり華かさん。おはようございます」

「おはようございます。あの……その子は」

　律りち儀ぎにきっちり挨あい拶さつしてから栗華は斗日雄を指さした。

「あ、この子はね。あんまり大きい声じゃ言えないけど……」

　捨子サウルスって鈴雄は続けようとした。

　でも横からずいって前に出た朝香が胸張ってこう言った。

「俺おれらの隠かくし子ごだ」

　北国の風が一回転して吹き抜けて行った。

「……………」

　栗華は停止した。

　なんか回路が二、三本切れたような止まり方だった。

「あの、栗華さん。大丈夫ですか」

「え？　ええ。何でもありません。それでは失礼します」

「あ？」

「末長くお幸せに」

　栗華は信じられない速度で角を曲がっていった。

　ドンガラッシャッシャンシャン！

　なんかブロック塀べいに頭から突っ込むようなスゴイ音がした。

　慌あわてて駆けつけると、ブロック塀に特大の穴が開いていた。

　ちょうど人の形をしてたけど、まさか栗華ってことはないだろうって鈴雄は思った。

「ど～したんだろ。栗華さん」

「あいつあのジョークをまともに受け止めたんじゃないだろうな？」

「まさか。いくらなんでもそれはないっしょ。いくら純情で人を疑うことを知らない栗華さんだって」

「だよな。年がら年中顔会わせてるんだ。腹が大きいか大きくないかくらい分かる」

　でも、栗くり華かの反応は明らかにおもろかった。信用してるにせよしてないにせよ、あの軽いジョークからきてることに変わりない。

　そしてこ～～ゆ～～面おも白しろいことは、見逃せない性質の朝あさ香かだった。

「今度知り合いが来たらまた試してみようぜ」

「下くだらないことは止めようよ」

「いいから。お、ちょうどいい。沙さ由ゆ里りの奴やつが来やがったぞ」

　運よくというか、運悪くというか、ピエールを引き連れた沙由里が向こうから歩いて来るのが見えた。

「おっす。二人とも」

「あら、鈴すず雄おちゃんに朝香じゃない」

「珍めずらしいな。出勤日じゃね～のか？」

「今日はオフの日なのよ」

　沙由里はその頃ころになって鈴雄と朝香の間のちびっこいのに気がついた。

「あら。可愛かわいらしい僕ちゃん。鈴雄君の弟……にしちゃ小さいし。どこの子？」

「俺おれ達たちの隠かくし子ごだ！」

　鈴雄が止めるのも聞かず、今度もまた朝香は胸を張って言った。

「………隠し………子」

　南極の風が吹いた。

　ひぃぃぃぃぃ！

　沙由里はムンクの叫びと一いつ瞬しゆんシンクロした。

　そのままパッタリ倒れる沙由里を受け止めたピエールは、鈴雄に向かって叫んだ。

「鈴雄君。僕は君を見み損そこないましたよ！」

「あの、これは朝香の質たちの悪い冗じよう談だん」

「お嬢じよう様さま。お気を確かに。傷は浅いです。お嬢様ぁ！」

　沙由里を抱えてピエールは去っていった。

「うひゃひゃひゃひゃひゃひゃ」

　朝香は腹を抱えて笑いころげた。

「見たか？　やっぱりあいつら信用してやがるぞ」

「あ～あ」

　鈴雄はそう息を漏もらしてから、小首を傾かしげた。

「でも僕らに隠し子がいるって、そんなにショックなことなのかな？」

「……相変わらず鈍にぶい奴やつだな」

「何が？」

　振り向いた鈴雄の顔は、本当に分かってない顔だった。

　思わず殴なぐりつけたくなる純じゆん朴ぼくな顔だ。

「つまりあいつらは少なからずお前を……」

「僕を？」

「…………………いい。なんでもない」

「何だよ」

「何でもないって言ってんだよ」

　早足で歩いて角を曲がった朝あさ香かは涙の集団と出食わした。

　あんまり語られたことないけど、鈴すず雄おと朝香は専門学校の学生。したがってそこには同級生という生物が生息する。

　同級生軍団は目をぐしゃぐしゃにして二人を見つめた。

「うぅぅ、二人がそんな仲だったなんて」

「知らなかったよ」

「私達は応援するから、立りつ派ぱに育ててあげてね」

　二人の手にカンパ金を押しつけて、同級生軍団は去って行った。

　言いい訳わけをする暇ひますらなかった。

「ど～～しよ～～。これ」

　鈴雄は、手の中のカンパ金に目を落とし、困ったように呟つぶやいた。

　もちろん朝香はきっぱりと言い切った。

「山分けにしよ～～～～ぜ」
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「えっと、ついその場の勢いに任せて産んでしまったけど育てられない。だから警察に」

「違います」

「えっと、それじゃつい公園で遊んでるのを連れて来てしまった」

「違います。置き去りにされてたのを見つけたんです」

　派出所にて、鈴雄と朝香は若い警官相手に説明を続けていた。

　でもど～～も、説明する口調がうわの空だ。心ここにあらずって感じなのだ。

　それもそのはず、二人の心は別のとこにあった。そこはお巡まわりさんの頭の天てつ辺ぺん。

　正確に言えばお巡りさんの頭の天辺から生えている未確認緑色物体、ＵＧＯだ。

　よっぽど気になったんだろう。朝香が口を開いた。

「あのさ、お巡りさんよ。一つ聞いてもいいか？」

「なんだい？」

「ど～～～～して、頭の上から花が生えてるんだ？」

　そう、お巡りさんの頭の天辺からは花が生えていたのだ。

　まだツボミは開いてないが、その時が来たらパックリ開いてやるぜって意気込み満まん載さいのツボミだ。

「花？」

　お巡まわりさんは机の引き出しから鏡を取り出した。そしてしげしげと見つめる。

「何を言うんだい。何もくっついてないじゃないか」

　そう言う顔に噓うそはなかった。

「ちょっと失礼」

　鈴すず雄おと朝あさ香かは一いつ旦たん派出所を出ると脇わきで臨時会議を開いた。

「どう思う？　鈴雄」

「どう思うって…………生えてるよなしっかりと。アクセサリーなんじゃないの。ちょっと趣しゆ味み悪いけど」
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「それだったら何もくっついてないって言うのはおかしいじゃねえか」

「そうだよな」

「それにどう見たってありゃ頭の天てつ辺ぺんから生えてるって感じだぜ。くっつけてるって感じじゃない」

「でも分からないだろ。引っ張ってみるわけにもいかないし」

「俺おれは引っ張ってみたい」

　朝あさ香かは真ま顔がおで言った。ここで本気だから質たちが悪い。

「止めとこうよ。朝香」

　鈴すず雄おが必死に止めるけど、そんなことで考え直してくれる朝香じゃないのだ。

「何、心配するな。すぐに心置きなく調べられるようにしてやる」

　朝香は一人派出所に入って行った。

　どごって音が静かに響いた。

　鈴雄が恐おそる恐おそる覗のぞき込むと、お巡まわりさんがナルトになっていた。

「あ～～～～、ついに警察に喧けん嘩かを売ってしまったのかぁ」

「そんなに喚わめくな。大丈夫だよ。ほら、確かめてみるぞ」

　朝香は警官の頭の上の花を引っ張った。

　抜けなかった。花はきっちり頭から生えていた。

　鈴雄も確かめた。確かに抜けない。根っ子はちゃんと頭の中に伸びているようだ。

「生えてるな……」

「生えてるよね」

　二人は押し黙だまった。

　頭の上から花が生える。これが普通であるはずがない。

　散さん々ざん悩んだ二人は一つの結論を出した。

「もしもし、救急車一台お願いします」

　受話器を置くか置かないかといった矢先に救急車がやって来る。

　一度は通りすぎて向こう側の塀へいを崩くずしてから、ものすごい勢いでバックして来て停とまった。

　ここに来るまでに二、三人跳はね飛とばしましたって荒い運転だ。

　鈴雄はなんとなく出てくる奴やつらの顔が想像できた。そしてそれは当たっていた。

「呼ばれて飛び出る救急救命士です。命を救う汗あせ臭くさい天てん使し、ボビー中なか野のと呼んでください！」

「連絡を受けてやって来ました。平和を愛し命を育はぐくむ毛深い天使、ジョニー川かわ俣またと呼んでください！」

　朝香は迷まよわず二人を殴なぐりつけてナルトにした。

　理由は簡単だ。二人の頭からも花が生えてたからだ。

　引っ張ってみると、やっぱりくっついてた。

「しょ～がね～～な。俺おれらで運ぶぞ」

　救急車に乗る朝香の隣となりで、そんなならいきなり殴りつけなくたっていいじゃないかってぶつくさ鈴雄は呟つぶやいた。

　救急車は先ほどよりは多少安全運転で最寄りの小さな病院へ到着する。

「すみません」

「どうしたんだい」

　初老の医師が出てきた。常識ありそうな顔付きだ。

「頭の上から花が生えてるんで……」

　鈴すず雄おは言葉を止めた。

　病院の先生にもやっぱり生えていた。

「失礼しました。お仕事がんばってください」

　鈴雄は誠心誠意を込めてそう言うとすごすごと引き返した。

「朝あさ香か。ここも駄だ目めだ」

　病院を出てきた鈴雄は、そこで初めて気がついた。

　街まち行く人々の全すべての頭に花が生えているってことに。

　子供も、大人おとなも、犬も、猫も、男も、女も、日本人も、外国人も。

　二人は心配になって自分の頭に手を当てた。幸い生えてなかった。

「こりゃ、新種の病気じゃね～～か」

「頭から花の生える伝染病か。今はまだなんともないけど、いずれそのツボミが開いた時に何かとんでもないことが起こる」

　パターン的になんかありえそうでものすごく恐こわかった。

　頭の上のツボミが咲いたら何かが起こる。

　鈴雄は考えてみた。

　頭の上のツボミが開いたらど～なるか？

　鼻毛が伸びる。

　耳毛が伸びる。

　前歯が伸びる。

　想像しただけでも背筋にイモ虫が這はい回った。

「それにしても突とつ拍ぴよう子しもない病気だぜ。頭の上から花が生えてくるなんてまるで三流ＳＦ映画みたいだ」

「そうだよな。宇宙から飛ひ来らいした謎なぞの種タネ。それは人類を静かにむしばむ！　とか言ってナレーションが聞こえてくるようだ」

「宇宙からか」

「宇宙からだよ」

　何気なく呟つぶやいたその言葉に、二人はピクッって動いた。

　二人そろって何かを思いついた顔だった。

「あ、俺おれ、ちょっと調べてみるわ。知り合いにそ～～ゆ～～のに目メ茶チヤ詳くわしい奴やつがいるから」

　朝香は首をコキコキ鳴らした。

「奇き遇ぐうだな。僕も一人いるんだ。宇宙にどっぷりつかってる人」

　鈴雄も斗ト日ピ雄オを背せ負おった。

　鈴すず雄おと朝あさ香かはその場で別れた。

　そして十五分後──。

　で、コスモス荘のそれぞれの部屋の前でばったり出会った。

「なんだよ。お前の部屋に宇宙にどっぷりつかってる奴やつがいるのか？」

「朝香こそ。宇宙に目メ茶チヤ詳くわしい知り合いんとこに行ったんじゃないのか？」

　このまま会話を続けるとボロ出そうだから、鈴雄はさっさと止めた。

「まあいっか。それじゃ何か分かったら教えてよ」

「そっちこそな。あばよ」

　二人はそれぞれの部屋に姿を消した。

　ちなみに、斗ト日ピ雄オちゃんはずっと鈴雄の背中で大人おとなしくしていた。
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「あれ？　ど～～したの？」

　思いのほか早いご帰宅に、タンポポは鼻をビ～ってかんでから聞いた。

「いや、なんて言うか。いろいろあってだな」

　鈴雄は背中から斗日雄を下ろすと、膝ひざに乗っけて座った。

「風か邪ぜはいいのか？」

「うん。もう大分いいよ。お茶飲む」

「ああ」

　タンポポがかちゃかちゃとお茶の支し度たくをする音が聞こえた。

「小こ鈴すず。一つ聞くけど」

「何？」

　茶ちや碗わんに目一杯に注いだお茶がこぼれないよう注意しながら歩いてくるタンポポに鈴雄は聞いた。

「頭から花が生えてくる病気ってあるのか？」

　バシャ！

　絵に書いたようなタイミングでタンポポがお茶をぶちまけた。

「あち！　あち！　あちちちちちちちちち！」

　鈴雄は悶もだえた。斗日雄にかからなかったのが幸いだ。

「ごめん！　お兄ちゃんがいきなり恐こわいこと言うから」

「恐いことって、あるのか？　そんな病気が」

　台だい拭ぶきで飛び散った液体を奇き麗れいにしたタンポポはちょこんと腰こしを下ろした。

　そして、珍めずらしく深しん刻こくな顔して言った。

「頭から花が生えてくる病気。ノーテンカラオハナガ病。ある。ううん。あったって言った方がいいのかな」

「一体どんな病気なんだ？」

「もうその名前の通り、頭の天てつ辺ぺんから花が生えてくるの。一種の催さい眠みん効果があるから本人はなかなか気がつかない。でもまだ花が咲く前はいいの。ただ変わったアクセサリーねってだけですむから。でももし花が咲いたら………」

「花が咲いたらどうなるんだ？」

「花が咲いたら………」

　タンポポはああ恐おそろしいああ恐ろしいと頭を抱えて震ふるえてからぼそっと言った。

「サツマイモになるの」

「……………あい？」

「細胞が変化してサツモイモになっちゃうの、ほっくほっくのだよ」

　鼻毛でもない。耳毛でもない。前歯でもない。想像をはるかに超こえた恐ろしい病気だった。

　さすが宇宙。半はん端ぱじゃねえぜって感じだ。

　鈴すず雄おは真まっ青さおになってブルブル震えた。

「かつて一人の犯罪者がその病原種を使って銀河征せい服ふくを企たくらんだことがあったの。その名はスイートピー。あの時は銀河の半分が病原種に侵おかされて大変なことになったっていうわ」

　それから、唐とう突とつにニコッて笑って言った。

「でも恐こわがる必要なんてないよ。だってスイートピーは逮たい捕ほされて監かん獄ごく惑わく星せいアバシリーの中心部にある特別独どく房ぼうで服ふく役えき中ちゆうなんだもん。あそこから逃げ出すなんて神様だって不可能だよ」

「そうか」

「そうだよ。病原種は全部回収焼しよう却きやくされたし、それを作れるスイートピーは向こう千年、二千年は絶対に出てこれないし。事実上撲ぼく滅めつした病気なんだから」

　鈴雄は悩んでいた。

　からから笑うタンポポに、外の光景をどう説明するかだ。

　外には頭から花を生やした人がわんさかいますよ。

　これは少しショックが大き過ぎるかもしれん。

　どんな言い方が一番ショックが少ないか？

　どんな言い方が一番ソフトなのか？

　あれこれ考えたけど、どれもたいして変わらないなって結論に達した。

「小こ鈴すず、驚かないで聞いて欲しいんだが」

　鈴雄がそう切り出した時だった。

　ぷるるるるるるるるる。

　タイミング良くって言うか悪くって言うか電話が鳴った。

「はい。もしもし。あ、審査委員長さんですか？」

　受話器を取ったタンポポがちょっとだけ余よ所そ行きの声を出した。きっと宇宙からの連絡なんだろう。

「アタシは元気にやってます。ドッコイダーもがんばってますよ。え？　重要なお知らせ？　早く言ってください」

　受話器の向こうでぼそぼそと誰だれかが囁ささやいた。

　タンポポは受話器を握にぎり締しめたまま完全に硬こう直ちよくした。

「お～～ぃ。ど～～～～した」

　受話器を握り締める石せき像ぞうに鈴すず雄おは声をぶつけたけど、ピクリともしなかった。

「しょうがないな。リストラでもされたのか？　心配するな。その時は本当の妹にしてやるから」

　鈴雄がずずってお茶をすすった時、石像にかけられていた呪のろいが解けた。

「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　ぶわっしゃ！

　お茶が吹き飛んだ。

「何だよいきなり大声で。お茶を噴ふき出しちゃったじゃないか」

「大変大変大変大変大変」

「だから何が大変なんだ？」

「落ち着いて聞いてよ。落ち着いて」

　お前が落ち着けよって鈴雄の言葉を軽く受け流して、タンポポは一言一言舌したの上で丸めるようにして言った。

「スイートピーが来てます」

「あ？」

「連絡があったの。さっぱり進展しない状況にいらついた審査委員会が、スイートピーを地球に送り込んで来たの。昨日きのうもう到着してるはずだって」

　山に落ちてくる謎なぞの光。

　外の人達の頭の花。

　地球に来てるスイートピー。

　全すべてが符ふ合ごうした。合がつ致ちした。納なつ得とくした。

「もう！　何考えてるのよ審査委員会！　よりによってスイートピーだなんて。きっと、陰かげで地球征せい服ふくしちゃおうとか企たくらんでるはずよ」

「探そう」

　鈴雄はいつになく強い口調で言った。

「今までは呼ばれたら変身して飛んでくってことだった。でも、そんな危険な奴やつならちょっと反則だけどこっちから探そう。普ふ段だんは普通の人間としてどっかに隠かくれてるんだろ？　写真とかないのか？」

「写真とかはないけど。手がかりとしたら幼よう態たい進化ってことかな？」

「なんだよ。その妖よう怪かい進化ってのは」

「幼態進化！　つまり子供の姿だけど大人おとなってこと」

「へ～～。宇宙には変わった体質の生物がいるんだなぁ」

　感心する鈴すず雄おに、タンポポは言った。

「これまで言ってなかったけどアタシも幼態進化の星の出なんだよ」

「お前もか………」

　またまたひとしきり感心してから、鈴雄はオヤって眉まゆを顰ひそめた。

　こいつも妖怪進化？　じゃなくて幼態進化？　ってことは………。

「……………ちなみに聞くが小こ鈴すず。お前幾いくつなんだ？」

「地球人の年齢に換かん算ざんすると………二五歳くらいかな？」

「二五！」

　どえらい驚いた。

　これまで脳のう天てん気きなお馬ば鹿か子供だと思ってたタンポポが、まさか地球年齢にして自分よりも上だったなんて。

「小鈴さん。つまりあなたは」

「小鈴でいいって。つまりアタシも、それからエーデルも幼態進化の星の出身なの」

「なるほど。エーデルさんまで。小鈴さんもエーデルさんも大人だったのか」

「だから急にあらためられてもこっちも戸と惑まどうんだから。普通でいいって」

「ってことはそのスイートピーって奴やつも外がい見けんは子供」

「そー。地球年齢はもう四十歳くらいだけど、外見は子供。アタシよりももっと小さいと思うな。スイートピーは超幼態進化の星出身って聞いたから。きっと三歳とか四歳だよ。外見は」

「ふっと突然沸わいて来た謎なぞの幼児。それを探せってことか」

「そう。でもどうやって探せばいいか」

　二人はそこで頭を抱えて考え込んだ。

　脳のう味み噌そありますかって疑いたくなる瞬しゆん間かんだった。

　それでも、幸い脳味噌はあったようだ。

　二人の視線は、脇わきで積つみ木きで遊ぶガキンチョに向けられた。

「まさかね」

　タンポポがへらっと笑った。

「だよな。そんなこたないよな」

　鈴雄も笑った。

「さ、とりあえず新たな対策を考えよ。どうやって見つけだすか」

　二人がちゃぶ台に裏うらの白い広告を広げて真しん剣けんに作戦会議を始めた時だった。

「こんなに馬ば鹿かだとは思いませんでしたよ」

　人を小馬鹿にしたような声がどっかから聞こえてきた。

　どっかはどっかでも限りなくここに近いどっかだ。

　二人はゆっくりと首を動かした。どうかこのドス黒い予感が外はずれていますよ～にって祈いのりながら。

　でも外れてなかった。神様ってのは時折薄はく情じようなのだ。

　斗ト日ピ雄オがすくっと立ちあがった。これまでのよちよちとは別の種族に見える。

　その瞳ひとみでは、知性と狡こう猾かつさがマーブルになっていた。

「初めまして。私が四人目の犯罪者。スイートピーです」

　ガキンチョ、いやスイートピーは悠ゆう然ぜんとお辞じ儀ぎして見せた。

「もう種タネは蒔まき終えましたよ。もっとも、当事者達には発芽しないよう改良しておきましたけどね。除草剤は私が持ってます。花が咲くまでの時間はおよそ二十四時間。それまでに僕を捕まえられなければ、この街まちの住人はサツマイモになります。ほっくほくのね」

「お兄ちゃん！　ここで捕まえて」

「ああ」

　鈴すず雄おはスイートピーの前に立ちはだかった。

「やれやれ。変身もせずに私を捕まえられると思ってるんですか？」

　スイートピーはどっからか取り出した胡ご麻ま粒つぶほどの種を畳たたみに落とした。

　そこにだぼだぼとお茶をかける。

　芽が出てツルが伸びて鈴雄とタンポポに絡からみついた。

「それではごきげんよう」

　スイートピーは悠然とお辞儀すると部屋を出て行った。

「待てこら！」

　暴あばれるけど、ツルは余よ計けいにこんがらかる。

「お兄ちゃん。ここは協力してツルから逃れようよ」

「異議なしだ」

「それじゃ右手を左へ持っていって」

「こうか？」

「違う。そのワッカをくぐらせて」

「こうだな」

「違う違う。左足を」

「こうだろ」

　鈴雄の素す晴ばらしき才能によってツルは余計にこんがらかった。

「ちくしょー。相手の姿が子供なだけになんかものすごく悔くやしい！」

　鈴すず雄おは、一人悔しがった。
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　二人がツルから逃れるのに三十分という時間を費ついやした。

　記録的な時間だ（逆の意味で）。

　もはや追いかけてもどうにもなんないって悟さとった二人はとりあえず生おい茂しげったツルの中渋しぶ茶ちやをすすった。

　気分を落ち着かせなくちゃど～～にもなんないのだ。

「とんでもないことになっちゃったね」

　タンポポが固い声を吐はき出した。

「ああ」

　鈴すず雄おも、この世の終わり的な顔で頷うなずいた。

「よりによって僕は四十過ぎの大人おとなに向かってでちゅまちゅ言葉を使ってたのか」

「今はそんなことで落ち込んでる場合じゃないって！」

「そうだよな」

「この街まちの、ううん地球の、宇宙の危機ピンチなんだよ！」

　タンポポは片足をちゃぶ台に乗っけてお行ぎよう儀ぎ悪く盛り上がった。

「そうか！　危機なんだな！」

　鈴すず雄おも同じように盛り上がった。

　とりあえず盛り上がるだけ盛り上がってから、二人はまた渋しぶ茶ちやをすすった。

「はてさて、ど～したもんだろ」

「とにかく、これ以上感かん染せんを広げるわけにはいかないよ。まだ感染してない人には外に出歩かないように言っとかないと。それで防げるかどうか分かんないけど」

「まだ感染してない人って言うと………」

　鈴雄は考えた。

　朝あさ香かの頭に花は………生えてなかった。

　栗くり華かさんも、大丈夫だったな。

　沙さ由ゆ里りさんとピエールさんも、問題なしっと。

　瑠る璃りちゃんとこはどーだろ？

「よし、僕は二階を回る。小こ鈴すずは一階を回ってくれ」

「うん」

　お茶のみ兄妹はやっと行動を開始した。




　四号室の扉ドアを叩たたく。返事はない。

　鈴雄はドアノブを回して部屋へと入った。ちゃんと靴くつを脱いで上がり込む。

「朝香！　驚かないで聞いてくれよ。実は大変なことに」

　少ない部屋を全部調べたけど、散らかってる巣すに朝香の姿はなかった。

「なんだ。留守なのか」

　鍵かぎを開けたままの外出なんて朝香にとっては日常茶さ飯はん事じだ。不自然でもなんでもない。

「出直すか」

　居間を出ようとした時、鈴雄の足が止まった。

　ぎぎぎぎぎぎぎって首を動かす。

　それは足下に転ころがっていた。

　それはプリプリしてた。

　それはホクホクしてそうだった。

　鈴雄の脳のう味み噌その中で三百万の脳細胞君が一いつ斉せいにクラッカーを鳴らした。

「あ！！！！！！！！！！！！」

「一階はみんな留る守すだったよ。ど～～したの大声出して」

「見てくれ。こいつを」

　タンポポは鈴すず雄おの指さす地点に目を向けた。

　タンポポの脳のう味み噌そでも三百万の脳細胞君がクラッカーを鳴らした。

「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　でっぷりとして、夕焼け色に染まった大きなサツマイモが転ころがっていた。

　しかも辺あたりに散さん乱らんしてるのは朝あさ香かの服。

「朝香ぁぁぁ。変わり果てた姿になって」

　鈴雄はサツマイモを拾い上げると目め頭がしらを押さえた。

「こんな姿、お前の親には見せられないな」

「ちょっと待ってよ。今はつい成り行きでびっくりしちゃったけど、それって本当に朝香お姉ちゃんなの？」

「面おも影かげがないか？　えくぼのあたりなんかそっくり」

「分かんないよ。サツモイモのえくぼなんて。何かもっと分かりやすい特徴」

「特徴か？」

　鈴雄はあれこれ考えて呟つぶやいた。

「そういえば小さい頃ころクマに襲おそわれたとかで背中に傷があるとか言ってた」

「確かめようよ」

　鈴すず雄おとタンポポはごくって唾つばを飲み干すと、サツマイモの背中だと思われる方を裏うら返がえした。

　傷があった。

　二人は顔を見合わせ、そして叫んだ。

「ああああああああああああああああああああああああああああ！」
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　サツマイモを片手に壊れたダンスをしばし披ひ露ろうした。

「うう、朝あさ香かお姉ちゃん。すっかり太短くなっちゃって」

「これじゃ電車で痴ち漢かんに遭あっても抵てい抗こうできないな」

　あの勝ち気な瞳ひとみも、洗せん練れんされた筋肉のついた手足も、これまで幾いく人にんもの痴漢を葬ほうむってきたというひざこぞうも、今では赤茶けたサツマイモ。

　なんて言うかサツマイモ。

　とにかくサツマイモなのだ。

　イモを挟はさんで二人はずぅぅぅんと落ち込んだ。

「嘆なげいてたって仕方ないよ」

　たっぷりいいだけ嘆いてからタンポポは復活した。

「スイートピーなら元に戻す方法を知ってるよきっと。だから」

「そうだ、一いつ刻こくも早く捕まえよう。でも、どこを探せばいいのやら」

「確実とは言えないけど、目め星ぼしはついてるよ」

「どこだ？」

「きっと、スイートピーは武器を調達に行くはずだよ」

「よし、ならさっそく町の武器屋さんに！」

　後あと先さき考えずに飛び出して行く鈴雄の足にタンポポは宇宙仕込みのタックルをかました。

「落ち着いてよ。うちの町に武器屋さんなんかないでしょ？」

「いや、どっかのラーメン屋の二階に」

「ゲームのやりすぎ！　武器ってたって刀とか拳銃ピストルとかそ～～ゆ～～ものを想像したって駄だ目め。エーデルを思い浮かべてよ」




　宇宙犯罪人エーデルワイス

　攻撃方法：ゴーレム

　武器：粘ねん土ど

　武器調達場所：きっと文房具屋とか玩具オモチヤ屋や




「なるほどな。なんてたって相手は宇宙犯罪者だもんな」

　鈴雄はとりあえず納なつ得とくした。

「それじゃスイートピーの武器ってのは」

「さっきも見た通り、スイートピーは怪かい奇き植物を自由自在に操あやつる犯罪者なの。どんな怪奇植物も初めは小さな種タネ。立りつ派ぱな怪奇食物に育てるのはいい土、いい肥料が必要になるわけ。つまり」

「つまり？」

「園芸用品よ」

　ドッパァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァン！

　タンポポの後ろで波が打ち寄せ飛沫しぶきを上げた。

「マジ？」

「大きなマジ」

　そう言うタンポポの言葉に噓うそはなかった。

　あぁ、宇宙って広いんだね。

　点てん目めの鈴すず雄おは今いま更さらながらしみじみと思った。
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　総合デパート。

　最近町にできた二階建ての店だ。

　二階建てっていうとそんなに大きくないように感じるかもしれないけどそんなことはない。

　面積が……馬ば鹿か!!のように広いのだ。

　そんな総合デパート、一階本売り場にて、栗くり華かは読書をしていた。

　いや、一般人が見たらそれを読書とは言わないだろう。目にも止まらないスピードでページを捲めくっているようにしか見えないからだ。

　でも、ちゃんと一字一句逃さずに読んでいる。なんてったってロボット……もとい高性能の絡から繰くり人形だ。

「ふう」

　終わりまでページを捲った栗華は本をパタンと閉じた。

　これで全すべての妊にん娠しんと育児関係の本は読み尽くしたことになる。

「地球人の女性の中で受じゆ精せいした受精卵は数カ月をかけて成長。それにともないお腹が大きくなる。野の菊ぎくさんのお腹が大きくなったのを見たことはない。また、あの男の子の外がい見けんから判断するに四歳か五歳。当時は鈴雄さんと野菊さんは知り合ってもいなかったはず。つまり」

　栗華はあれこれと計算して結論を弾はじき出した。

「あれは軽い冗じよう談だんでしたのね」

　普通ならその場で気がつくことだけど、純情可か憐れんな栗華ちゃんはこんなにも時間をかけてしまった。

　なんでか分かんないけど、ほっと胸をなで下ろして栗くり華かが本屋を出た時だ。

「あ、くりかしゃん」

　舌したに重りでもくくりつけたような声が下の方から聞こえて来た。

　栗華が視線を落とすと、やっぱりちびっこい奴やつがいた。

　見覚えはある。電子頭脳を惑まどわせた張ちよう本ほん人にんだ。

「あら、あなたは」

「くりかしゃんもかいものでちゅか？」

　栗華はしゃがみこむと、ガキと視線を合わせて尋たずねた。

「とぴおちゃんは、鈴すず雄おさんと野の菊ぎくさんの子供なんてことないですわね」

「よくわからないでちゅけど。とぴおはすずおあにちゃのしんせきでちゅ」

「そうですわね」

　栗華は改めて電子頭脳を謎なぞ解明モードからノーマルモードに切り替えた。

　それから聞いた。

「鈴雄さんとお買い物？」

「ううん。とぴおはひとりでかいものにきたでちゅ。すずおあにちゃはいそがしいでちゅから」

「一人でお買い物ですか。偉えらいですわ」

「えんげいようひんがほしいんでちゅ」

「園芸用品ですか。まだ小さいのに高こう尚しような趣しゆ味みですわね」

　不自然だと思えよ！

　でも人を疑うことを知らない栗華だ。

　たっぷりと感心した後、にっこり微笑ほほえむとこう言った。

「お手伝いしますわ。園芸用品ってけっこう重いですからレジまで運んで行くのも大変でしょう。何が欲しいんですか？」

「う～～んとね」

　斗ト日ピ雄オはあれこれ考えてから元気に一言。

「ひりょうがひゃくふくろくらい！」

　なんやてぇ！って普通ならつっこみを入れるとこだろう。

　でもやっぱり純情可か憐れんな栗華ちゃんなのだ。

「肥料百袋ふくろですか。あらあら。バナナ園でも作るのかしら」

　これっぽっちも疑わなかった。

　栗華は肥料百袋を軽々と担かつぎ上げた。

　栗華の肩に肥料袋の富士山ができた。

「他ほかには？」

「あと、ジョーロとクワとそれからね」

　栗くり華かの肩の上に園芸用品でエベレストが出来上がるのは明らかだった。
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「小さい子供が一人で買い物なんてとこなかったね」

「ああ、ここが最後だ」

　鈴すず雄おとタンポポは真新しい総合デパートを前にごくって唾つばを飲み干した。

「行くぞ」

「行こう」

　二人で頷うなずきあって、店に飛び込もうとしたその時だった。

「あら～～～～、鈴雄さんに小こ鈴すずさん」

　緊きん迫ぱくした空気をぶっ殺すのんぽり声に二人はひっくり返った。

「栗華さん」

　入り口付近で微笑ほほえむ純情可か憐れんがいた。

「お二人で買い物ですか？」

「はは、そんなとこです。あ、ちょっと忙いそがしいんでまた」

「そうなんですか。すみません。お忙しい時に」

　二人が店に飛び込んで行くのを見送ってから、栗華はあっと声を上げた。

「あ、斗ト日ピ雄オ君から預あずかってるものがあるんでした」

　店に飛び込んで来た二人はまた店から飛び出して来た。

「今何と？」

「ですから、斗日雄君から預かってる物があると」

「会ったんですか！」

「ええ、ついさっき。ここで園芸用品を買っていかれましたよ」

「遅おそかったか！」

　鈴雄はコンクリートを蹴け飛とばした。

　ちょっと痛かったからつま先かかえてぴょんぴょん跳はねた。

「大丈夫ですか？」

「心配いりません。で、スイート……じゃなくて斗日雄はどこに」

「たくさん買いましたから。お店の人がトラックで運んでくれるって。そのトラックに乗って行かれましたけど。コスモス荘じゃないんですか？」

　お店の人がツルにからめられてどこかに捨てられている光景が目に浮かんだ。

「それで。もしお二人が来たらこれを渡すようにって」

　栗華は小さな鉢はち植うえを鈴雄に手渡した。

「これ？」

「ええ。それでは。これから食料品売り場でセールが始まるので」

　栗くり華かは一礼すると食料品エリアの方へ歩いて行った。

　鈴すず雄おは手の中の鉢はち植うえに目を落とした。

　花もない。芽すら出ていないただの土。

「鉢植えって言うか、土の入った鉢だな」

「うん」

　でも、これを置いて行ったのはあのスイートピーなのだ。

　たっぷり時間をかけて観察してから鈴雄は口を開いた。

「なんだかピンの抜かれた手て投なげ弾だんを手にしてる気分だ」

「アタシも」

「捨てた方がいいよな」

「うん。その意見には全面的に賛成だよ」

「よし捨てるぞ」

　鈴雄は鉢を片手に振りかぶった。１、２、３で遠くに投げ捨てようって腹ハラなのだ。

「１・２・さ」

　３を言いかけたところで鉢が爆ばく発はつした。中からたくさんのツルが湧わき出る。

　めきょめきょめきょめきょ。

「うわ～～～～～～！」

「いや～～～～～～！」

　二人はまたツルの餌え食じきになった。

「お兄ちゃん。今度こそ早く抜け出られるように頼たのむよ」

「任せろ。同じ失敗は二度と繰くり返さん」

「それじゃまず右手を右に」

「こうだな」

　最初から間違えていた。

　長い戦いになりそうな予感にタンポポはため息を吐はき出した。

　予想通り長い戦いになった。

　今度は一時間かかった。
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「うぅ、ツルから抜け出るのに体力のほとんどを使い果たした」

「もうくたくただよ。一歩歩くのがこんなにつらいなんて初めて」

「ＨＰきっと一桁けたになってるぞ。ザコスライムとだって会いたくない気分だ」

　両足を引ひき摺ずるようにコスモス荘前通りを歩いていた二人は、漂ただよって来るいい匂においに青ざめた。

「なぁ、これって」

「あの匂いだよね」

　恐こわくてその名前を口にすることはできない。

　恐おそる恐おそるコスモス荘正面庭を覗のぞき込むと、焚たき火びする栗くり三さぶ郎ろうがいた。

「お前らも食べるか？」

　気がついた栗三郎が突き出した木の棒の先には、こんがりとおいしそうに焼けたサツマイモが突つき刺ささっていた。

　しかもそのサツマイモには、傷があった。

「朝あさ香かぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　鈴すず雄おは飛びかかった。奇き跡せき的てきにクリスティカルヒットが出た。

「なんじゃい」

「栗くり之の花はな教授！　このイモはどこで？　僕の部屋の座ざ蒲ぶ団とんの上から持って来たなんて言ったら教授は殺人犯に」

「何を訳わけの分からんことを。これはワシが無人販売で買って来たもんじゃい」

「でも………この傷」

「傷がついてたから安く袋ふくろで売ってたんじゃ！　人の部屋に入って持ってくるなぞ人聞きの悪いことをぬかすな」

「そうか。そう言われればうなじのあたりなんか別人だな」

「腰こしのくびれのあたりも朝香お姉ちゃんとは違うよ」

　鈴雄とタンポポは焦こげたサツマイモを見てあれこれ口した。

「どうも失礼しました。返します」

「食べんのか？」

「いりません」

「ちびっこいのは？」

　タンポポにイモを突き出すけど。

「アタシも。サツマイモだけは食べたくない気分」

　兄妹はまた足を引き摺って部屋へと帰って行った。

　足を引き摺った後だけが庭に残された。

「ど～したんじゃろか」

　眼鏡めがねの中で目をしばたたかせた栗三郎だったけど、すぐに矛ほこ先さきはほっくほっくのお芋いもに戻る。

　栗三郎は焼き芋を割ると眼鏡をくもらせながら頰ほお張ばった。

　それは見かけ通りほくほくしておいしかった。

　このままでは町中がこんなおイモで一杯になることをこのじ～さんはまだ知らない。




「良かった。無事だったか」

　朝あさ香かイモはまだ机の上で大人おとなしくしていた。

　人間の時よりもかなり落ち着きがあるらしい。

　退たい屈くつしちゃ困ると思ってゲーム機のコントローラーも隣となりに置いといてあげたけど、手をつけてないようだ。

「朝香の好きな格かく闘とうゲームなのに。やる気にもなれないほど気分が滅め入いってるんだろうな」

「指がないから難しい必ひつ殺さつ技わざが出せないんだよ。だからやらないんだよ」

　それ以前の問題だと思うけど、話がこじれるからつっこまないことにする。

「朝香の好きなアクション映画借りてきてやったぞ」

　鈴すず雄おはビデオをセットすると再生ボタンを押した。

「それでも見て気分を紛まぎらわせてくれ」

　映画は面おも白しろそうだけどサツマイモと一いつ緒しよに見ている場合じゃない。

　ちゃぶ台にて、第二次作戦会議が開かれた。

「大量の武器を手にしたんだから。次にすることはあれしか考えられないよ」

「あれとは？」

「考えてみてよ。たくさんの肥料と園芸用品があります。さぁ何をしますか？」

　鈴雄はたっぷり考え、答えた。

「とりあえず畑でも作るか？」

「そう。きっとどこかで畑を作ってるんだよ。いい土のあるとこで」

「よし、いい土のあるとこだな！」

　鈴雄は部屋を飛び出して行った。

　タンポポは追いかけなかった。すぐに戻ってくるって分かってたからだ。

　案あんの定じよう、バツの悪そうな顔で鈴雄は戻って来た。

「よく考えたらいい土のあるとこなんて知らなかった」

「思い立つとすぐ飛びだしちゃう性格直した方がいいよ」

「反省しよう。で、どうやっていい土のあるとこを探そうか？」

「役場の人に聞くってのはどうかな？」

「世界平和のために教えてください。この町でどこが一番いい土ですか？　よし、かけよう」

　鈴雄は電話帳引っ張り出して番号を調べるとダイヤルをプッシュプッシュした。

「ガチャンって切られそうだから世界平和のためってとこは省はぶいた方がいいと思う」

「ああ」

　ぷるるるるるるるる。

　呼び出し音がころころと耳の中を転ころがった。

「早く出てくれ。地球の危機ピンチなんだ」

　町役場が忙いそがしいのかなかなか出なかった。その代わりに全然関係ないとこが鳴り出した。

　ピンピンピン。

　タンポポがポケットからタマゴッチを引っ張り出した。ご飯が欲しくなったんじゃない。犯人から行動をおこしますって連絡が入ったことを知らせて来たのだ。

「誰だれだこの忙しい時に。悪いけどドッコイダーは手が離せない。また今度にしてくれって言ってきてくれ」

「分かった。そう言って来る。えっと誰からだろ？」

　ピポピとボタンを押す。画面からホログラフィーの映像が現れた。

　タンポポは化石になった。

「ど～した？　エーデルか？」

「違う」

「マロンフラワー？」

「違う」

「それじゃヒヤシンスか？」

「違うの」

「それじゃ誰がいるって………」

　首を動かした鈴すず雄おも化石になった。

　ホログラフィーのスイートピーは冷笑すると口を開いた。

『活動を始めますよ』




「へっへ～～～ん。コーチのためにケーキ焼いちゃった」

　大おお皿ざらを抱えた少女が踊おどるように階段を上っていた。

　彼女の名前は梅うめ木ぎ瑠る璃り。しかしその実体は………言わなくてもいいだろう。

「コーチは瑠璃の隠かくれた才能に驚いて、それできっとあーなってこーなるんだ」

　自己中心的な妄もう想そうで瑠璃は喜んだ。

「おっと危ない。ケーキが落ちちゃう」

　ケーキが落ちたら大変だ。半日の苦労が海のもずくになってしまう。甘あまいケーキが酸すっぱい酢すの物ものになってしまう。

　瑠璃は傾いた皿を慌あわてて直した。落ちかけていたケーキが復活した。

　しかし、悲しいかなこれを見てケーキと言ってくれる人はいないだろう。

　燃えかけの洗面器？

　焦こげた東京ドームの模型？

　でも、瑠る璃りが「これはケーキなの！！！！」って魂たましいを賭かけて言い張ってるからケーキなのだ。

　本人がケーキと言い張っている謎なぞの物体を手に、五号室前までやって来た瑠璃は思い切りノックしようとした。

　でもなんかぼそぼそと聞こえてくる会話に手が止まる。

「何話してるんだろ」

　好こう奇き心しんがひょこっと産まれた。

　知らない仲じゃない。飛び込んで何話してんの？　瑠璃にも教えて～～～～って怒ど鳴なればそれまでだけど、好奇心にイタズラ心まで交じっちゃったからもう止められない。

　瑠璃は迷まよわず扉ドアを少しだけ開けて覗のぞきを始めた。

　部屋の中では鈴すず雄おとタンポポが深しん刻こくな顔で話し合っている。

　テレビの前にちょこんと置かれるサツマイモの存在がよく分からなかった。




「呼び寄せるなんてど～～ゆ～～つもりだろ？」

「ど～～ゆ～～～～つもりも何も行くしかないだろ。場所は前の公園だな」

「うん」

「よし」

　鈴雄は立ち上がると例のポーズを作った。

「へ～～～～んしん！」

　もう数え切れないくらいやってるからなかなか堂に入ってる。

「ドッコイダー！」

　ブルーの体のナイスガイの誕生だ。

　タンポポも素す早ばやく変身した。ドッコイダー補ほ佐さ時じの宇宙っぽい服の緑りよく髪はつ少女になる。

「よし、それではいざ」

「行こう」

　二人は窓から飛び出した。

　さすがにご近所の目もあるから人目の少ない窓から出撃するのが最近のお決まりなのだ。




　ガシャン。

　瑠璃の手から皿さらが滑すべり落ちた。せっかく作った焦こげた東京ドーム……じゃなくってケーキがぺちょんと通路に張りついた。もうえんがちょだ。

　もともと食べられそうもなかったけど、これで食べられません保証書がついた。

「そんな、コーチが憎にくきドッコイダーだったなんて」

　瑠璃はぺたんと膝ひざをついた。

　頭の中をカラスが三匹鳴きながら飛んでる気分だ。

　愛いとしいコーチが宿しゆく敵てきのドッコイダー！

　まさに衝しよう撃げきの真実！だった。
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　高台の公園。

　そこに……彼はいた。

　宇宙を征せい服ふくする寸すん前ぜんまでいった犯罪人、スイートピーが何をやってるかっていえば、作った畑にジョーロで水をやってるんだから緊きん張ちよう感かんは０ゼロ。

　でも彼にとってジョーロで水をまくという行為は、いわばマシンガンの安全装置を外はずすのと同じような行為なのだ。あなどっちゃいかん。

「さてと………それでは次はカボチャの種タネでも蒔まきましょうか？」

　でも額ひたいの汗あせをぬぐってそんなことやってるガキンチョに、危機感を覚える奴やつはいないだろう。

　いや、事情を知っている人物なら別だ。

　そして今、闘とう志しを剝むき出しにしてやって来る紫むらさきの影がいた。

「そっちから呼んでくれるとは手間が省はぶけたぜ。覚かく悟ごするんだな。スイートピー」

　スイートはちらりと紫色の客を一いち瞥べつして目を細めた。

「エメラルドカンパニー製作、ネルロイドＸ。通称、ネルロイドガール。ようこそ。僕の畑へ。あ、そこ踏ふまないで。さっき種を植えたばっかですから」

「かまへん。さっさと決着をつけるんや！　こいつ押さえれば審査委員会にも大きい顔ができる。ポイント高いで」

「言われなくても分かってるぜ。この俺おれをコケにした罪、百倍にして返してやる」

「あんさんコケにされたんか？」

　ハナモモンチョの問いには答えず、ネルロイドは背中のブースターを点火させた。

「覚かく悟ご！」

　ネルロイドはスイートに飛びかかった。そりゃあ、もうドッコイダーとは違って真ま面じ目めな人達が真面目に開発したパワードスーツだ。ブースターで加速度もアップ。殴なぐられたらさぞかし痛いだろう。

　でもスイートは慌あわてなかった。

「さぁ、芽を出す時間ですよ」

　スイートピーは静かに呟つぶやいた。

　畑からひょっこり芽が出た。芽が出たくらいなら可愛かわいいけど、そっこから伸びたツルが一いつ気きにネルロイドに襲おそいかかる。

　わさわさわさわさわさわさ。

　心臓の弱いお年寄りとお子様にはお勧すすめできない光景だ。

「負けるかよ！」

　伸びてくるツルを手て刀がたなで断たち切り、ネルロイドは着実にスイートとの距離を縮ちぢめる。

　スイートは感かん嘆たんの息を漏もらした。

「さすがエメラルドカンパニーの総力をかけて開発されたパワードスーツですね。どこまで防ぎ切れるか見物させてもらいますよ」

「やかましい。ツルになんぞにやられてたまるか！」

「そうや！　その意気や！　がんばれ！　がんばれ！　ネルロイド！　負けるな負けるなネルロイド！」

　肩のハナモモンチョが扇せん子す出して応援を始めた。

　タンポポが毎回こうやって応援するのを見てて馬ば鹿かにしながらもちょっとやってみたいなんて思ってたのだ。

　でも…………慣れないことはすべきじゃなかった。

　開いた扇子に風が当たってハナモモンチョがぐらりと体勢を崩くずした。

「ハナ！」

　そこに一いつ瞬しゆんの隙すきができた。

　とってもおいしそうな隙の乗っかった回まわり寿ず司しの皿さらを取り逃すスイートじゃなかった。

「行け！」

　命令に従ってツルがネルロイドに群むらがる。慌あわてて手刀を振り回すけど、遅おそかった。

　ツルがネルロイドの体にからまった。そのままがんじがらめに縛しばり上げる。

　引ひき千ち切ぎろうと渾こん身しんの力を込めるけどモトナリさんの法則を知ってるツルには歯が立たない。





　モトナリさんの法則


　　一本のツルは千切れてしまう。

　　二本のツルも千切れてしまう。

　　三本のツルも千切れてしまう。

　　でも百万本のツルならまず千切れないでしょうね。








　ツルがざ～～～～っと数えただけでも百万本。ネルロイドガールがすっかり糸巻きになった。

　バキバキ。

　背中のブースターが悲ひ鳴めいを上げた。圧力に耐たえ切れずにパキュっといっちゃったようだ。

　紛まぎれもないネルロイドガールのピンチ。

　そんな時、どこからかこんな声が飛んで来た。

「必ひつ殺さつ！　草殺しアタァァァァァァァック！」

　飛んでくる消毒臭くさい風を浴びたツルがしおしおっとしおれた。

　そのままみ～～～～って枯かれていく。

　ネルロイドガールは風の吹いて来た方向に目を向け、その名前を口にした。

「ドッコイダー！」




　公園の滑すべり台だいの上にて、ドッコイダーはポーズを決めた。

　ブルーの体が光を浴びてキラッて光る。

　ちなみに、タンポポが下した斜ななめ四十五度からライトで照らしていた。

　どんな場合でもこ～～ゆ～～演出に手を抜かない主義なのだ。

「園芸大好き乙おと女めかな。大地の息い吹ぶきの若草よ。激しく伸びるイモツル……」

「能のう書がきはいいから俺おれのバックアップをしろ」

　ネルロイドはドッコイダーにそう怒ど鳴なりつけてから自由になった体を動かした。

　どうせ最後まで喋しやべらせてジャンプさせても地面に頭を突っ込ませるだけだってよっく分かってたからだ。

「なんだよ。今いいとこなのに」

　ドッコイダーとしては最後まできっちり言いたいとこだったけど、いかんせんネルロイドガールが飛び出しちゃってるから仕方ない。

「え～～い。今日はお決まりの台詞せりふは割かつ愛あいしよう」

　腸を細こま切ぎれにされる思いで決まり台詞を割愛したドッコイダーは、再び芽を出し、伸びるツルに向かってモーションを決めた。

「草殺しアタァァァァァァァァァァック！」

　み～～～～～～。

　ツルがしおれた。枯れた。もう味み噌そ汁しるにもできない。

　その枯れたツルの隙すき間まをぬってネルロイドガールが突っ走っていく。

　時間はかかりそうだが距離は確実に縮ちぢまっていく。

「ふっふ、しかしこんなおあつらえ向きな技わざがあったとは。しかも普ふ段だんは大して使えそうのない技だから非常に短くてすむ」

　技のモーションを作りながらドッコイダーは一人ごちた。

「本当。アタシも知らなかったよ。こんな素す敵てきな技が追加装そう備びされてたなんて」

「やっぱり必ひつ殺さつ技わざ大辞典を覗のぞいてみるもんだな。ぱっとめくったらこの技のページだったんだから」

「神様っているのかもね。あ、またツルが生えてきたよ」

「任せろ。必殺！　草殺しアタァァ！」

　み～～～～～～。

　ネルロイドとドッコイダーの協力戦。それによって掌てのひらを太陽にすかすと勝しよう機きは確実に見えていた…………かに見えた。

「よし、これで終わりだ。必ひつ殺さつ！　草殺しアタァァ」

「ドッコイダー！　後ろ？」

「何？」

　遅おそかった。地中を這はってゲリラ戦をしかけてきたそのツルはドッコイダーの手に巻きついた。

　そのまま腰こしの後ろでがっちりと縛しばり上げた。

「囮おとりだったか！　最近のイモのツルはなんて頭のいい奴やつなんだ」

　イモのツルの囮に引っかかってなんだかものすごく悔くやしかった。




　それまで大して伸びることなくみ～～～～って枯かれてたツルが復活した。

「ドッコイダー何をしてるんだ！」

「すまん。後ろで手を縛られてしまった。モーションがとれないから草殺しアタックができん」

「この大おお馬ば鹿か者ものぉ」

　引き返して一発殴なぐりつけたかった。でも場合が場合だから保ほ留りゆうにした。

　帳ちよう消けしじゃない。延期だ。後で絶対殴ってやるって心に誓ちかってネルロイドは目の前まで来てるスイートに拳こぶしを向けた。

「おしいですけどここまでです」

　スイートが気きの毒どくそうに言った。

　また糸巻きになるのに時間はいらなかった。




「タンポポ。早く解ほどいてくれ」

「それがけっこう固くってさ。それにアタシってこういう指先の細こまかい作業が苦にが手てなの」

　がっちりしがみついてるツルを必死に解こうとするタンポポだったけど、やっぱり無ぶ器き用ようの血ち筋すじには勝てない。

「おや、モニター補ほ佐さが直接手を貸すというのはルール違反じゃないんですか？」

「そっちだって。一般人を極力巻き込まないっていうルール違反しまくりじゃない！　町中の人にあんな種タネ植えて！」

「戦略に規制はなかったはずですがね」

　スイートは冷ややかに笑った。

　子供の顔じゃなかったら思わず殴りつけたくなるところだ。

　タンポポはスイートをきっちりと無視してドッコイダーの手かせを外はずす作業に没ぼつ頭とうした。

　でもそれも長くは続かなかった。

　解けたからじゃない。

　新しくにょきにょき伸びてきたツルにタンポポ自身が縛しばられたからだ。

　ドッコイダーも、タンポポも、糸巻きになった。

　さらにそのまま逆さかさにぶら下げられた。

　ネルロイドを合わせると、合計三つの逆さかさ蓑みの虫むしの出来上がりってわけだ。

「う～～～～む。なるほど」

　体をぷらぷらぷらさせながらドッコイダーは唸うなった。

「こ～ゆ～～のをイモヅル式に捕まるって言うんだろうな」

「こんな時に下くだらんことで納なつ得とくすんな！」

　ネルロイドは保ほ留りゆうにしていた一発にもう一発追加した。

　後で絶対二発殴なぐる。

　そう心に誓ちかった。

「さてと。わざわざマスクを外はずす必要もないんですがね。決まりですから」

　スイートはくっくと笑うとポケットからお馴な染じみの電子ナイフを取り出した。

　それを一本のツルに握にぎらせる。

「これが終わったら、軽く復ふつ帰き宣せん言げんということでこの星を征せい服ふくでもしますかな」

　ナイフを持ったツルがゆっくりとドッコイダーとネルロイドの蓑虫に近寄ってくる。

「突撃レポート！　この街まちニュースのキャスター。原はら田だ智とも子こです。今日はついに明かされる二人の正しよう体たい。現在生中継で放送してます！」

　さらにレポーターとカメラマンのマスコミ部隊がどっかから沸わいてくるから状況的には最強にヤバかった。

「どちらからがいいですか？」

　スイートの問いに二人は間かん髪はつ入れずに自分じゃない奴やつの名を叫んだ。

「ドッコイダー！」

「ネルロイド！」

　もちろんその後には不毛な口くち喧げん嘩かが待っているのだ。

「なんだと。こ～～ゆ～～時は男からだって相場が決まってるんだ。お前から切ってもらえ！」

「何を言う！　ヒーローの正体が明かされるのは最後の最後だと相場が決まっているのだ。テレビで学習しなかったのか？」

「なんだと！　ヘナチョコヒーロー」

「言ったな！　人間戦車タンク！」

　この何も生み出さない口喧嘩はほっとくと明あ日すの朝になってもテンション落ちなしで続きそうだった。

「やれやれ」

　スイートはポケットからもう一本のナイフを取り出し、別のツルに握にぎらせた。

「同時に切らせていただきますよ」

　二人の目前にナイフが迫せまる。

「今、両者のマスクにナイフがあてがわれようとしております。その距離あと五ンチ、四センチ！」

「いてぇぇぇぇぇ」

「どうしたの？　カメラの村むら山やま君！」

「このウサギがいきなり耳に嚙かみついてきやがって」

　必死の抵てい抗こうをしたハナモモンチョだけど所しよ詮せんは非ひ力りきなウサギ。設計能力はあっても戦せん闘とう能力はない。

　ぺしゃっと地面に捨てられてポンと蹴けり飛とばされる。

　親切な動物愛護協会の人がいればよかったけどいなかった。

　二本のメスの先っぽがそれぞれのヘルメットに埋うめこまれる。

　ここまでか！

　ドッコイダーも、タンポポも、ネルロイドガールも、ハナモモンチョもそう思った。

　スクープだ！

　レポーターも、カメラさんも、音声さんもディレクターもそう思った。

　そんな時だ。そいつはやって来た。

　その巨大で灰色の塊かたまりはまとわりつくツルをぶちぶち引ひき千ち切ぎって突き進む。

　灰色の塊の上には、それを操あやつる少女が乗っかっていた。

　ツルが引き千切られ、逆さかさ吊づりにされてた三人がぼとぼと落ちた。

「おのれ、エーデルワイス！」

　スイートが憎にく々にくしげに吐はき出し、ツルに指示を送った。

　群むらがるツルからドッコイダーらを守るように、エーデルは粘ねん土ど人形を指し揮きする。

「なんだか分からんが感謝するぜエーデル。ほら、ドッコイダーお前もさっさと逃げろよ」

　きっちりと保ほ留りゆうにしといた拳こぶし二発をドッコイダーにぶつけてからネルロイドは飛び立った。

　蹴飛ばされて悶もだえてるハナモモンチョの回収も忘れなかった。

　ドッコイダーはすぐには逃げられなかった。

　ネルロイドに殴なぐられた二発のダメージは思ったより大きいというのもある。

　でも一番の理由は、宿しゆく敵てきであるエーデルワイスが自分を救ったというおかしなおかしな行為だ。

「エーデル。どうして？」

「逃げて！」

　戦う粘土人形の上からエーデルが叫んだ。

「早く逃げて！　コーチ！」

「コーチ？」

　ドッコイダーは愕がく然ぜんとした。

　自分をコーチと呼ぶ人物は、彼女しかいない。

「瑠る璃りちゃんなのか？」

「いいから行ってよ！」

　粘ねん土ど人形の尻尾しつぽが動いて、呆ぼう然ぜんとするドッコイダーを張り飛ばした。

　それが攻撃でないことは誰だれの目にも明らかだった。

「あ～～～～、ドッコイダー。待ってよぉぉぉ」
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　タンポポはドッコイダーを追いかけて東の空へと飛んだ。

　スクープの時間はお流れで、さぞかしマスコミ連中の皆みな様さまが涙してると思いきやそうでもなかった。

　エーデルの粘土人形にきっちりと踏ぶみ潰つぶされて、みなナルト目になっててそれどころじゃなかったのだ。

「ふふふふ。犯罪人同どう士しの戦いというのは別に禁止されてませんでしたね」

　対たい峙じする粘土人形に、スイートは不ふ敵てきに笑った。

「かかって来なさい。お嬢じようちゃん」

　自分よりも見かけかなり下の奴やつにお嬢じようちゃん呼ばわりされるのはものすごくしゃくに触さわった。

「行って！　ネンドー！」

『ネンドロドロドロドロドロドロ』

　戦いのゴングがどこかで鳴った。
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　町はすごいことになった。

　突とつ如じよとして地面を突き破って出て来たツルが傍はた迷めい惑わくに町中を走り回ったのだ。

　目つむって三歩歩けばツルに足をひっかけて転ころぶくらいに厄やつ介かいだ。

　人々は困こん惑わくした。でも一部のお子様は喜んだ。天然のジャングルジムが出来たからだ。

　そしてここに、心しん底そこ怒おこる老人が一人いた。

「一体ど～～なっておるのじゃ！」

　栗くり華かに額ひたいに絆ばん創そう膏こうを貼はってもらいながら、栗くり三さぶ郎ろうは喚わめき散らした。

「人が気持ち良く散歩をしておったらいきなり足に絡からみついて来おって。おかげでおでこを思いきり擦すりむいてしまったではないか！」

「お祖じ父い様さま。あまり動かないようにお願いします」

「ああ。いててててってって」

　なんとか絆ばん創そう膏こうを貼はられた栗くり三さぶ郎ろうは渋しぶ茶ちやをすすりながら考え込んだ。

「しかしなんなんじゃろうな。ワシは植物にはとんと詳くわしくないが、地球にあんな訳わけが分からない原生植物がいたとは聞いておらんぞ」

「そう言えばお祖じ父い様さま。ＵＯＳから連絡がありましたよ」

「なん言って来たんじゃ？」

「なんでも四番目の犯罪者としてスイートピーという方を地球に派は遣けんしたと」

「スイートピーじゃと！」

　栗三郎が大声を上げた。お茶がこぼれた。膝ひざにかかった。熱かった。

「あちあちあちあちあちっちちち」

　少し郷ごうひろみしてから栗三郎は眼鏡めがねを押し上げた。

「なるほど、そういうことじゃったんだな」

「ご存ぞんじなのですか？」

「ああ」

　栗三郎はゆっくり立ち上がった。

「よし、栗くり華か。この間ご近所の皆みな様さまに内ない緒しよで打ち上げた衛星を使って一番ツルが生おい茂しげっている広場を見つけだせ。そこにスイートピーがいるはずじゃ。見つけしだい出撃するぞ」

「出撃……でございますか？」

「そうじゃ。ワシのでこの擦すりむき傷。さらに膝の火傷やけど。さらに先せん輩ぱいを差し置いて好すき勝かつ手てする無礼さ。新しん参ざん者ものには少しお灸きゆうを据すえてやらねばならん」

　火傷はお祖父様の失敗ですわ、って言いたかったけど栗華はお口にチャックした。

　いちいち揚あげ足あしを取るような心の貧まずしいお嬢じようさんじゃないのだ。彼女は。

　栗華は黙だまって言われた仕事をこなし始めた。




　そっから少しばかし離れた道路。

　やっぱりそこにも怒いかり狂くるう女性がいた。

「も～～～～。何なのよこの訳分かんない雑草は！」

　沙さ由ゆ里りはがしがしとツルを踏ふみつけながらいまいましそうに吐はき出した。

「おかげでショーは途中で中止になるし、お気に入りのハイヒールの踵かかとはおっぽれるし、電車も使えないから歩かなくちゃなんないし、日焼けクリーム塗ぬってないからお肌はだは荒れるし、今朝配達された牛乳はぬるかったし。あ～～もう、納なつ得とくできない！」

「あの、お嬢様」

「何よ」

　振り返ると、ピエールがツルに絡からまっていた。

「申もうし訳わけございません。手を……」

「も～～～～。あんた何やってんのよ。ほら」

　沙さ由ゆ里りはピエールの手を思い切り引っ張った。

「あぁぁぁぁぁぁ」

　ピエールがちょっとばかし、いやんな声をたてた。

「食い込む縄なわの感かん触しよくがちょっといいかも」

「この変へん態たいがぁぁぁぁ！」

　沙由里は手て加か減げんなしの一撃をピエールに食らわせた。

　もう二、三発食らわせてもいいけどそうした場合、ピエールが確実に変身しちゃうからそれは控ひかえておいた。

　動物君遺伝子はとっても貴き重ちようなのだ。

　こんな時に、うっかり強い遺伝子なんか出しちゃったらもったいなくて涙で蒲ふ団とんを湿しめらしちゃうことになりかねない。

　ピエールの快感中枢が治まるまでの一時、沙由里はしばし待つことにした。

「にしても、なんなのかしらね。この訳わけ分かんないツル。煮にれば食べられるかしら？」

「それは、あまりお勧すすめできませんね」

　ツルの中でピエールが言った。

「スイートピーさんがいろんな薬品をつかって作り上げた特殊な植物ですから。毒どくかもしれません。どうしても食べたいのでしたらスイートピーさんに聞いてから」

「ちょっと待って？」

　沙由里はピエールの言葉を遮さえぎった。

「今、スイートピーとか言わなかった？」

「言いましたけど」

「スイートピーってのはあのスイートピーなわけ？」

「そうです。同じアバシリーにいたスイートピーさんです。実際は見たことありませんけど」

「どうしてスイートピーとこのツルが関係してくるのよ」

　沙由里の質問にピエールは当然とばかしに答えた。

「スイートピーさん。今地球に来てるんですよ。四番目の犯罪者として」

　…………。

　沙由里は目をパチクリさせた。寝耳に水鉄砲でちゅってやられた気分だった。

「ど～してあんたがそんなこと知ってんのよ」

「ショーの時に連絡があったんです。宇宙のお巡まわりさん本部から。ショーが終わったら話そう話そうと思ってたんですけど」

　ピエールはへらへらって笑った。

「言い忘れてました」

　沙さ由ゆ里りの中で何かが切れた。

　気がついたらピエールは怪かい人じんになっていた。

　何をやったかはよく覚えてないけど、何をやったかは明らかだった。

「動物遺伝子を無む駄だにしたのは悔くやしいけど、この動物が出たのは丁ちよう度どいいわ。すぐに匂においをたどりなさい。目的はスイートピーよ」

「わんわんわん」

　怪人まだらイヌ男はくんくんと鼻をひくつかせた。

「アタシのショーを台だい無なしにした償つぐないはきっちりしてもらわないとね」
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「切れたよ」

　長い長い時をかけて、鈴すず雄おの後ろで縛しばられていたツルが切られた。

「どう？　なかなかうまいもんでしょ」

　さりげなく笑うタンポポ。でも鈴雄はこれっぽっちも笑えない。

「できれば切るのはツルだけにして欲しかった」

　痛いた々いたしい生なま傷きず達を前に、鈴雄はため息を吐はき出した。

　カッターの次には赤チンと絆ばん創そう膏こう。

　ミイラ男みたいな手になって、鈴雄とタンポポの静かな戦いの時間は終わった。

「ふう、江戸時代の罪ざい人にんになった気分だった」

　大きく伸びをする鈴雄の前にタンポポは赤いランドセルを引っ張ってきた。

「おいおい、何するってんだ？　今日は学校休みだろ。それに休みじゃなくたってこのツルを乗り越えて学校行く奴やつは…………」

　鈴雄の頭に例の三人組が現れた。

　禁きん断だんの恋こいに挑ちよう戦せんする少年と禁断の恋に挑戦される少年と文部省が泣いて喜びそうなくらい学校を愛する少女。

　淳あつ彦ひこ・竜りゆう哉や・久く美み子この小学生トリオだ。

　トリオの一員にしないでよって久美子ちゃんあたりが怒おこり出しそうだけど、いないから無視することにする。

「学校行く奴、けっこういるかもしれないなぁ。天然ジャングルジムとか言って校庭で遊び狂くるってるガキンチョの姿が目に浮かぶぞ。で、鞄かばんを持ってきて一体何を」

　タンポポは無言で鞄の蓋ふたを開けて中に手を突っ込んだ。

　引っ張り出されたのは真っ赤な電話ボックスだった。

　電話ボックス。駅前とかにあるあれだ。亜あ空くう間かんゲートで直結してるからこんなのだって出てくるのだ。

「これは？　も○もボックス？」

「残念ですけどこれはも○もボックスではありません。緊きん急きゆう事態の時のみ使用を許される禁きん断だんのアイテム」

「禁断のアイテム」

　鈴すず雄おはごくって唾つばを飲んだ。

　そう言われればなんとなくほのかに香かおるのは禁断の香りだ。

「この名前は？」

「この名前は………社長につながる電話デラックスバージョン！」

　部屋の中をつむじ風が吹いた。

「社長につながる電話デラックスバージョン？」

「そうです。デラックスバージョンじゃないのは電話機だけなんです。でもデラックスバージョンですからボックスがついてます」

　タンポポは胸張って言うけど、どうにも感動できない鈴雄だった。

「つまりこれは社長につながるんだろ？」

「その通りです。これさえあれば株式会社オタンコナスの社長の耳に埋うめ込こんだ電話に連絡をすることができます」

「ふうん」

「さあ、選ぶのはあなたです。鈴雄さん」

　タンポポは鈴雄の前にちょこんと正座すると恐おそろしく真ま面じ目めな顔で言った。

「なんだよさっきから改まって。気持ち悪い。一体何を選ぶって言うんだ？」

「この電話を使って、社長に僕もう辞やめるよ宣言するかしないかです」

「なんだって？」

「社長がそれを承しよう諾だくすればそのベルトは外はずれます。宇宙犯罪人との戦闘義務もなくなります。ＵＯＳの保護のもとに安全地域へと避ひ難なんすることが可能です」

　願ってもない話だった。

　この非常識の塊かたまりのような場所から逃げ出せる。できることならそうしたい。

　でも…………。

「タンポポ。お前はどうするんだよ」

「私は社員です。規格を大急ぎで書き替えして私がこのドッコイスーツを装そう着ちやくして戦います」

「……………」

「会社のことは心配しないでください。あなたは一生懸けん命めいやってくれました。たとえあなたが辞じ退たいしたおかげでうちの会社が敗北することになっても、逆さか恨うらみして夜道で後ろから刺さそうなんてする社員は………」

　間まだ。世界で一番恐こわい間だ。

「まあ、とにかく気にしないでってことで」

「なんだったんだあ今の間はぁぁ。気になるだろう！」

　鈴すず雄おがタンポポの肩をつかんで前後に振ったその時だった。

　コンコン。

　扉ドアがノックされた。

「すみません」

　頭を覗のぞかせたのは次じ郎ろう君を背中に乗っけた梅うめ木ぎさんとこの奥さんだ。

「あのぉ、瑠る璃り来ませんでしたか？」

「瑠璃ちゃんですか？」

「ええ、焦こげた東京ドームみたいなもの抱えて桜さくら咲ざきさんとこへ行くって出てったんだけど」

　タンポポの顔が曇くもった。

　鈴雄の顔だって曇った。

　でもその顔はすぐに晴れた。

「瑠璃ちゃんは来ましたよ。心配しなくてもいいです。今さっき友達と外に遊びに行ったとこです。これから僕が迎えに行って来ます」

「そう。それじゃお願いします」

「ねえたんねえたん」

「ほら静かになさい。あ、百五十円の香かおり」

　梅木さんとこの奥さんは慌あわててすっとんで行った。他人の玄関でバイオハザードって事態を避さけたかったのだろう。

「いいんですか？　あんなこと言って。瑠璃ちゃん。エーデルワイスは今いま頃ごろ」

「いいんだよ。これから迎えに行くんだから。この電話ボックス早く片づけちやってよ。邪じや魔まだから」

「え？　それじゃ」

「まだ辞やめないよ。夜道で刺さされるのが恐いって理由もないわけじゃない。刺されるのはいやだ。刺されたことないけどきっと痛いだろう。でもそんなことより、今はもっと大切なことがある。体張って敵である僕を助けてくれた瑠璃ちゃんをほっておくわけにはいかないんだ」

　鈴雄は真しん剣けんな瞳ひとみで言った。

　いつもより１・５割増しくらい格かつ好こう良かった（１・５割増しで普通レベルぐらいね）。

　タンポポはそんな鈴雄を見上げ、にっかり笑った。

「やっぱり人選は間違ってなかったよ」

　タンポポは電話ボックスを鞄かばんに押し込んだ。

　それから分厚い辞典を持って来る。お馴な染じみのドッコイダー必ひつ殺さつ技わざ大辞典だ。

「そうと決まったら勉強しよ。草殺しアタックだけじゃこころもとないでしょ。何か別のを覚えないと」

「でもなぁ、草殺しアタックよりもとっても素す敵てきな必ひつ殺さつ技わざなんてそうないぞ」

　鈴すず雄おは草殺しアタックのページを開いた。

　どう考えたって今回の敵にはこれがベストだ。これ以上のモノは考えられない。

　鈴雄は何気なく次のページを捲めくった。

　そして軽く五百光年くらいぶっとんだ。

「なんてことだぁぁ！」

「ちょっとどうしちゃったの？」

　タンポポもその禁きん断だんのページを捲った。

　そこにはこう書かれていた。






　スーパー草殺しアタック

　これはドッコイダー百十五番目の技である。もうこれに比べれば前のページの草殺しアタックなんて赤ちゃんの耳たぶみたいなもの。軽く計算してもゆうに五万倍の威力を持つ。いかんせん環境破壊を引き起こす可能性大により使用には十分注意すること。別名、サヨナラ緑君アタック。








　タンポポも吹っ飛んだ。

　しばらくして戻って来た二人は、一気に五十も老ふけ込こんだような顔を見せ合った。

「なんか、ものすごく納なつ得とくできないものがあるよね」

「ああ、宿題の計算ドリルを泣きながら夜中までかかって解いて、次の日学校行ってドリルの後ろに答えがついてるってことを友達から教えられたような気分だ」

　二人はしばし落ち込んでから復活した。

「いつまでも沈んでたら駄だ目めだよ。きっと朝あさ香かお姉ちゃんに笑われちゃうよ」

「そうだな。朝香。僕のこれからの活躍。しっかり見てろよ」

　鈴雄は座ざ蒲ぶ団とんに座ったサツマイモにビシッて指を立てて見せた。

「さ、覚えるぞ。かなり長い名前だな」

「振り付けも恐おそろしく長いよ、もうダンスって言えるくらい。15ページにもわたってるもん。覚えられる？」

「覚えるさ。何が何でも」

　鈴雄はがちっとハチマキをした。

　もちろんそこには必勝って書かれてるわけだ。

　さらに眠け覚ましドリンクとか、うっかり眠くなった時に目の下に塗ぬるメンソレータムも用意されている。

　タンポポだってハチマキで控ひかえている。

　もちろんその手には後ろから後頭部をぶっ叩たたくハリセンがしっかり握にぎられている。

「よし、暗記だ。スーパーエキセントリックエレガントミラクラ」

「違～～～～～～う！　ミラクラじゃなくてミラクル！」

「おっと、いきなりしょっぱなから間違えるところだった気をつけねば」

「それじゃ最初からもう一回読んで」

「ああ。スーパーエキセントリックエレガントミラクルスンモグリ……（以下延えん々えんと続く）」

　この町の危機ピンチにこいつら何やってるんだって感じだけどそんなことはない。

　これはこれで立りつ派ぱな平和への道なのだ。

　間違いなく！
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　簀す巻まきが五つ、ぶら下がっていた。

　どこからどう見ても保証書を叩きつけたくなるような簀巻きだ。

　そしてツルに埋うずもれるように、破壊されたカブトムシ形メカ。その足下には潰つぶれた粘ねん土ど人形が転ころがっていた。

「やれやれ、皆みなさんしばらくそこで大人おとなしくしていてくださいよ」

　植物の椅い子すに腰こしを下ろしたスイートピー。と、ポケットからピーピー音がなり出す。

　取り出されたのはＵＯＳ印の携けい帯たい電話だった。

「もしもし、スイートピーですが」

　楽しげにそう始めた。

「やりすぎですって？　それはおかしなことをおっしゃる。私は言われた通りに行動しているだけですよ」

　まだ受話器の向こうからはわーわー誰だれか叫んでたけど、スイートピーは受話器を落とした。

　小さな足で踏ふみつけると、ボシュって音がして壊れた。ご臨りん終じゆうだ。

「うるさいＵＯＳの皆さんですね。まあ、いずれきっちりと潰つぶしておいた方がいいかも……」

「そこまでだ！　スイートピー！」

　ブルーな声が響いた。

　スイートピーがちらっと視線を動かす。

　滑すべり台だいの上に、我らがドッコイダーが立っていた。

「緑の大地に伸びるツル。足にからまる憎にくい奴やつ！　一本一本律りち儀ぎに踏ふみ越え平和のためにやって来た！　株式会社オタンコナ……」

　前回途中で遮さえぎられたこともあって、今回はいつもよりテンションが２００パーセント増しだ。

　でも今回も途中で水が入った。

「馬ば鹿かぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　タンポポが巨大ハリセンで後ろからドッコイダーの後頭部をはっ叩たたいた。

　ドッコイダーは滑すべり台だいから転ころげ落ちた。

「何をするのだタンポポ！　は、もしやお前はスイートピーの送り込んだ草？」

「訳わけの分かんないこと言わないで。それより何堂々と自己紹しよう介かいしてんのよ」

「悪いのか？」

「馬鹿馬鹿馬鹿馬鹿。今回の技わざはモーションが目メ茶チヤ長いから、遠くから分からないようにやるって打ち合わせだったじゃない。ど～～～～していきな滑り台に駆け上がるのよ！」

「どうしてって」

　ドッコイダーは思い切り堂々とこう言い放った。

「正義の味方がコソコソしてはいけないだろう」

　タンポポは大地に両手をついてダメージを押さえた。そうでもしなくちゃハリセンでドッコイダーを百回くらい叩いちゃいそうだったのだ。

「それに文もん句くならば私の耳もとで流れるドッコイダーテーマソングに言ってくれ。この曲に隠かくされる特殊催さい眠みん音おん波ぱで私は正義と勇気の塊かたまりになっているのだからな」

「あ～～～～もう！」

　タンポポは立ち上がるとドッコイダーの顔に指を突きつけた。

　何かを言おうとしてはあと息を吐はき出すと首を振る。

「もういいよ。好きにやっちゃって」

「おう」

　ドッコイダーは改めてスイートに目を向けた。

「スイートピー。瑠る璃りちゃんはどこだ？」

「瑠璃？　ああ、ゴーレム使いのお嬢じようさんのことですね」

　スイートはフンと鼻を鳴らすとあごでぶら下がる簀す巻まきを指した。

「そこですよ」

「酷ひどいことを！　まだ逆さかさでないことだけが救いだが………………」

　そこでドッコイダーは言葉を止めた。

　簀巻きにされてぐったりしてる瑠璃の姿は確認できた。よく分かんないのはその他四名の皆みな様さま方がただ。

　それは見覚えのある皆様方だ。

「栗くり之の花はなのおじーちゃんに栗くり華かお姉ちゃん。沙さ由ゆ里りお姉ちゃんにピエールお兄ちゃん。どうしてこんなとこにいるんだろ？」

「スイートピー。無関係な人を巻き込むとはどういうことだ？」

「誰だれも無関係なんかじゃありませんよ」

　スイートは笑った。

「そこにぶらさがっているのは、右からマロンフラワー。そのメカ。ヒヤシンス。その下げ僕ぼく。そしてエーデルなんですからね」

「ぬわんと！」

　衝しよう撃げきの事実だった。

「新しん参ざん者ものの私をいじめようと集まった先せん輩ぱい方がたですよ。もちろん返かえり討うちにさせてもらいましたけどね。私を倒せばこの方々も逮たい捕ほしたことにできますよ」

「もはや逮捕なんぞ関係ない。お前を倒す！」

　ドッコイダーがガチ────ンとポーズを決めると、ゆっくりと手足を動かした。

「スーパーエキセントリックエレガントミラクル」

　長い長いモーションが始まった。

　このモーションが終わるまでスイートが攻撃を待っててくれる保証なんてなかった。

　でもドッコイダーはそのことに気がついてないようだった。

　筋すじ金がね入いりの馬ば鹿かに、タンポポはお空を見上げて謝しや罪ざいした。

「すみません。社長。やっぱりアタシがやったほうが良かったみたいです」

「やれやれ。面おも白しろい方かただ」

　スイートがパチリと指を鳴らした。地面にツルがうにょうにょと姿を現す。

「何をするのか見てみたい気もしますがここまでです！」

　ツルが一いつ斉せいにドッコイダーめがけて突っ込んでくる。

「こら！　ヒーローが必ひつ殺さつ技わざのポーズをしている時は攻撃してはならないという掟おきてを知らないのか！」

　ドッコイダーが喚わめくけどそんなことはおかまいなし。ツルは容よう赦しやなくドッコイダーに迫せまる。

　だがそこまでだった。

　ブチブチブチブチブチ！

　ツルは全すべてぶち切られた。どこからともなく現れたネルロイドガールだ。

「ネルロイド……！」

「秘ひ策さくがあるんだな？」

　ネルロイドはドッコイダーを睨にらみ上げると端たん的てきに聞いた。

「ある！」

「いいだろう。お前に賭かける」

　ネルロイドがドッコイダーの前に立つとがしっと戦闘のポーズを決めた。

「俺おれがお前を完全に守ってやるからな！　お前はその阿あ波わ踊おどりに徹てつしていろ！」

「阿波踊りだと……」

　ドッコイダーはおおいに憤ふん慨がいした。

　迫せまってくるツル全すべてをたたき切るネルロイドに抗こう議ぎしようとしたけど、タンポポに止められた。

「早く！　今のうちに阿あ波わ踊おどり……じゃなくって、例の必ひつ殺さつ技わざのモーションを」

「そうだ」

　ドッコイダーは気を取り直して始めた。

「スーパーエキセントリックエレガントミラクル」

　阿波踊り……じゃなくって複雑なモーションが始まる。

「まだか？」

「もう少し！」

　タンポポが声を張り上げた。今回ばかしは特製ハリセンで応戦してる。

「ちくしょ───。こんな奴やつらに手を貸さなあかんとはなぁ。言っとくが今回だけやからなぁ！」

　チビのハナモモンチョも思いきり光線銃っぽい光線銃レーザーガン片手にがんばった。

　ドッコイダーの阿波踊り………じゃなくって必殺技へのモーションを完成させるために。

「まだか？」

「もう少し！」

「まだか？」

「もう少し！」

「まだか！」

　タンポポはもう返事を返さなかった。

　全てがクライマックスまで来ていたから。

「ドッコイダー！　やっちゃって！」

　タンポポの声援を背中に、ドッコイダーは最後の決めのポーズを決めた。

「くっ」

　スイートの顔に焦あせりが浮かぶけどもう遅おそいってもんだ。

「必殺！　スーパー草殺しアタァァァァァァァァァック！」

　消毒っぽい光が一いつ気きにほとばしった。

　そして………………。

　光が晴れた後には、先ほどとなんら変わらない光景があった。

「あれ？」

　一同、点てん目めになること数秒。

　最初に動いたネルロイドがドッコイダーの首を締め上げた。

「てめえ呪じゆ文もんか踊り間違えやがったろ！　全然きーてねーぞ」

「呪文と踊りではない！　必殺技名とその振り付けだ」

「やかましい！　だったらどうして全然変わってね～～んだよ」

「おかしいよ。技は出たはずなのに、必ひつ殺さつ技わざ名めいだって間違いなく」

　タンポポはどっかの空間から引っ張り出した必殺技大辞典のページを開いた。

「私は間違えてないぞ。ちゃんとこの通りにやった」

「ちょっと見せてみいや」

「駄だ目め！　これはうちの会社のトップシークレットなんだから」

「そんなこと言うてる場合か」

　モモンチョはぴょんとタンポポの肩に飛び乗ると本を覗のぞき込んだ。

「……………おい。その一番最後に書いてあるのを読んでみい」

「え？」

　皆みな仲良く本に顔を近づけた。文字が小さいから読みにくいのだ。






　注　意

　なお、あくまでこの技が作用するのは雑草だけである。

　「草殺しアタック」は野菜の葉っぱなんかも雑草とみなして枯れさせてしまうが、この技はそれをきっちりと判別するよう改良されている。

　例えば

　ニンジンの葉っぱ

　ダイコンの尻尾しつぽ

　イモのツル

　野菜の葉っぱなども調理の仕方によってはおいしいので無む駄だにしないようにしましよう。




以　上　








「スイート。一つだけ尋たずねる、このうにょうにょ出ているのはやっぱりイモのツルなのか？」

「そうですよ」

　スイートはこっくりと頷うなずいた。

　し～～～～ん。

　胃袋にキリで穴を開けるような静せい寂じやくが訪れた。

「私の必死の八時間は何だったのだぁぁぁぁぁぁぁ！」

「この野や郎ろう！　ちゃんと説明書を見ろぉぉぉぉ」

「こんな輩やからを信じたわてらが馬ば鹿かだったぁぁ」

　無意味に始まる仲間割れに、スイートは含ふくみ笑いを浮かべた。

「本当に飽あきさせない方々だ」

　ツルに指令を送る。

　＠と言う間に、ネルロイド、タンポポ、モモンチョはツルにぐるぐる巻きにされた。

　みなそろって簀す巻まきの仲間入りになった。

「さ、あなた一人となりましたね。勝ち目がない戦い。あなたはどうするんですか？」

　ドッコイダーは半歩後ずさってひるんだ。それでも正義の心を胸で燃やしてぐいって胸を張る。

「戦うさ。正義は負けないのだ！」

「ふふふ。勇気のある方かただ」

　スイートはツルの椅い子すからピョンと飛び降りた。

「それが作られた勇気だとしても、感心しますよ」

「なんだと？」

「宇宙船の中のコンピューターを裏工作して面おも白しろい文ぶん献けんを読みました。オタンコナス製作パワードスーツ、スットコドッコイ。独どく創そう的てきなアイデアと思いつきだけで作られたそのスーツのへルメットには面白い機能がついている。催さい眠みん音おん波ぱを常に流し、恐きよう怖ふ感かんを減げん退たいさせ英雄的勇気を倍増させる。人工的にヒーローの心を造り出す……と」

「それがどうした！」

　スイートは目を細めた。

「もしそれが聞こえなくなったら。どうなるんでしょうね」

「何？」

「昨夜、少し細さい工くをさせて戴いただきました」

　スイートはこれぞボッチだ！ってボッチを取り出した。

「あんまり機械をいじるのが得とく意いじゃなかったんですけどね」

　スイートはボッチを押した。

　表面的には何も起こらない。

　ただ、ドッコイダーの中で小さな変化が起こった。

　耳もとで流れていたテーマソングが……途と切ぎれた。

　ドッコイダーは、ドッコイダーでなくなった。

　ドッコイダーはドッコイダーの皮をかぶった鈴すず雄お君に戻った。

「さ、どうしますか？　まだ戦いますか？」

　鈴雄は、目の前でうごうごとうごめくツルに恐怖を覚えた。

　気をぬくと三ミリの厚さに潰つぶされてしまいそうな恐怖だ。相撲すもうしたって勝てない。

「う……うわぁぁぁぁぁぁぁ」

　鈴雄は逃げた。尻尾しつぽ巻いて逃げた。情けなく逃げた。逃亡者になった。

「この臆おく病びよう者ものぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！」

　ネルロイドの罵ば声せいが飛んだ。

「ふははははははは」

　スイートの勝ち誇ほこった笑い声が夕焼け空に響いた。




　　　　　４




　一夜が明けた。

　まだ町中はツルで一杯だった。

　もちろん、タンポポの通ってる小学校だってツルで一杯だ。

　すっかり緑色になった学校の、緑色になった三年三組の教室の一番後ろの席。

　サッカーボールをクルクル回しながら、少年は教室をぐるりと見渡し、呟つぶやいた。

「う～～～～む。登校したのは俺おれだけか」

　ガラ───ン。

　ツルが芸術的に這はい回る教室に、クラスメイトの姿はない。

　クラスで飼かってるザリガニが水すい槽そうでしゃかしゃかやってるだけだった。

「まぁな、あんな歩きにくいツルだらけの道を乗り越えて来るんだ。相当根こん性じようと体力がなきゃやって来れないだろう。それに親が心配して外に出したがらないだろうし。そこんとこ行くと俺んとこの親は薄はく情じようだよな」

　竜りゆう哉やは時計を見て、すでに始業から三十分たってるのを確認すると立ち上がった。

「帰ろ帰ろ。ど～～せ誰だれも来ないだろ。来たとしたって一人か二人」

　ランドセルを肩に引っかけたとこで少年は動き止めた。

「待てよ」

　竜哉は考えた。

　もしかしたら、一人くらい遅ち刻こくして到着するのではないかと。

　そして、その一人は、あの子かもしれないのではないか。

　異常事態に巻き込まれた小学校。

　閉へい鎖さ空間に一組の男女。

　怯おびえる少女、慰なぐさめる少年。

　ラブ誕生。

　そっと握にぎられる手。

「お、俺はなんてことを考えてんだ！」

　竜哉は自らの頭をぼかすかと殴なぐりつけた。

「この状況を利用していやらしいことをしようなんて！」

　手を握ることだって、純情な小学生にとっちゃとてつもなくすんごいプレイなのだ。

「やっぱり交換日記から始めないとな」

　うんうんと納なつ得とくして、竜哉は席についた。

　ラブの神様がもう少しここで待つように耳もとで囁ささやいたのだ。

　竜りゆう哉やは待った。待って待って待った。

　心臓をどきどきさせて待ち続けた。

　竜哉がおじいさんになる前に、教室の扉ドアががらがらと開かれた。

「来た」

　確かに来た。一人のクラスメイトが遅ち刻こくして来た。

　でも、竜哉が待ち続けた奴やつじゃなかった。いや、どっちかって言えばこれから永久に顔を合わせたくないな～～って常々神様に祈いのってる奴だ。

「淳あつ彦ひこ！」

「竜哉！」

　ラブの神様が微笑ほほえんだ。でもそれは淳彦に向かってだ。

「やっぱり運命が僕達を」

「来るな寄るな触さわるな」

　始まる禁きん断だんの劇場。でもすぐに終止符ピリオドが打たれる。

「うるさいわね！　授業の邪じや魔まじゃない！」

　飛び込んで来た生徒会長、寺てら谷たに久く美み子この一いつ喝かつが響き渡った。

「助かったぜ。生徒会長」

「助かったぜじゃないわよ。真下でわーわー騒さわがれたら落ち着いて授業ができないでしよ。まったく」

「六年生は集まってるのか？」

「アタシ一人よ」

「一人？　だって授業」

「やってるわよ。図画工作で友達の絵を描いてる」

「友達の絵って、一人なんだろ」

「鏡かがみがあるから大丈夫」

「先生は？」

「いないわ」

「ガラーンとした教室で一人で鏡を見て絵を描いてるってのか？」

「そうよ」

「むなしくないのか？」

「全然」

　さすが生徒会長や。

　竜哉と淳彦は尊そん敬けいの眼まな差ざしで久美子を見つめた。

　でも人生の師とは絶対にしたくなかった。

「いや～～～～、すまんすまん。遅おくれてしまった」

　算数の教材を抱えて西にし尾お先生がやって来た。

「いや～～、車が使えなくて走って来たんだ。やっぱりこういう時に運動不足ってのはたたるね。それじゃ出席を取ろう。荒あら木き」

「はい！」

「いつもいい返事だ。次、石いし川かわ」

「欠席です」

「風か邪ぜかな？　次、上うえ田だ」

「欠席です」

「なんだ上田もか。次、江え頭とう」

「欠席です」

「あぁぁ」

「出席番号十一番の熊くま谷がいまで欠席。そっから後も欠席です」

「何だって？」

　西尾先生は初めて顔を上げて眼鏡めがねを押し上げた。

　ガラーンとした教室。いるのは健康優良児とアブノーマル少年と部外者。

「おーまいごっど」

　西尾先生はよろよろとよろめいた。

「西尾先生！」

　ダイハード並みにダイナミックに飛び込んでくる奴やつがいた。校長だ。

「黒くろ柳やなぎ校長」

「西尾先生。今、学校に到着したんですが、生徒がいないんです！」

「なんですと！　他のクラスもですか！」

　教育者二人は真まっ青さおになった。

「きっと近ちか頃ごろ流は行やりの集団登校拒否に違いありません」

「突然学校に行きたくなくなってしまうというあれですね」

「こんな時、我々教育者は何をすべきか」

　二人はもったりと考え込み、結論を出した。

「一人一人家庭訪問するしかありません」

「校長。僕も行きます！　行って学校の素す晴ばらしさをどっぷりと説明します」

「ついて来てくれるか？　西尾先生」

「はい。校長」

　二人は熱い瞳ひとみで語り合ってから、教室を出て行った。

　学校に来たくないんじゃなくて、学校に来れないんじゃないか？って竜りゆう哉やは思わないでもなかったけど、それを言う前に二人は行ってしまった。

　焼け焦こげるほどに燃え上がって。

「今日どうすればいいんだろーね。竜りゆう哉や」

「さぁ、先生いないんなら帰ってもいいんじゃね～か」

「ちょっと待ちなさいよ。休日でもないのに学校を休むなんて許さないわよ」

　真ま面じ目めな久く美み子こちゃんが立ちはだかった。

「ちゃんと時間割どおりに授業を」

「できるわけないだろ。それにカゼが流は行やった時とかに学級閉へい鎖さってあるだろ。今日だってそれと同じだよ」

「学級閉鎖」

　久美子ちゃんはポケットから分厚い生徒手帳を引っ張り出してぺらぺら調べた。

「え～～～～と、クラスの半数以上が休んだ時は学級閉鎖として」

　どこをどう見たってクラスの半数以上、学校の半数以上が休んでいる。

「悔くやしいけど今日は学校閉鎖ってことみたいね」

「よっしゃ、それじゃな」

　帰ろうとする竜哉だったけど久美子に首根っこを摑つかまれた。

「非常事には集団登下校って決まりがあるの」

　さすがの竜哉も生徒会長には逆さからえない。

　お好み献こん立だて給食の時に嫌いなほうれん草を組み込まれると嫌だからだ。

「わ～～ったよ。一いつ緒しよに帰ればいいんだろ」

　竜哉は諦あきらめたように喚わめき散らした。

　願わくば余よ計けいなトラブルに巻き込まれないことだ。




　でも神様って薄はく情じようだった。

　見るからに余計なトラブルそうなことにぶつかったのだ。

　それは校門を出て少し歩いた辺あたりだった。

　ツルの中に男がうずくまっていた。

　関かかわり合いになると厄やつ介かいそうだったから竜哉はきっぱり言った。

「見なかったことにしよーぜ」

「何言ってんの！」

　赤いランドセルで竜哉は思い切り打ぶっ叩たたかれた。

「困ってる人は助けましょう。ちゃんと生徒手帳にのってるでしょ！　中なか空そら町まち第一小学校生徒会長としてアタシは情けないわ！」

「わ～～った。わ～～った」

　竜りゆう哉やは諦あきらめたように両手を上げると、うずくまる男に近寄った。

「おうい、だいじょうぶか？」

　男が顔を上げた。見覚えのある顔に三人は目をぱちくりさせた。

「誰だれかと思えば小こ鈴すずの兄ちゃんじゃんか」

「本当だ」

「この間は遊園地ありがとうございました」

　久く美み子こは律りち儀ぎにお辞じ儀ぎした。

「ところで、どこか具合でも悪いんですか？」

「歌が聞こえてこないんだ」

　鈴すず雄おは、ぼそっと言った。

「は？」

「歌が聞こえてこないと、僕は何もできないんだ」

　三人は目め配くばせした。

　おい、鈴雄の兄ちゃんおかしいぜ。

　きっとどっかで頭でもぶつけたんじゃないのかな？

　大変、早く病院に連れていかないといけないわ！

　小学生のつぶらな瞳ひとみでそれだけ会話した三人は鈴雄の体にとりついた。

「とりあえず病院に。行きましょう」

「僕ら一いつ緒しよに連れてってあげるから」

「そうそう、きっと歌なんて病院で誰か歌ってくれるさ」

『きっと、誰かが歌ってくれるさ』

　何気ない竜哉の一言。

「誰かが歌ってくれる……」

　生ごみ色に染まってた鈴雄の瞳で、何かがキラって光った。

　鈴雄はエクスポーションでも使ったみたく飛び上がると竜哉の手をがっちりと握にぎり締しめた。

「君の今の発言は事によっては世界を救うことになるかもしんないぞ！」

「へ？」

「言い出しっぺの義務だ。協力してくれるね」

「あ？」

「大丈夫だ。難しいことじゃない。ちょっと練習すれば誰にでも簡単に歌える歌だから」

「あ～～～～」

　小学生三名は鈴雄に引っ張られて何ど処こかへと連れていかれた。

　彼らが何処へ連れていかれたかは、当局では感知していない。

　教育上よろしくないところじゃないことだけは確かである。
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　スイートはすっかり真上に上りつつある太陽を見上げて口を開いた。

「もうすぐたくさんのサツマイモの収穫の時間ですね」

「そんなことしてど～～するつもりなのよ！」

　宙ちゆうぶらりんになってるタンポポが怒ど鳴なった。

　他の連中と違って夜暴あばれずに眠ってたから今ミラクル元気なのだ。

「宇宙征せい服ふくにイモなんて必要ないでしょ！　それとも焼やき芋いもでも作って食べるっもり？　だったら普通のイモでやりなさいよ」

「誰だれも宇宙なんて欲しくありませんよ」

「え？」

「私はね。楽しみたいんですよ」

　スイートは楽しげに言った。

「追う者と追われる者。その間に生まれる微び妙みような緊きん張ちよう感かん。それを味わいたいんです。イモは私を追う者をより熱くさせる人ひと質じちみたいなものです」

「それじゃ」

「ええ。出来上がったイモを焼き芋にするなんて邪じや道どうなことはしません。ご安心ください」

　でもその後でスイートは付け加えた。

「スイートポテトにします。私、甘あま党とうですから」

「あぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　タンポポが悲ひ鳴めいを上げた少し後だ。

　ごごごごごごごご。

　青空と曇くもり空を擦こすり合わせるような音が上空に響いた。

『そこまでだ！』

　ＵＯＳ（宇宙のお巡まわりさん）のイニシャル入りの宇宙戦艦がそこにはあった。

『こちらはＵＯＳ特別チームだ』

「救いの主だ！」

　タンポポはきらきらと光る瞳ひとみでお空の宇宙船を見上げた。

『特Ａ級犯罪人スイートピー！　お前の悪事もここまでだ。大人おとなしく投とう降こうしろ』

　がちゃがちゃ音をたてて宇宙船の全部の砲門が開いた。

「おや、いいんですか？　私を殺せば、除草剤の造り方が分かりませんよ。町の住人はサツマイモになって。そっから咲いた花からの花粉が飛び、やがてはこの星の全すべての生物がサツマイモに」

『ふっふっふ、我らＵＯＳの科学部を甘く見るな。除草剤ならとっくの昔むかしに研究開発済ずみだ！』

「ほーそうなんですか」

『除草剤爆ばく弾だんを投下しろ！』

　ドッカァァァァァァァァァァァァン！

　宇宙船から落下された爆弾が、町の上空で爆発。白い霧きりが一いつ瞬しゆん町を覆おおった。

『ふはーっは！　これで地球人の頭から生えたつぼみから町を走るツルまで全すべて枯かれ落ち……』てなかった。

　生おい茂しげるツルはまだピンピンしてた。偶ぐう然ぜん通りかかったノラ犬の頭からはまだ立りつ派ぱなつぼみが突き出ていた。

『ぬわぜだぁぁ！』

「昔むかし私が使っていた種タネを調べて除草剤を作ったのでしょうが、それはもう意味ないんですよ。牢ろう獄ごくで暇ひまでしたのでね。改良型を製作していたんです。もちろん新しい除草剤の作り方は私しか知りません」

　宇宙船はしばらく黙だまっていた。

　ラーメンが固かた茹ゆでになる頃ころ、宇宙船はクルリと向きを変えて動どう力りよく炉ろを光らせた。

『さらばだ諸君』

「何しに来たのよ！」

　タンポポは精せい一いつ杯ぱいの非難の言葉を宇宙船にぶつけた。

　訪れた望みは、あっけなく消えて行った。

「もう、これまでなんだ」

　タンポポは力なく呟つぶやいた。

「アタシ達がパワードスーツ採用の最終審しん査さをここでやったせいで、町の人達がサツマイモになっちゃうんだ」

　罪ざい悪あく感かんがてんこもりになって襲おそいかかって来た。目の前に半年前の肉マンがあったら迷まよわず口に押し込みたくなる気分だ。

　がっくりとうなだれるタンポポ。

　でもその瞳ひとみが大きく開かれる。

　ゆっくりと、公園の坂を登ってくる普通の人影を見つけた。

　変身ヒーローでもない。鉄人二十八号でもない。ごく普通のパンピー青年。

「お兄ちゃん！」

　鈴すず雄おは何も言わなかった。

　ただ黙って歩いて来ると、滑すべり台だいの上に立った。

「来たんですか？　降こう伏ふく宣言ですか」

　あざけるように言うスイートは完全無欠に無視こいて、鈴雄は静かに呟いた。

「勇気出してみせるからな」

　サツマイモを懐ふところにしまい、鈴すず雄おは奥歯を嚙かみ締しめ立った。

　そして待った。自分に勇気を与えてくれるあの歌を。




　所変わってここは町役場。

　最上階の放送室に、お子様連合は集まっていた。

「えっと、あとはスイッチをオンにして歌えばいいんだな。多た分ぶん」

　分からないならいじってみようって技わざを駆く使しし、なんとかなっちゃうのが子供のすごいとこだ。

「え～と、小こ鈴すずの兄ちゃんの書いた歌詞カードがこれで、メロディーは」

「大丈夫。アタシが聞いてちゃんとおたまじゃくしに直したから。簡単なフレーズだから楽だったわ」

「竜りゆう哉や。一いつ緒しよにがんばろうね」

「近寄るな！」

　竜哉はさりげなく淳あつ彦ひこに蹴けりを入れてから不思議そうに小首を傾かしげた。

「しかし、なんだってこんな歌を歌わせようって言うんだ？」

「そんなことは知らないわ。ただ」

　久く美み子こちゃんはがしって拳こぶしを握にぎり締めた。

「ドッコイダー様のためだって言われたら断れないわ！」

　焼やき肉にくのできそうな熱気だ。

　そこまではないものの、残りの二人も同感だった。

　実はドッコイダーには深い深い借りのある子供達なのだ。

　久美子（粘ねん土ど人形から助けられた。家に新しい洗濯機がきた）

　淳彦（遊園地のチケットをもらった）

　竜哉（観覧車から助けられた）

　って具合に。

「それじゃいくわよ」

　久美子がアコーディオンをかまえた。

　ピアノ教室通ってるからけっこう鍵けん盤ばん系けいは得とく意いなのだ。

　淳彦が小こ太だい鼓こをかまえた。音楽会で毎年やってるからなかなかの腕うで前まえなのだ。

　竜哉がトライアングルをかまえた。何もできないから一番邪じや魔まにならない楽器を押しつけられたのだ。

　スイッチがオンにされた。役場天辺てつぺんの巨大スピーカーがむっくりと目を覚ました。

　三人は歌った。

　ボーリュームを一杯にしたスピーカーから三人の歌が流れる。

　それは町中に響き渡った。




「なんじゃい！　人がせっかく眠ってる時にさわがしい！」

「何よ！　うるさいわね」

「うぅ、眠れない」

　流れ出した歌に、それまでぐっすりお休みしてた、栗くり三さぶ郎ろうと沙さ由ゆ里りとピエールと瑠る璃りが目を覚ました。

「これ、ドッコイダーテーマソングだ」

　タンポポが、ポツリと呟つぶやいた。

「あれ、坊ぼう主ず。あんなとこで何を」

「駄だ目めじゃない鈴すず雄おちゃん。こんな危ないとこにいちゃ」

　ガンガンに流れる歌。騒そう音おん公害間違いなしだろう。

　その曲を受けて、鈴雄は左手を腰に当て右手を突き上げた。

「へ～～～～～～んしん！」

　プロの動きでゆっくり手が動く。微び妙みような腰の動きがミソだ。

「ドッコイダ────」

[image: ]

　変身ベルトから出たブルーの光が鈴すず雄おの体を包み込む。そして弾はじけるように光は消えた。

　ブルーの体で、赤いマフラーで。頭からピンポン玉がちょこんと突き出た我らがヒーロー。ドッコイダーが立っていた。赤いマフラーは、シンデレラバージョンの時に気に入って愛用しているのだ。

「鈴雄ちゃん」

「坊ぼう主ず」

「コーチ！」

「鈴雄君！」

　驚きの視線の中、ドッコイダーは思い切りポーズを決めて叫んだ。

「勧かん善ぜん懲ちよう悪あく花ラッキョ。正義の味方のニクイ奴やつ。流れる歌を勇気に変えて、平和のためにゃって来た！　株式会社オタンコナス製作、超特殊汎はん用ようパワードスーツ、ドッコイダー。最後の最後に遅おくれて登場！」

　とあぁぁぁ。

　ドッコイダーは勢いよく滑すべり台だいから飛び降りた。

　三回転してさらにヒネリも入れて着地する。

　見事に両足で着地した。奇き跡せきが起きたのだ。

「覚かく悟ごしろ！　宇宙犯罪人スイートピー！」

　ドッコイダーはビシリってスイートピーを指さした。

　その指先に、迷まよいはなかった。

　最後の戦いのゴングが静かに鳴った。

　でもドッコイダーの勝率は…………泣きたくなるくらい低かった。
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「格かつ好こうよく出てきたのはすごい誉ほめてあげたい気分だけど」

　ぶらりんのタンポポはは～～～～って呟つぶやいた。

「結局のところ何にも変わってないんだよなぁ」

　広場ではドッコイダーが目め茶ちや苦く茶ちやにやられていた。

「あう！」って弾はじき飛ばされて。

「おぶ！」ってツルに巻きつかれて。

「あごげ！」ってそのまま近くの岩にゴンゴンされる。

　どう見ても玩具オモチヤにされているようにしか見えない。

「がんばれがんばれドッコイダー！　負けるな負けるなドッコイダー！」

　一生懸けん命めい応援するけど、身動きの取れない今、どうも盛り上がりに欠かける。

「くっっっ。体さえ自由なら……」

　タンポポは奥歯をぐりぐり擦こすり合わせて悔くやしがった。

「扇せん子すを振り回して応援できるのにい！」

　こいつはこのまま縛しばっといても良さそうだった。

「このままじゃコーチがやられちゃうぅぅ！」

　瑠る璃りが喚わめいた。

「このままじゃ鈴すず雄おちゃんのただでさえ低い鼻がぺっちゃんこに」

　沙さ由ゆ里りも喚いた。

「あっはぁぁぁぁぁぁぁぁん」

　二人の間から、妙みような声が聞こえて来た。この状況に全く似に合あわない背筋を指でつ～～～～ってやられるような声だ。

　沙由里と瑠璃はゆっくりとそちらを見た。

　ピエールが一人、悶もだえていた。

「ちょっと、コーチがピンチだって時に何やってんのよ！」

「すみません。エーデルさんこと瑠璃さん。風で揺ゆられてツルが食い込んで。あぁぁぁ」

「一人こんなとこで気持ち良くなってるなぁ！」

　怒ど鳴なりつけた沙由里だがすぐにその目を輝かせる。

　気がついたのだ。この逆さかさ吊つり状況からなんとかなる方法に。

　ピエールは今、いい感じに気持ち良くなっている。

　誰だれかが一発でも蹴け飛とばせば、遺伝子発動の可能性大なのだ。

「エーデル！　ピエールを蹴飛ばすわよ」

「え？」

「いいから黙だまって言うことを聞きなさい。ここから出たいんでしょ！」

　沙さ由ゆ里りは思い切り体を揺ゆらした。

　振子の原理で何度も何度も体を揺らして振りを大きくする。

　訳わけは分からないが、瑠る璃りもそれに倣ならった。

「どっしゃぁぁぁぁぁぁ！」

「えりゃぁぁぁぁぁぁぁ！」

　沙由里と瑠璃の挟はさみ込むようなキックがピエールに炸さく裂れつした。

「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　大人おとなの女と子供の女のダブルな蹴り。ピエールの体の中で遺伝子の一つがパッチリお目覚めした。

　恍こう惚こつとした表情でピエールが変へん態たいを始める。ここで言う変態ってのは〝体の形を変える〟ことだ。

「このさいどんな弱っちい遺伝子でもいいわ。とにかく、このツルを引ひき千ち切ぎれるくらいの遺伝子なら」

　いつになく控ひかえ目めに沙由里は祈いのった。

　ピエールを覆おおい包んでいたツルが粉こな々ごなに吹き飛んだ。

　怪かい人じんとなったピエールはシュタッと大地に着地した。

『グルルルルル』

　低く唸うなってから爪つめを一振りする。

　沙由里らにからんでいたツルが一いつ瞬しゆんで断たち切られた。

「いてててて………」

　しっかり打ち付けた腰こしをさすってから沙由里は変身後のピエールを見た。

　恐おそろしく発達した爪、強きよう靱じんそうな肉体。体に走るシマ模様。

「これは！」

　沙由里は胸の谷間から宇宙動物大百科を引っ張り出した。

　この間、小学校にあったのをくすねてきたのだ。

　ぱらぱらぱらと捲めくってそのページに到達する。

「やっぱりそうだわ！　最強と呼ばれる動物、宇宙サーベルタイガー」

　謙けん虚きよな心が奇き跡せきを呼んだようだ。

『ぐおぉぉぉぉぉぉぉ』

　宇宙サーベルタイガー男はゆっくりと唸うなった。

　沙さ由ゆ里り、いやヒヤシンスからの命令を待っているのだ。

　沙由里は、超空間のドレッシング装置できっちりとしたボンテージファッションになると、蝶ちようのアイマスクをがちっと装そう着ちやくした。

　胸の谷間からムチを取り出すとビシリって鳴らした。

　Ａ級宇宙犯罪人ヒヤシンスとその下げ僕ぼくの完成だ。

「宇宙サーベルタイガー男！　すぐに残りの面めん々めんのツルをぶった切りなさい！　そのあとは………」

　一方的にやられるドッコイダーに向けてムチを突き出す。

「ドッコイダーに加勢するのよ！」




「あ～～～～もう。長持ちしないからゼンマイってのはいやなんじゃい」

　栗くり三さぶ郎ろうは、ゼンマイが切れてぐったりとした栗くり華かを背せ負おって改造スクーターに飛び乗った。

「近くの茂しげみに隠かくしておいて良かったわいこいつを。さてと、ハイパワーにするボタンはこれじゃったかな」

『危険なるべく押さないように』って書いてある文字を無視して、栗三郎はボタンを押した。

「いざ、我が家へ」

　ボタンを押した直後、記憶が飛んだ。

　意識が戻った時には、コスモス荘の前に来ていた。

　スクーターが目め茶ちや苦く茶ちやにひしゃげてることと、なんかお向かいの民家にでっかな穴が開いてることを抜かせば、しごく普通の到着情景だ。

「もう二度と使いたくない気分じゃがまあいい」

　栗三郎は一号室に飛び込むとゼンマイ巻き持って飛び出して来た。

　その次の行動はいちいち説明しなくてもいいだろう。

　キコキコキコキコキコ。

　ものの数十秒で栗華は復活した。

「お祖じ父い様さま。お早ようございます」

「ああ、お早よう」

「あの、私の記憶が確かであれば、確か超Ａ級宇宙犯罪人スイートピーに戦いを挑いどみ、完かん膚ぷなきまでに敗北し吊つり下げられていたはずですが………」

「うむ、いろいろあって助けられてな」

「いろいろ」

「話すと長くなるんじゃが……まあ一番のびっくりする事こと柄がらだけ伝えておこう」

　栗くり三さぶ郎ろうは栗くり華かの耳もとでそっと囁ささやいた。

「ドッコイダーの正しよう体たいは五号室の坊ぼう主ずじゃったんじゃ」

「…………」

　栗華の中でかちこち動いてた心臓時計が停止した。

　栗三郎が栗華の胸を開いて振子を指でちょんと押したら栗華はまた動き出した。

「それで鈴すず雄おさん。いやドッコイダーは」

「今、スイートと戦っておる。ヒヤシンスが加勢したようじゃがまず負けるじゃろうな。ま、このままどさくさに紛まぎれてわしらだけ逃げ出すもヨシ。ちゃっかり横から紛れ込んでドッコイダー撃破の手て柄がらを横取りするもよし。さてどうしたもんじゃろうか」

　栗三郎はあごをしゃくった。栗華は何も言わなかった。

「それとも、これからメカに乗って助すけっ人とに行くか？」

　栗華がむっくり顔を上げるとコクリと頷うなずいた。

　栗三郎はにやって笑った。

「よし、ワシの誕生日まで隠かくしておくつもりじゃったがあの最強のメカのスイッチを入れよう。すぐに準備をせい。三分後には出発するぞ」

「はい。ドクター！」




「あ～～、急がなくちゃ。粘ねん土ど粘土粘土」

　瑠る璃りは短い足をちょこまか動かして走った。何度かツルに足をひっかけて転ころんだけど負けなかった。

「あった！　文房具屋！」

　いっつも粘土買ってる文房具屋まで到着したけど、瑠璃は地じ獄ごくの表情を見せた。

「本日……臨時休業………」

　瑠璃はその立て札にもめげずどんどん扉ドアを叩たたいた。

「ちょっと、誰だれか出て来なさいよ！　粘土売ってもらわなくっちゃコーチが大変なのよ。あんたらだってサツマイモになるそうなのよ。早く！」

　返事はなかった。ウンともスンともヘンとも返ってこない。

「あぁぁぁぁ」

　瑠璃ががっくりと膝ひざを落とした時、後ろから声がかけられた。

「瑠璃？」

　瑠璃は振り返った。見慣れた顔が三つ並んでた。

　ＵＯＳの記憶操そう作さを受け、瑠璃を実の子供と思い込んでる地球人の梅うめ木ぎさん一家だ。

　梅木さんママとパパは今は金きん髪ぱつで瞳ひとみの色も違う瑠璃を見てゆっくりと首を横に振った。

「ごめんね。娘を探してるんだけど、人違いだったみたい」

「探してる？」

「そう。昨日きのうの夜からいなくなっちゃって。警察に話しても今はこんな状況でしょ。だから。ねぇ、あなた見なかったかな？　あなたくらいの背丈で、髪かみの毛を後ろで縛しばってる気の強そうな女の子」

　瑠る璃りはポケットに手を突っ込んだ。いつもの自分に変身できる髪止めがないことに気がつく。落っことしたようだ。

「見てない」

「そう。ごめんね。もし見たらおばさん達に知らせてね、まだこの辺あたりを探してるから」

「うん」

　梅うめ木ぎさん親子は歩き出した。でも背中におぶさってる幼児が暴あばれ出す。

「ん──んー」

　幼児は粘ねん土ど人形を瑠璃に突き出した。

「ねえたん。ねえたん」

「こら、次じ郎ろう！　ねえさんじゃないでしょ。すみません」

「ねえたん。ねえたん」

　幼児は意い固こ地じにそう言って粘土人形を突き出した。

「これくれるの？」

「んーんー」

「もし良かったらもらってやってくれませんか？　それでこの子も大人おとなしくなるでしょうから。あとで捨ててもかまわないし」

　瑠璃は粘土人形を受け取った。相変わらずいい腕してた。

「あんた芸術家になれるわよ」

　瑠璃は幼児のおでこをツンって突っついた。

「さよなら。ママヤン。パパヤン」

　瑠璃はそれだけ叫ぶと、走った。

　少しだけ、鼻の奥が熱かった。




　エーデルは近くの公園に飛び込んだ。幸い真ん中辺りにはツルが走ってない。

　エーデルは木の棒を拾うと素す早ばやく魔ま方ほう陣じんを描いた。

　中央に粘土人形を置く。もちろん一いつ滴てきの血液を練ねり込むことも忘れない。

「マーデルデルネーロ。ゴルゲンハロゲーロ！」

　エーデルは静かにゴーレム作戦の呪じゆ文もん詠えい唱しようを始めた。




　　　　　２




　今度の敵はツルだけじゃなかった。

　ツルから咲いた花が実をつけ、それは植物人間となってわしゃわしゃとドッコイダーに襲おそいかかってくる。

　普通ならあっけなく囲まれるとこだけど、鬼オニのような素す早ばやさを誇ほこる宇宙サーベルタイガー男が助すけっ人とについてる。

　二人でも少々つらくなり始めた時、第二の協力者が訪れた。

「ぼやぼやするんじゃないぞ」

　巻きつくツルを引ひき千ち切ぎり、カブトムシ形メカが到着したのだ。

「マロンフラワー！」

「誤ご解かいするな！　スイートピーがいけすかないから助すけ太だ刀ちするんじゃからな！」

　続いて巨大な粘土の怪かい獣じゆうに乗ってエーデルが参さん戦せんする。

「コーチ。お手伝いに来たよ」

「エーデル！」

　ドッコイダーは思わず目め頭がしらを押さえた。

　時には涙だって流せる多機能のパワードスーツなのだ。

　かつて何度も拳こぶしや足をぶつけてきた宇宙犯罪者達が、力を貸してくれている。

　地球の危機ピンチを救うために！

　それぞれの思おも惑わくはそりゃいろいろあるんだろうけどドッコイダーはそう信じて疑わなかった。

「皆で力を合わせれば、きっと勝てる」

「お～～～～！」

　ドッコイダーとその仲間達は大いに盛り上がった。

　いざ戦せん闘とうへってかまえた直後。

『ウゲッ！』

　怪かい人じんサーベルタイガー男がバッタリと倒れた。

　そのままじったんばったん辺あたりを転ころげ回ったかと思うとうにうにと体を変化させる。

「やは、皆みなさん」

　もとの体に戻ったピエールはへらへらと笑った。

　士し気きはものすごく盛り下がった。

「まあ、気を取り直して」

「そうだね」

　皆で笑い合い今のを見なかったことにして突っ込んで行ったけど、やっぱりノレなかった。

「これからって時に何もとに戻ってるのよ！」

　一人残ったヒヤシンスは怒おこった。鬼オニの形ぎよう相そうでピエールを叱りつけた。

「え？　でも」

「早く！　次いくわよ」

「あ、連続はつらい」

「つべこべ言わない！」

　ピエールの意志はきっぱり無視して、ムチが振るわれる。容よう赦しやのないムチ捌さばきだ。

「あぁぁぁ、体の中で何かがうごめいてるぅぅぅ！」

「さぁ、今度も出てきなさい。宇宙サーベルタイガーと並ぶ最強の動物遺伝子。ライオンでもワニでもゴリラでもいいわ！」

　高望みするヒヤシンスの視線をたっぷり浴びて、ピエールは変身を完了した。

　発達した前足を持った、なんともずんぐりむっくりした動物だった。

　現れた途と端たんに両目を押さえて転ころげ回る、あんまり役に立ちそうもない奴やつだった。

「認めたくない。認めたくないけど……」

　ヒヤシンスはまた胸の谷間に手を突っ込んだ。冷蔵庫以外は出てくる優すぐれた収納場所なのだ。

　宇宙動物大百科をぱらぱらと捲めくって絶望の息を吐はき出す。

「最弱の生物！　宇宙モグラ！」

　心が謙けん虚きよじゃなかったから奇き跡せきは起こらなかったようだ。

「こんな、地面に潜もぐってもこもこするだけの動物じゃどうにもならないわ」

　膝ひざをついてがっくりと嘆なげくヒヤシスンスを後しり目めに、宇宙モグラ男はもこもこと地面に潜って行った。

　眩まぶしいところが本当に嫌いのようだった。

「怪かい人じんが使い物にならない以上、私が少しでも出でつ張ぱらないとね」

　ヒヤシンスは愛用の鞭むちとロウソクを握にぎり締めた。

　あんまり戦力にはなりそうもなかった。




「敵だった者同どう士しが共通の敵に戦いを挑いどむ。とってもいいお話なんですがね」

　スイートは気きの毒どくそうに呟つぶやいてから視線を上げた。

「やはり無む駄だなようでしたね」

　全員仲良くツルに巻きつかれていた。

　盛り下がった士し気きが思いのほか戦力に影響してしまったようだ。

「普通は激しくも格かつ好こういいアクションシーンの後でこうなるはずなのにぃ！」

「見せ場もないのに捕まるなんていやぁぁ」

　それぞれ口々に悔くやしい胸のうちを叫んだ。

　それぞれの願いが天に通じたのだろうか？

　がっちり食い込んでいたツルから、一いつ瞬しゆん力が抜けた。

「ん？」

　スイートが怪け訝げんそうに足下を見つめた。

　もこもこもこもこもこ。

　盛り上がった土がスイートの足下をもこもこ移動して行った。

　何が土の下をもこもこしてるのか、分かるのはヒヤシンス一人だけだった。

「宇宙モグラ男！　掘り出しなさい！」

『もぐもぐもぐ』

　返事と同時に土が掘り起こされた。

　どんどん掘られて行き、やがてそいつは出て来た。

　………この白熱したバトルの最中にこんなことは言いたくないけど。

　いわゆる巨大なサツマイモって奴やつだった。

「くっ」

　初めてスイートピーの顔に焦あせりの色が浮かんだ。

　みんなそれぞれの戦いに忙いそがしくてその色に気がつく奴はいなかったけど、どう見たってこのイモが親玉だなってのはバレバレだ。

「あれが親おや株かぶだわ！　きっと！」

　タンポポが叫んだ。一生懸けん命めいの戦せん士し達たちの矛ほこ先さきがイモへと向けられた。

「弱点を見つけたのは誉ほめてあげますよ」

　スイートがイモの上で静かにしゃがみこんだ。細こまかなツルがスイートにからみついて一体化する。

　イモはゆっくりと立ち上がった。

「でも倒せますか？」

　膨ぼう大だいな量のツル。焼やき芋いもにするには三日くらい火の中に入れておかないと柔やわらかくなりそうもない巨大イモ。

　強敵だった。

　あの親玉イモに一撃を食らわせるには、何十にも立ちはだかるツルの防ぼう壁へきを打ち破らなくちゃならない。

　一人の力じゃ絶対に無ム理リだ。二人の力でも無理だろう。三人の力でも無理かもしれない。

　でも、総勢六人の力ならなんとかなるかもしれない。

　宇宙一の天才を自負するドクター・マロンフラワー。

　彼に作られたメカ。クリーカ０Ｃ５形（現カブトムシ）。

　宇宙一の動物通を自じ負ふするＳなお姉さんヒヤシンス。

　その下げ僕ぼく、ピエール（現モグラ）。

　粘ねん土ど人形を自在に操あやつるエーデルワイス。

　多機能なパワードスーツを着こなすお洒落シヤレさんのドッコイダー。

　っていう巷ちまたじゃなかなかお目にかかれない六人なのだ。

　このメンバーなら、可能性はある。

　ドッコイダーはそう信じた。

「皆みんな、力を貸してくれ」

「どうするの？」

「一人が別の人のために突破口を開く、次の人はまた次の人のために突破口を開く。こうやって行けばきっと最後の一人はあのイモに一撃を食らわせられる」

「なんともそのまんまな作戦じゃが、この場面ではベストじゃろ」

「問題は誰だれが最後の一撃を食らわせるかってことよね」

　緊きん張ちようが走った。

　皆、恨うらみは何百倍にもして自分で晴らしたいと思ってる人達なのだ。

『あの～～～～、ここでジャンケンしてる暇ひまもありませんし』

　唯ゆい一いつ謙けん虚きよなカブトムシがおずおずと声を上げた。

『やはりここはドッコイダーに任せるというのは』

「決まりだな」

「異議なし」

「それが一番無難じゃな」

「え？」

　できれば一番責任が薄うすいとこがいいなぁなんて思ってたドッコイダーはちょっとびくついた。

　それでも向けられる瞳ひとみを裏うら切ぎるわけにはいかなかった。

「分かったよ」

　ドッコイダーを中心に戦せん士し達たちは並んだ。

「最初に、ワシが突っ込もう」

『任せてくださいまし』

　マロンフラワーとメカブトンが最初に飛び込んだ。まとわりつくツルを引ひき千ち切ぎり踏ふみ潰つぶし最初の突破口を開く。

　続いて電子ムチを持ったヒヤシンスと巨大ハリセンを握にぎったタンポポが飛び出す。

　あんまり大きな戦せん闘とう能力はない二人だけで簡単な草刈りくらいならとがんばってるのだ。

「地面からの攻撃はできる限りモグラ男がぶった切るわ。だから早く！」

　表に出てないから見せ場はないけど、土の中ではそりゃもうすごいくらいに怪かい人じんモグラ男になってるピエールががんばっている。

「行っけぇぇぇぇぇぇぇぇぇ！　ジローン！」

　エーデル操あやつる粘ねん土ど人形が高く飛んだ。両手、両足、尻尾しつぽを回転させてツルを弾はじき飛ばす。

　ターゲットは目前だ。

　最後の最後に、粘土人形の頭からドッコイダーは飛び立った。

　伸びてくるツルをかい潜くぐり突き進む。

　その距離、10メートル、８メートル、６メートル、４メートル……。

　そこで角度がかくんって下がった。

「くそ、足りないか！」

「諦あきらめるのはまだ早いぜ！　ドッコイダー！」

「ネルロイド！」

　まだ修理が完了してないのだろう。片方だけブースターを光らせたネルロイドガールが真下から跳躍ジヤンプして来た。

「止とどめはお前に譲ゆずってやる！　しっかりやれよ！」

　ネルロイドは思い切りドッコイダーの尻しりをオーバーヘッドで蹴け飛とばした。

　うごめくツルの隙すき間まをつっ切ってドッコイダーがイモに飛び込んで行く。

　ドッコイダーは空飛ぶウルトラマンみたいなポーズで叫んだ。

「必ひつ殺さつ！　スーパーミラクルデンジャラスエキサイティングパ～～～～ンチ！」

　ドッコイダーの光り輝く拳こぶしが巨大イモに食い込んだ。

　どっぱぁぁぁぁぁぁぁぁぁん！

　親玉のイモは粉こな々ごなに砕くだけた。

　もはや大学イモにもできない細こまかさだ。

　スイートは粉々になったイモと一いつ緒しよに大地に落下した。

　張はり巡めぐらされていたツルも一いつ気きに枯かれた。天然ジャングルジムな町も終わりを告げた。

「どうやら、君の勝ちのようだ」

　スイートはむっくり起き上がると、笑いながら敗北宣せん言げんした。
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「ドッコイダー！　早くスイートピーを逮たい捕ほして！　それから除草剤を！　もう時間がない！　町の人達がサツマイモになっちゃう！」

　タンポポが叫んだ。でもスイートはゆっくりと首を横に振った。

「その必要はありませんよ」

　ニャー。

　一匹の野の良ら猫ねこがどっかから出て来た。もちろんアタマには例のつぼみをくっつけている。しかもそのつぼみは開き初めていた。

「あぁぁぁぁぁ！」

　時間が来た。

　猫ねこのアタマの上で、つぼみがぱっくりと開いた。

　これで町中の人がサツマイモに……。

　タンポポとドッコイダーとネルロイドは遅おそかったかぁと膝ひざをついた。

　でも、野良猫はサツマイモにはならなかった。

　咲いた花はハラリと落ちると、そのまま空気に溶けるように消えていった。

「え？」

「サツマイモに変化させる種タネは使いませんでした。言ったでしょ。追うものと追われるもののスリルを味わいたかっただけだって。それにこれまで黙だまってたんですけどね」

　スイートは声を潜ひそめて言った。

「実を言うと、私、サツマイモは嫌いなんですよ」

「この野や郎ろう！　驚かしやがって！」

　ネルロイドとドッコイダーの容よう赦しやのないつっこみがスイートの後頭部に決まった。

　スイートはそのまま茂しげみの中に消えて行く。

「まったく。悪あく趣しゆ味みな奴やつだ」

「そうだ。それなら早く言ってくれれば寿じゆ命みようを縮ちぢめなくてよかったのに……」

　そこでドッコイダーは言葉を止めた。胸のポケットにつっ込んどいたあの物体を思い出したのだ。

「あぁぁぁぁぁぁぁ！　スイート！」

　その叫びに応こたえるように、茂みが割れた。

　そこから小型の一人乗りの宇宙船がゆっくりと上昇して行く。

『私はアバシリーの別べつ荘そうに戻るとしますよ』

「ちょっと待ってくれよ。友達が一人サツマイモになってるんだぁ」

　ドッコイダーは力の限り叫んだ。

『おかしいですね。そんなはずはないんですが。何かの間違いで本物の種が交じってしまいましたか』

　宇宙船からドッコイダーに向かって小さなカプセルが投下された。

『この薬を飲ませればすぐに元に戻ります。もう二度と会うことはないと思いますけど、ごきげんよう』

　小さな宇宙船はすっ飛んで行った。

　散さん々ざんご町内を騒さわがした宇宙最強の犯罪者は最後は自分で刑務所に戻って行った。

　本当に人騒がせな奴やつだった。

「途中で逃げちゃうってことないよな」

「大丈夫だと思うよきっと。あ～～ゆ～～大物って噓うそつかないもんだし」

「俺おれもそう思う」

　ドッコイダーとタンポポとネルロイドはゆっくりと頷うなずいた。

　むーむーむーむー。

　ネルロイドの肩の上でハナモモンチョが口に張られたガムテープと格かく闘とうしていた。

　うるさいこと言いそうだからネルロイドが張りつけたのだ。

「さてと、次は……」

　三人はゆっくりと首を動かした。

　残りの宇宙犯罪者の皆みなさんに矛ほこ先さきを向けたのだ。

　静かに流れて行く沈ちん黙もくの後、マロンフラワーが口を開いた。

「逮たい捕ほしろ」

「え？」

「勘かん違ちがいするな坊ぼう主ず！　逃げる自信がないわけではない。じゃがお前らになら捕まっていい。そう思ったんじゃ」

「……教授」

「なかなか楽しかったぞ。この束つかの間まの生活は。のぉ、栗くり華か」

「はい、お祖じ父い様さま」

　メカブトンの頭部ハッチから上半身を出した栗華がこっくり頷いた。

「コーチ。これまでいろいろありがとね」

　役目を終えて収縮していく粘ねん土ど人形の上から、エーデルが泣きそうな顔で言った。

「またアバシリーで畑を耕すのはやだけど。仕方ないわね」

　埋うずもれたピエールをスコップで掘り起こしながらヒヤシンスが呟つぶやく。

「僕は嫌いじゃないんですけどね」

　土の中で人間に戻って出られなくなっていたピエールが頭だけ出して笑った。

　犯罪者達が神しん妙みように逮捕の時を待っている。

　全員をどっかにでも縛しばりつけ、審査委員会に連絡を入れれば全すべては終わる。

　最初約束してたモニター料をもらって、一いつ気きにリッチマンになる。

　でも、ドッコイダーは動けなかった。

　困ったようにヘルメットをぽりぽり搔かいて、ドッコイダーはタンポポに目を向けた。

「タンポポ………僕」

「あなたが何を考えてるか分かります」

　タンポポが悪戯いたずらっぽく目を細めた。

「いいんじゃないかな？　アタシは手出しできない立場だし」

「そうか……」

　ドッコイダーは一歩前へと歩み出た。

　犯罪者の皆みな様さまがごくって喉のどを鳴らした。

　叩たたけばヒビの入るような張りつめた時の後。

「いたたたたたたた。お腹痛い痛い痛い痛い」

　ドッコイダーはお腹を抱えて転ころげ回った。

「どうしたの？　ドッコイダー」

　タンポポがわざとらしく駆け寄る。

「うう、お腹が割れるように痛いんだ」

「え～～～～、それは大変。それじゃ逃げられても追いかけられないじゃない！」

「ううぅ、残念だけどその通りだ。あ～～痛い痛い痛い痛い」

　夢に出てくるくらいざ～～とらしい劇場だった。

「……坊ぼう主ず……」

「鈴すず雄おさん」

「鈴雄ちゃん」

「コーチ」

「鈴雄君」

　しばしのざ～とらしい劇場観覧の後、マロンフラワーが気き合あいの入った声で叫んだ。

「よし、全員メカブトンに乗り込むのじゃ！」

　メカブトンの腹部ハッチがパックリ開いた。面めん々めんはそこに乗り込んで行く。

『また会おう』

　メカブトンはゆっくりと上昇して行く。

「何をやってるんや！」

　やっとこさ口のガムテープを外はずしたハナモモンチョが血けつ相そう変えてネルロイドの頰ほおを引っ張った。

「早く追いかけるんや！　ネルロイド！」

「残念だな。ブースターが故障してんだ」

「くっ」

　モモンチョは耳の中から携けい帯たい電話を引っ張り出した。

「何するんだ？」

「本社に電話をするんや。逃げられたなんて言ったら大きなイメージダウンや！　なんとしてでも太陽系内で捕えて、牢ろう屋やに……」

　モモンチョはダイヤルをプッシュする手を止めた。

　牢屋って叫んだとこでウサギ小屋が頭に浮かんだ。

　ガラの悪いウサギにいじめられたいまわしい光景だった。

　モモンチョは携帯をポイっと投げ捨てた。

「かけないのか？」

「うるさい。故障してるんや！」

　モモンチョはプイっとそっぽを向いて口をへの字に曲げた。

　そして、誰だれにも聞こえない声で呟つぶやいた。

「ウサギ小屋から助けてもろた礼はせなあかんしな」

　メカブトンはゆっくりと上昇し、やがてしぴゅんと姿を消した。

　これまで、ご町内をそれなりに騒さわがせて来た宇宙犯罪者達も、宇宙へと消えて行った。

　このままめでたしめでたしと終わると思いきや、最後の大切な仕事にドッコイダーは気がついた。

「そうだ。サツマイモの朝あさ香かを元に戻さないと！」

　ドッコイダーがサツマイモをポケットから引っ張り出す。

　そして錠じよう剤ざいを飲ませようとした時、ドッコイダーは気がついた。

　サツマイモには口がないってことにだ。

「あぁぁぁぁぁぁぁ！」

「どうしたの？」

「サツマイモは口がないから錠剤が飲めない！」

「気がつかなかったわ！」

　馬ば鹿か二人だった。

「そうだ！　この間理科の授業で球根の水みず栽さい培ばいをやったんだ」

「よし、それで行こう！」

　すぐに水栽培の準備がととのえられた。

　錠剤を溶かした水につけられたサツマイモだが、さっぱ変化はない。

「がんばれ～～～～！　朝香」

「何をやってるんだ？」

　理科の実験みたいなことやってる二人にネルロイドが完全無欠にあきれた声をかけた。

「見れば分かるだろ。朝香を元に戻そうとしてんだ」

「全く。馬鹿だなお前は」

　ネルロイドがカチッと顔を覆おおっていたプレートを外はずした。

　その下から現れる見慣れた顔に、ドッコイダーは驚きの声を上げた。

「朝香！」

「とっくの昔むかしに気がついてると思ったがな」
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「それじゃこのサツモイモは」

「栗くり之の花はなのじ～～さんにもらったんだよ、こいつはな。気づけよ」

　ドッコイダーは笑った。

　自分の馬ば鹿かを誤ご魔ま化かそうと必死になって笑った。

　もちろん、そんな程度で誤魔化せるような半はん端ぱな馬鹿じゃなかったけど、それでも笑い続けた。

　腰のベルトが妙みような音を立てるまで……。

　パキッ！

　ドッコイダーの腰こしからベルトが音を立てて外はずれた。

　時を同じくして、ネルロイドの手首からも腕時計が外れた。

　体を覆おおっていたプレートが消滅。正義の味方はごく普通の男と女に戻った。

「なんなんだ？」

「終わったんです。モニター期間が」

　タンポポがそう呟つぶやいた直後だった。

　ゴゴゴって音がして辺あたり一面に影がさした。

　見上げるとでっかな宇宙船があった。『インデペンデンス・デイ』に出て来たあれくらいありそうだ。

「アタシ達はもう、行かなくちゃなりません」

　モモンチョを肩に乗っけて、タンポポは言った。

「え？」

　宇宙船の一部が開くと、そこから液体が流れるようにぶよぶよしたものが出て来る。それは空気に触ふれると凝ぎよう固こして階段になった。

「いつからか、あなたがごく普通にアタシのことを小こ鈴すずと呼んでくれるようになった頃ころから、この日が来るのを恐おそれていたのかもしれません」

「行くって、宇宙に帰っちゃうって言うのか？」

「はい。こんな形で終わったから、また審しん査さのやりなおしをしなくちゃならないだろうし、改良しなくちゃいけない点も一杯出て来たから、また一からチェックしなおさなくちゃならないし。いろいろ大変なんですよね」

「だからって、急じゃないか？　しばらく休んでからでも」

「そうだそうだ」

　鈴すず雄おと朝あさ香かの言葉に、タンポポはゆっくりと首を横に振った。

「そういうわけにもいかないんです。いろいろとお世話になりました」

「ほなな」

　ペコっとお礼をしてから、タンポポは階段を上り始めた。

「おい、待ってくれよ！」

　鈴雄が追いかけようとするけど、その透すき通った階段は鈴雄の足を受け止めてはくれなかった。

「あ、一つ大切なことを言い忘れてました」

　二十段ほど上ったとこで、タンポポは足を止めると振り返った。

　そして大声で叫んだ。

「ドッコイダーのテーマソングですけどね。人格変化の特殊音おん波ぱが組み込まれてたのは、最初の一回か二回だけだったんです！」

「え？」

「あとは、紛まぎれもないあなたの勇気です。いや～～、ノリやすい方で助かりました」

　タンポポはへらへら笑ってから、小さな声で言った。

「さようなら。鈴雄さん」

　タンポポは階段を駆け上った。流れる涙を粒つぶ々つぶにして。

　タンポポを飲み込んだ宇宙船は階段を飲み込むときらきらと光り始める。

　シピュン。

　軽い音をたてて宇宙船は消えた。何事もなかったように、まるで夢でも見てたように。

　脳のう天てん気きな青い色だけが空一杯に張りついていた。













　最終章　最後のどっこい







　一カ月が過ぎた。

　鈴すず雄おはカップラーメンの詰まった袋ふくろをぶら下げてコスモス荘の門をくぐった。

「こんにちは」

　どこかに出かける途中なのだろう。次じ郎ろう君を背中に背せ負おった三号室の梅うめ木ぎさんママと出会った。

「こんにちは。お母さんとお出かけなのかい。良かったね」

　次郎君の頰ほおをつっつくと、次郎君はよだれまじりの言葉を吐はき出した。

「ねえたんねえたんねえたん」

「あら、おかしいわね。うちには姉さんなんていないのに」

　小首を傾かしげる梅木さんママに会え釈しやくすると、鈴雄は階段を上った。

「ただいま」って言ったって返事はない。静かな部屋だ。

　鈴雄は、袋をちゃぶ台の上に放り投げると窓を開け空を見上げた。

　あれから毎日快晴続き、脳のう天てん気き色の青が目にしみる。

　一時は空からっぽになっていた空部屋にも人が入った。

　鈴雄と朝あさ香かを除いた街まちの住人は記憶操そう作さされたらしく、奇き妙みような住人のことはすっかり忘れている。

　まるで、噓うそだったかのように……。

「いつまでも馬ば鹿かみたいに空見てんなよ」

　後頭部に一撃を食らった。振り向かなくたって分かる。隣となりの部屋の奴やつだ。

「まった、ラーメンばっか食べてんな。バイト先でくれる弁当一個余よ分ぶんにくすねて来たから食べろよ」

　鈴雄はまだ空を見上げる人形と化していた。

「やれやれ」

　朝香は鈴雄の背はい後ごから襲おそいかかると、がっちりとヘッドロックした。

「隣に陰いん気きくさい奴が住んでると部屋にカビがふきそうでやなんだよ。そんなに一人が寂さびしいんなら俺おれが毎晩一升瓶びん抱えて遊びに来てやろうか？　え？」

「わ～～った。わ～～ったから離してくれぇ！」

　なんとか悶もん絶ぜつ地じ獄ごくから逃れた鈴雄は、大きく深呼吸した。

「とにかく、元気出せよ。どっか連れてってやろうか？　山か？　川か？　海か？」

　鈴すず雄おは小さく笑みを浮かべた。

「ありがとよ。朝あさ香か」

「なんだよ。いきなり」

　朝香はちょっと照てれくさそうに視線をずらした。

「別にお前のこと心配してるわけじゃないんだぜ。さっきも言った通りだな、カビがふいたらカビキラー買って来なくちゃなんないだろ。だから」

　ブゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥン！

　空気を低く振動させる音がどっかから響いて来た。

「何の音だ？」

「さぁ。外からじゃない」

　二人で仲良く窓から首を突き出す。

　あんぐり！

　二人で仲良くあごを外はずした。

　空から下りてくるのはテントウムシの形した中型宇宙船だった。言うまでもなくそんじょそこいらじゃお目にかかれない。

　鈴雄宅の窓の前で停止したそいつは、ぱっくりと羽根を広げた。

「やっほー。コーチ元気？」

　最初に顔を出したのはエーデルだった。

「お久しぶりね」

「二人ともお元気してましたか？」

「どうしたんじゃ？　鳩ハトがバズーカ砲を食らったような顔して」

　ヒヤシンスにピエールにマロフラワー。となるとテントウムシの中にはクリーカだろう。

「この間は楽しかったよ」

　最後に頭を出したのはスイートピーだった。

「君達との戦いでまだまだ宇宙も楽しいことがあると実感できた。アバシリーにていろいろ考えた結果、もう一度現役復ふつ帰きすることに決めました。今度はチームを組んでね」

　鈴雄と朝香は何も言えなかった。言う余よ裕ゆうがないのだ。

「我々は君たちをスカウトしたい。もちろん愛用のパワードスーツはこちらで用意しよう」

『後方からＵＯＳのパトロール艇ていの反応です』

「そうか。ではまた来ることにしよう。考えておいてくれたまえ」

　言いたいことだけ言って宇宙船はまた空に消えて行った。

　……………………。

　間かん髪はつ入れずに、また別の宇宙船がやって来た。

　同じように窓の前でぴったり止まった宇宙船は、ハッチをぱっくり開けた。

「大変です！　スイートピーが脱走したんです」

　顔を出したのは、ハナモモンチョを肩に乗っけたタンポポだった。

「しかもエーデルとマロンフラワーとヒヤシンスとチームを組んでＵＯＳに宣せん戦せん布ふ告こくをして来たんです。困ったＵＯＳはうちの会社とハナモモンチョの会社に各社一名限定の特別捜そう査さ官かんとしての権限をくれたんです。パワードスーツの審しん査さもかねて。もちろん選ぶのはお二人です。やってくれますね？　イヤとは言いませんよね？」

「おい、そろそろ行かな合同会議に間に合わへんで」

「そうだっけ。それじゃ後日また返事を聞きに来ます。じゃ～～ね」

「ほなな。いい返事を期待しとるで」

　こいつらも言いたいことだけ言って去って行った。

　なんて言っていいんだか分からない空気が部屋内を通り過ぎて行った。
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「どうする？」

「どうしよっか？」

　鈴すず雄おと朝あさ香かはお互いの顔を見合わせた。

　とんでもない状況なのに、なんだか笑いが止まらなかった。

　銀河警察で犯罪者を追いかけるのも一つの生き方。

　犯罪人となって宇宙を逃げ回るのも一つの生き方。

　地球にて夢を全まつとうするのも一つの生き方。

　選ぶのは自分なんだ。

　最後に、朝あさ香かは鈴すず雄おの頭をヘッドロックして言った。

「とりあえず、お前と同じ道を選ぼうと思ってるぜ。俺おれは」





完　　　
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　十月初めの金曜日の夜。

　夏に冬が喧けん嘩かふっかけてお互いに痛み分けでできた季節、秋である。

　神か奈な川がわ県の外はずれ、中なか空そら町まち宇う楽らく輪りん通りのコスモス荘、その二階五号室では、今日も恒こう例れいの酒盛り大会が繰くり広げられていた。

　参加者は二人。

　五号室に妹と生息する桜さくら咲ざき鈴すず雄おと、四号室にペットのウサギと生せい息そくする野の菊ぎく朝あさ香かである。

「おい、朝香。もうそれくらいにしとけよ」

　山のように積まれるビールの空あき缶かんを前にしながらさらに新しい缶を開けようとする朝香に、鈴雄はやんわりと忠告した。

「いくら明日あした休みだからってそんなに飲むと二ふつ日か酔よいで明日何もできなくなるぞ」

「俺おれをお前と一いつ緒しよにするなよ。この程度のアルコールなんざ三時間もあれば奇き麗れいに抜ける。それよりお前も飲め。さっきから全然進んでないぞ」

　朝香は新しいビールを鈴雄に突きつけた。もちろん軟なん弱じやくレバーの持ち主である鈴雄にこれ以上のアルコール分解能力はない。

「もうこっちはリミットオーバーなんだよ。さっきから頭がクラクラしてるんだ」

「ったく。情けない奴やつだな。未いまだにビール一缶空あけられないなんて」

　朝香は呆あきれたようにアルコール臭くさい息を吐はき出すと手に持っていた缶をプシュッと開けた。

　開けたらすぐ飲む。ペースに変化はない。さすが、超合金レバーを持つ女と噂うわさされるだけのことはある。

「大体ビールなんてもんは思ってるよりアルコールは少ないんだからな。鍛きたえれば飲めるようになるんだよ。お前は努力が足りん」

「そんなことで努力なんかしたくないよ」

「分かってない奴だな。これから社会に出て酒が飲めないってのはデメリット以外の何物でもないんだぞ。いいか、人と人との信頼関係ってのはアルコールから生まれると言って過言じゃ……お？」

　朝あさ香かの手は空からっぽになった皿さらをなで回した。

「お～～ぃ、小こ鈴すず。つまみのスルメがなくなっちまった。持って来てくれよ」

「ごめん。朝香お姉ちゃん。もうないの」

　風ふ呂ろ上がりで、ほかほか湯気を立てた小鈴ことタンポポが顔を出して申もうし訳わけなさそうに言う。

「何か作るよ。ソーセージがあったから炒いためる」

「あぁ、いいいい。気にすんな。もう十時だ。小学校三年のお子様はさっさと寝ろ」

「寝たくても寝れないんだよ。うるさい奴やつがいるから」

　鈴すず雄おは小声で呟つぶやいた。

「なんだと。そりゃ俺おれのことか？」

「他ほかに誰だれがいるんだよ」

　最近ちょっとたくましくなって口答えするようになった鈴雄君だった。それにちょっとアルコールが入ってて気が大きくなっている。だから朝香に口答えするとどうなるか忘れていた。

「いててててててててててて」

　鈴雄は朝香のコブラツイストに悶もん絶ぜつした。

「そうそう、鈴雄、小鈴。明日あした映画でも観に行こうと思ってるがお前らも行くか？」

「わ～～～～ぃ、何て映画なの？」

「極ごく道どうの乙おと女め達たちパート９。命くれない編だ」

　騒さわいだタンポポは途と端たんに静かになった。

「アタシちょっとそ～～ゆ～～のは」

「鈴雄。お前はどうだ？」

「断…………る」

　鈴雄はコブラツイストに苦しみながらもきっぱりと断った。

「何だよ。つきあい悪いな。しょうがねえ、俺一人で行って来るか」

　床ゆかに鈴雄を捨てた朝香はじゃあなと片手を上げた。

「じゃ、そろそろ俺も眠くなったし、ハナ一ハジメも寂さびしがってるだろうからな。帰ってやるとするか」

「あ、朝香お姉ちゃん。これおみやげ」

　一本のニンジンが突き出される。

「ハナちゃんにやって」

「悪いな。最近あいつチョコレートばっか食べて栄養バランス目メ茶チヤ悪わるなんだ。今度お前らからも言ってやれよ。虫歯になるって」

「言ってもいいけど、ウサギが理解できるのか？」

　床に沈んだ鈴雄がボソリと呟いた。

「んじゃな。鈴雄。小鈴。また明日な」

　朝あさ香かは帰っていった。

　トルネードが過ぎ去った後の被害地域みたいな部屋が残された。

「しかし、毎週毎週。金曜日になると懲こりずに」

「仕方ないよ。朝香お姉ちゃんも一人で退たい屈くつなんだし」

「それにしたって限度があるぞ。うちの冷蔵庫の半分が朝香のビールとつまみで占しめられてるってのが間違ってる」

　鈴すず雄おはなんとかコブラツイストのダメージから立ち直ると体を持ち上げた。

「あ、お兄ちゃんお風ふ呂ろ。冷めないうちに入っちゃったら。ここは奇き麗れいにしとくから」

「じゃそうするか。悪いけど片づけ頼たのむ」

「は～～い。カラスの行ぎよう水ずいじゃなくて週末くらいしっかりつかってきてよ」

「ほいほいほい」

　なんて返事をしながらパジャマを小こ脇わきに抱えて鈴雄は風呂場へと向かって行った。

「さてっと、後片づけして…………して………してから探たん偵ていナイトスコープ見ないと」

　タンポポが健全な小学三年生らしからぬ深夜計画を口にした時だった。

　ぷるるるるるるるるるるる。

　電話が鳴った。

「こんな夜に誰だれだろ？」

　タンポポは手を伸ばすとコードレス電話を取った。

「はいもしもし、桜さくら咲ざきです」

　受話器の向こうからは聞き慣れない声が聞こえて来た。

『あ、小こ鈴すずかい？　元気にやってる？　学校でいじめられたりしていないかい？　ちゃんとご飯食べて……』

　誰だろ？　妙みように馴なれ馴なれしいけど？

　タンポポはいぶかしげに尋たずねた。

「あの、どちらさまですか？」

『何言ってるんだい。母さんの声忘れたのかい？』

「あのですねぇ。チルド星で洋服店をやってるアタシのお母さんはそんな声じゃありません」

『ははぁ、鈴雄と一いつ緒しよに暮らして馬ば鹿かが伝う染つったね。だから反対だったんだよ。一いつ緒しよに暮らすってのは』

　タンポポはしばし目をパチクリさせた。

　そして思い出したとばかしに、あ！！！って息を飲むと慌あわてて受話器に向かってまくしたてた。

「あ！　お母さん！　お母さんだよね。静岡に住んでて今年で四七になってそれでお茶園で働いてる。ゴメ～～～～ン、ちょっと寝ね惚ぼけててアハハハハハ」

　タンポポはアハハハと笑って精せい一いつ杯ぱい自分のボケを誤ご魔ま化かした。

「元気元気。お兄ちゃんも元気だよ。学校も楽しいし。そんなことないってば。うん。うん。え？　お兄ちゃん？　お兄ちゃん今お風ふ呂ろ。だから後で」

「ふ～～～～いい湯だった」

　鈴すず雄おがカラスの行ぎよう水ずいから帰って来た。

　ギネスブックに乗る素す早ばやさだった。

「もう出たの？」

「ああ、それでも体中しっかり洗ってるんだぞ。ん、電話誰だれからだ？」

「ちょうどよかった。お母さんからだよ」

「お母さん？　って言うと静しず岡おかの母さんのことか？」

「他ほかに誰がいるの？　アタシとお兄ちゃんの……お母さんだよ」

　周りを記憶操そう作さして兄妹ってことになってるが本質的に血の繫つながりなんかない。

　したがってタンポポと鈴雄の母親とは面めん識しきも何にもないのだ。

「うっかりしててさっきちょっとヘマしちゃった」

　タンポポはペロリと舌したを出すと受話器を手渡した。

「ヘマ？」

　鈴雄は小首を傾かしげてから受話器を耳に押しつける。

「もしもし。母さん」

『鈴雄かい』

　間違いない、静岡の実母の声だ。

『どうだい、調子は』

「まあまあ」

『学校うまくいってる？』

「ぼちぼち」

　日本にはなんていい言葉があるんだと鈴雄は改めて再認識した。

『ああ、駅前の煙草タバコ屋やの幸さち子こちゃんね。結婚するんだって。確かお前と同年だったね。なんでも相手はいつも煙草買いに来るセールスマンで』

　母親十八番の与よ太た話ばなしが始まった。これを放っておくと明あ日すの朝まで続いてしまう。

「で何。珍めずらしいじゃないか。僕んとこに電話するなんて」

　鈴雄は切れのいいところでジャブを出して与太話を牽けん制せいした。

『あ、そうそう、言わなくちゃいけないことがあったんだ』

　母親は思い出したようにそう言ってから本当の用件を口にした。

『じつはね……………』

　鈴雄の顔色が一いつ瞬しゆんで変化した。

『そういうことだから頼たのんだよ。ちゃんと学校行くんだよ。小こ鈴すずの面めん倒どう見るんだよ。お酒ばっか飲んでるような悪い友達と付き合うんじゃないよ。たまには静しず岡おか帰って来るんだよ。今度お茶送るからね』

　言いたいことだけ言うと電話は切れた。

　鈴すず雄おの手からポトリと受話器が落ちた。

「ど～～しちゃったの？　お兄ちゃん。顔色悪いよ」

　鈴雄は、南極に一週間くらい置き去りにされたような表情で一言呟つぶやいた。

「次じ郎ろ長ちようが来る！」
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　翌日の昼頃ごろ、太陽が雲の隙すき間まから時折こっちを覗のぞき見ていた。

　革ジャンパーを着た朝あさ香かは駅前で煙草タバコを吸っていた。

『ド極ごく道どうの乙おと女め達たち９、命くれない編』を観るためには電車で一駅乗らなくちゃいけないのだ。

　朝香は時計を見た。

「そろそろホームへ行くとするかな」

　煙を吐はき出し、歩き出した時だった。

「ひったくりだぁぁぁ！」

　誰だれかが叫んだ。

　見ると声のした方からバッグを抱えた男が突っ走ってくる。

「どけぇぇぇぇぇぇぇぇ！」

　男は握にぎり締しめたナイフを振り回し怒ど鳴なった。

　でも朝香はどかなかった。

　とは言っても、恐きよう怖ふで足が動かなかったわけではない。断じて。

　朝香はフンと鼻を鳴らすと突進してくる男を蹴けりつけた。

　朝香のつま先が男の股またぐらを直撃した。もう、三日間は起き上がれないダメージが伝わるはずだったが……。

「ん？　手て応ごたえないぞ」

　朝香は首を傾かしげた直後、男のナイフがかすった。

　なんとか後ろへ倒れることで避よけたが、革ジャンの一部がすっぱりと切り裂かれた。

「まずった！　手術後のカマだったか！」

　朝香は舌した打うちすると立ち上がった。

　お気に入りの革ジャンの傷が目に入った。血液が一いつ気きに沸ふつ騰とうした。

　今の朝香に道でも聞いたもんなら鉄てつ拳けんパンチが返事に返ってくるだろう。

「あいつ殺す」

　朝香は奥歯を嚙かみ締めると男（？）を追いかけた。

　鍛きたえに鍛え抜かれた脚きやく力りよくで、その距離はどんどん縮ちぢまる。

　と、朝あさ香かは男（？）の進路に一人の老人が立っているのに気がついた。

　好こう好こう爺やした小こ柄がらな老人だった。

「じいさん！　避よけろ！」

　朝香は叫んだ。

　耳が遠いのか、老人は「ん？」とした顔でこちらを振り向いただけだった。

「どけぇぇぇぇぇ」

　男（？）はナイフを振り回している。状況的にかなりヤバイ！

　このままじゃ中なか空そら町まち駅前で流血の惨さん事じ。

　しかも俺おれが手術後のカマだって見分けられなかったのが原因で。

　だが、流血の事件は起きなかった。

　老人が軽く身を屈かがめた次の瞬しゆん間かん、男（？）は空高く跳はね飛ばされた。

　はるか高く跳ね飛ばされ男（？）は引力に従って落下するとアスファルトに体を叩たたきつけてカエルが潰つぶれたみたいな声で鳴いた。

　凡ぼん人じんには何が起こったのか分からなかっただろう。しかし朝香には分かった。

　一種の投なげ技わざだ。しかもかなりの腕うで前まえの。

「やるじゃないか。じいさん」

「ほっほっほ。何、昔むかし取ったなんとかという奴やつかの」

　老人は相変わらずにこやかに笑った。

「柔道か何かやってたのか？」

「若い頃ころ少し齧かじっただけ。後は自己流」

「へ～～～～～～」

　感心する朝香に老人は穏おだやかな口調で尋たずねた。

「ここは中空町でいいんかのぉ？」

「ああ、中空町だぜ」

「やれやれ、久しぶりの長旅で少し不安だったが、どうやら無事にたどり着いたようかの。にしてもおかしいな。孫が迎えに来るはずなんだが」

「孫が住んでるのか？」

「ああ、何をとち狂くるったか保父になるなんてほざいてアパート暮らししてる孫がの」

「……………まさかな」

　朝香は自分で下くだらない考えを吹き飛ばした。

「じいさんの孫だったらあいつがあんなに弱いはずがない」

「ま、そのうち来るだろうて。ここいらで一服して待つことにしようか」

　老人の手が一いつ瞬しゆん動いた。気がついたら朝香のポケットに突っ込まれていた煙草タバコが奪うばい取られていた。

「おい、じいさん。何するんだよ」

　老人は、それまでとは打って変わった太く低い声で言った。


「若い娘むすめが煙草タバコを吸うな！」



　ギロリ。

　老人の瞳ひとみが朝あさ香かを睨にらみつけていた。

　柔にゆう和わだった老人の顔が一いつ瞬しゆんでこの世で一番恐こわい顔になっていた。

　朝香は何も言い返せなかった。

　蛇ヘビに睨まれたカエルの心境が生まれて初めて分かった。

「ほっほ。それではな」

　笑いなが去っていく老人の後ろで、朝香はがっくりと膝ひざをついた。

「俺おれが……初めてガンつけで負けた……」

　北海道のクマにも負けなかったのに。

　野の菊ぎく朝香。生まれて初めて敗北を知った瞬間だった。

「あ～～、朝香さ～～ん」

　ぱらぴろぱらぴろ。

　賑にぎやかな音をたててバイクが数台駅前にやって来る。

　乗ってるのは見るからにヤンキー兄ちゃんとヤンキー姉ちゃんだ。

「どっか行くんすか？　朝香さ～～ん」

「送ってきましょ～～か？」

　その強さと気き性しようから、ここいらではすっかり姐あね御ごになってる朝香なのだ。

「ちょっとバイク貸せ」

「え、いいっすけど」

「ぶっとばしたい気分なんだ」

　朝香はバイクを奪うばうと何処いずこかへと去っていった。

　傷しよう心しんを癒いやすために。




　仲の良さそうな兄妹が駅への道を歩いていた。

　この二人が本当の兄妹じゃないってことを知るものは、あんまりいない。

　そして妹の方が宇宙人だってことを知るものは、全然いない。

「次じ郎ろ長ちようさん。もう来てるかな？」

「小こ鈴すず。分かってるとは思うが」

「分かってるって、ちゃんとおじいちゃんって呼べばいいんでしょ。昨日きのうの電話の時はついうっかりしてたけど、アタシ達って兄妹だもんね」

　鈴すず雄おは立ち止まるとタンポポの肩を抑えて真しん剣けんな顔付きで言った。

「小こ鈴すずよく聞け。これだけは言っておく。うちのじいさんは………鬼オニだ」

「鬼？」

「僕はこの世で恐こわいものを三つ上げろと言われたら、アゲハの幼虫と朝あさ香かとじいさんって答える」

「そんなに恐いの？」

「恐いよ。あんなに恐い老人は見たことない。うちのじいさんに比べたら栗くり之の花はな教授が仏ほとけ様さまに見えてくる」

　タンポポの頭に、虎トラシマパンツ穿はいて金かな棒ぼうを振り回す老人が浮かんだ。

　しかも針の山へと鈴雄や自分を急せき立てるのだ。これはちょっとブルブルだった。

　ちまちまっと恐くなったタンポポは不ふ安あん気げに尋たずねた。

「そんなおじいさんが何しに来るんだろ？」

「用件はだいたい分かってる。用件は分かってるんだ………」

　鈴雄は沈ちん黙もくした。電池でも切れたようだ。

「どうしたの。顔色悪いよ。昨日きのう眠ってないんじゃないの」

「何でもない。とにかく、粗そ相そうのないようにな。もし命が惜しかったら」

「お～～～～～～～～い」

　どこからか、人の良さそうに間ま延のびした声が聞こえて来た。

　鈴雄は表情をガチガチに強こわばらせ、ゆっくりと首を動かした。

　タンポポもそれに倣ならう。

　向こうからひょっこりひょっこり歩いてくる老人の姿があった。

「じいちゃん」

「ほっほ、駅前で一服しておったら、お前の姿が見えたからの」

　鈴雄の祖そ父ふ、桜さくら咲ざき次じ郎ろ長ちようはほっほっほと優やさしげに笑った。

「駄だ目めだな。年を取るとせっかちになって」

　なんだ、優しそうな人じゃない。

　タンポポは内心ほっと胸をなで下ろした。

「初めまして………じゃなかったね。お久しぶり。おじいちゃん」

「お前は確か……小鈴……だったな」

「も～～～～、忘れちゃったの。おじ～～ちゃん」

　小鈴は次郎長の足にまとわりついた。

　こいつ役者だな……って鈴雄は思った。

「ま、とにかく立ち話もなんだからアパートへ来てよ。十五分くらい歩けるだろ」

「そう年寄り扱いするもんでないぞ」

　次じ郎ろ長ちようはほっほっほと笑いながら歩き出した。

　どこをどう見ても鬼オニには見えない。どちらかと言えば仏ほとけ様さまの分類に属する。

　タンポポは鈴すず雄おに小声で囁ささやいた。

「ねぇ、優やさしそうなおじいちゃんじゃない。お兄ちゃんが鬼だとか命が危ないとか言うからどんな恐こわい人が来るかと思ってたよ」

「お前はまだ分かってないんだ」

　鈴雄はエネルギーを全部吸い取られたような笑みを浮かべながら呟つぶやいた。

「何もな」
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「引っ越ししたとは聞いてたが、なかなかいい感じの家じゃないか」

「まあね」

「ちゃんと掃除もしてるようだし、お、すまんの」

　次郎長はタンポポに出されたお茶をズズっとすする。

　そして言った。

「鈴雄」

「ん？」

「約束を覚えているな」

　ブー！

　鈴雄は口に含んでいた緑茶を景気よく噴ふき出した。

「何のこと………かな？」

　次郎長の顔が一いつ瞬しゆんで変化した。

　鬼の形ぎよう相そうだ。


「大おお馬ば鹿か者もの！」



　鬼が吠ほえた。

　その重圧に鈴雄は吹き飛ばされ後ろの壁かべに背中を叩たたきつけた。

　その迫はく力りよくに、タンポポも怯おびえて鈴雄にしがみついた。

「悪いな。小こ鈴すず。怒ど鳴なったりしての」

　仏の顔に戻った次郎長はまたお茶をズズっとすすった。

「鈴雄。確か家を出る前に約束したはずだぞ。わしはお前がどんな将来を目指そうが何も言わん。しかし、もし途中で挫ざ折せつした場合は、速すみやかに静しず岡おかに帰って来てお茶園を継つぐと。まさか忘れたとは」

「はは、覚えてるさ、うん、昨日きのうのことのように覚えてるよ。目をつむるとあの時の光景がありありと」

「風の噂うわさに聞いたんだが………」

　次じ郎ろ長ちようは三度お茶で喉のどを湿しめらせると、ワニの皮でも貫つらぬけそうな鋭するどい眼光を向け言った。

「お前、落第したそうだな」

「う……」

　図ず星ぼしだ真実だ噓うそじゃないのだ。

　だから鈴すず雄おは喉にミートボールでもはさまったような声しか出せなかった。

「チャンスは一度きりと言ったはずだぞ」

「でもじいちゃん。一回や二回の失敗くらいこの長い人生」


「喝カーツ！！！！！！！！！！！」
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　鬼オニの一いつ喝かつで鈴雄の細こまやかな反論の時間は終了した。

　五秒にも満たない軟なん弱じやくな反論だった。

「鈴雄。言いい訳わけとは男らしくないぞ。さ、荷物をまとめろ。明あ日すにはじいちゃんと一いつ緒しよに静しず岡おかだ」

「おじいちゃん！」

　すっかり骨抜きになってる鈴雄の代わりにタンポポがすがりついた。

「鈴雄さん……いや、お兄ちゃんはここにいないといけないの！」

「ほ～～、どうしてだ？」

「う……！」

　タンポポの喉のどにもミートボールが詰まった。

　株式会社オタンコナスのモニターとして戦っている鈴すず雄おに、この町を離れさせるわけにはいかない。

　全すべてはモニター補ほ佐さの自分の責任になってしまう。

　ひいては株式会社オタンコナスの敗北を意味し、倒産してしまう可能性だってある。

　ものすごく重要な理由だが、ハッキリ言うわけにはいかない。

　頭に超チヨーのつく機き密みつ事じ項こうだからだ。

　タンポポはしばしあーだこーだと考えてから言った。

「いろいろあるの！」

「いろいろか？」

「そう。いろいろなの」

「ふ～～～～～～む」

　次じ郎ろう長ちようは顎あごに指を当ててしばし沈ちん黙もくした。

「なるほど、そういうことか」

　何かを悟さとったように大きく頷うなずくと、すっかり放心してる鈴雄に顔を近寄らせた。

「女おな子ごか」

「へ？」

「付き合っている女子がいるんだな。その娘むすめと離れたくない。まぁそんなところだろう。もしそうならば、話は別だが」

　目をパチクリする鈴雄の脇わき腹ばらをタンポポが思い切り突っついた。話に乗っかれっていう無言の合あい図ずだ。

「そ────なんだよ。僕にもやっといい人が出来てさ。今離れるわけには」

「もうラブラブって感じだもんね。お兄ちゃん」

　二人はここぞとばかりに話に乗っかった。

「わしとて昔むかしは静しず岡おかの光源氏と呼ばれた男。相そう思し相そう愛あいの二人を無む理り矢や理り引き剝はがそうとは思ってない」

「本当！！！」

　鈴雄の目に希望の光が一いつ瞬しゆんだけ灯ともった。でも次郎長の次の言葉ですぐに消えた。

「よし、会わせてくれ」

「う！」

　兄妹の喉に同時にミートボールが詰まった。

「わしが認められるような女子であれば滞たい在ざいを許す。どうしようもない女子だったら静岡にお前を引ひき摺ずってでも連れて帰る。分かったな」

「…………………」

　カチンコチンに固まってる鈴すず雄おをそのままに、残ったお茶を一いつ気きに飲み干す。

「わしは駅前のホテルにもう予約を入れてあるからの。何かあったら電話くれ。いいな」

　次じ郎ろ長ちようは電話番号の書いた紙を置いて部屋を出ていった。




「物心ついた頃ころからお茶園を継つぐって約束をしてたんだ。でも突然、保父になるなんて言ったもんだから、じいさん怒おこってさ。なんとか説せつ得とくしてこぎつけた約束ってのが」

「つまずいたらそこできっぱり諦あきらめてお茶園を継ぐ……ってことなんだ」

「そういうことだ」

　コスモス荘五号室にて、二人はため息を吐はき出した。

「にしても、すごいおじいちゃんだね」

「ああ、僕自身本当に血が繫つながってるか疑問に思うことがある」

「でも、お兄ちゃんの彼女のこと気に入れば、許してくれるって言ってたじゃん。少しは希望が見えたよ」

　希望？　見えてるのかな？

　自分で言っておいてタンポポは自信がなくなった。

　聞く必要もなく、答えも分かりきってるけどタンポポはおずおずと尋たずねた。

「誰だれかいる？」

「聞くな。いるわけないだろ」

　やっぱり想像した通りの答えだった。

　二人はまた特大のため息を吐はき出した。

「喜んでやってくれる人もいるけど」

「誰だ？」

「瑠る璃りちゃん」

「お前は僕を犯罪者にしたいのか？　瑠璃ちゃんを連れていって見ろ。恐おそろしいことになるぞ」

「うん。恐ろしいことになるね」

「となると」

「誰かに頼たのむしかない」

　誰か………。

　二人の頭に、三人の女性像が浮かび上がった。

　一号室に祖父と生息する栗くり之の花はな栗くり華か。

　眼鏡めがねがかわいいちょっと天然ボケのお嬢じよう様さまだ。

　二号室に下げ僕ぼくと一いつ緒しよに生せい息そくする岼ゆり根ね沙さ由ゆ里り。

　ハイヒールが似に合あうちょっと危ないお姉様だ。

　四号室にハナ一ハジメと生息する野の菊ぎく朝あさ香か。

　持ってるとこ見たことないけど、ヨーヨーとか多た分ぶん似に合あうかなり狂きよう暴ぼうな娘むすめさんだ。

　三さん択たく問題だけど、頭を悩ませる必要はない。

　だって三人の内の二人は、常識的に終わってるもんだから選せん択たく肢しはないに等しいのだ。

「やっぱり、栗くり華かお姉ちゃんかな？」

「だよな。って言うか他ほかにないぞ」

　二人は議論することなく栗華に決めた。

　と、唐とう突とつに扉ドアがコンコンとノックされる。

「鈴すず雄おさ～～～～ん。いらっしゃいますかぁぁぁ」

　間違いない。あののんぽり語を喋しやべるのは世界広しと言えども栗華ちゃんしかいない。

「噂うわさをすれば影」

「グッドタイミングだね」

　二人はコクンと頷うなずき合うと豆が弾はじけるように玄関へすっ飛んでいった。

　扉を開けると、小こ鍋なべを抱えた栗華がいた。

　いつもと同じ、牛乳瓶びんの底みたいな大きな眼鏡めがねをかけた大人おとなしそうなお嬢じようさんだ。

「あの、煮に物もの作りすぎちゃったんですぅ。よかったら」

「栗華さん！」

　鈴雄はずいっと普通じゃない距離まで近寄ると、熱い口調で言った。

「恋こい人びとになってください！」

「………………」

　栗華は大きな眼鏡めがねの中で目を二、三度パチクリさせた。

　プツン。

　何かが栗華の中で切れる音がして、彼女はそのままパッタリと倒れた。

「あ～～～～、ど～～～～したんですか～栗華さ～～～～ん」

　慌あわてて抱きかかえて頰ほおをピシャピシャたたくと、栗華は復活した。

「すみません。鈴雄さんがびっくりすることをおっしゃるから、一いつ瞬しゆんブレーカーが下りてしまいました」

「は？」

「駄だ目めだよ。お兄ちゃん。ちゃんと一から説明しないと」

　タンポポが鈴雄の脇わき腹ばらをひじで突いた。

「栗華さん。実はですね。かくかくしかじかで」

　鈴雄がこ～～～～ゆ～～わけだと栗華にきっちり説明した。

「はぁ、そういうことですか。大変ですねぇ」

「大変なんです。このままじゃ首に縄なわをつけられて静しず岡おかへ」

「鈴すず雄おさんがいらっしゃらなくなると、寂さびしくなってしまいますわ。分かりました。私でよければ、お手伝いします」

「やったぁぁぁぁぁ」

　鈴雄とタンポポは手を取ってその場で踊おどった。

「それじゃ、明日あした、十時頃ごろ迎えに行きます」

「はい。お待ちしてます」

　栗くり華かは煮に物ものをタンポポに渡すと深く頭を下げて帰っていった。

「よし、じいさんに電話入れとかないとな。駅前の喫茶店に十一時だ。栗華さんなら文もん句くないだろ」

「よかったね。お兄ちゃん」

「ああ、やっぱり近所付き合いはしとくべきだな」

　お気楽兄妹はしつこくまだ踊っていた。

　どこからどう見ても本当の兄妹だった。
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「よし、準備ＯＫっと」

　鈴雄は一号室前にて神経質そうに襟えり首くびを整えた。

　両者合意の上のお芝しば居いだけど、なんかドキドキしちゃう純情な奴やつなのだ。

「もう栗華さん準備できてるかな？」

「大丈夫だよ。栗華お姉ちゃん時間にはきっちりしてる人だから」

「そ～～だよな」

　軽く返事をしてから鈴雄はおやっと首を傾かしげた。

　ゆっくりと視線を落とすと、中装備に着替えたタンポポがいた。

　ちなみにこの装備の基準を説明すると。

　軽装備、パジャマ。季節によって腹はら巻まきを装備。

　中装備、ちょっとしたお出かけ。お子様向けウエストポーチを標準装備。

　重装備、学校へ行く支し度たく。リコーダーを刺さしたランドセルを標準装備する。ミッションによっては絵の具箱も。さらに給食袋もつけると無む敵てき。

「小こ鈴すず。ど～～～～してお前まで」

「ど～～せ、お兄ちゃん一人じゃ絶対ボロが出ちゃうから、フォーローするために一いつ緒しよに行くよ」

　馬ば鹿かにするなよと一いつ喝かつしたいが、言ってることももっともだからここは奥歯を嚙かみ締しめる。

「ま、邪じや魔まだけはするなよ」

　鈴雄はなんとかお兄ちゃんの威い厳げんを守ると一号室の扉ドアを叩たたいた。

　案あんの定じよう扉ドアはすぐに開かれた。

「お待たせしましたぁ」

　中装備の栗くり華かがいた。

「桜さくら咲ざきの坊ぼう主ずが来たか？」

　後ろからおジジパジャマに腹はら巻まきして顔を出したのは栗くり三さぶ郎ろうだった。

「あ、栗くり之の花はな教授。こんにちは」

「おぉ、お早う」

　今起きましたって推理しなくても分かる格かつ好こうで栗三郎は大きく欠伸あくびした。

「なんでもじいさんが来てるそうじゃな。ま、時間があったら酒でも一いつ緒しよにどうかって伝えてくれんか？」

「分かりました」

「年寄り同どう士しで愚ぐ痴ちをこぼし合うのもたまにはいいかもしれんしの」

「それじゃ、お祖じ父い様さま。行ってまいります」

「あ、栗華」

　玄関を出ようとする栗華に栗三郎は声をかけ呼び止めた。

「何でございますか？」

　意味不明の間ま。

「………………何じゃったかのぉ」

　栗三郎は首を傾かしげた。

「何か忘れていることがあるんじゃが、お前分からんか？」

「眼鏡めがねならつけてらっしゃいますけど」

「眼鏡じゃなくて」

「白はく衣いなら洗濯してベランダに」

「白衣でもなくて」

「お食事はちゃぶ台の上に用意」

「いや飯めしのことでもなくて。まあ思い出せないくらいなんだから大したことじゃないだろ。さ、行っていいぞ」

「それじゃ行ってまいります」

「おう、しっかりな」

　栗三郎は替かえ玉だま作戦の成功を祈いのって大きく手を振った。

　いい加か減げん手が疲つかれてから、扉を閉めてまた腕を組んで考え込む。

「ふ～～む、わしは何を忘れてるんじゃろうか？」

　すっかりボケ老人してる栗三郎である。

　いくら考えても思い出せない。こんな時はさっさと忘れるってのが精神的には一番いい。

「さて、朝あさ飯めしにするかの」

　栗くり三さぶ郎ろうはもみ手しながらちゃぶ台前に座った。

　白米、味み噌そ汁しる、納なつ豆とう、焼き魚、卵焼きにおしんこと、彼女らしい手抜きなしの表ひよう彰しようもんの食事だ。

「やっぱりこいつでなくっちゃな」

　あぐらかいて納豆をにっちゃにっちゃかき混ぜる姿はどこをどう見ても、宇宙中を荒らし回った悪の天才科学者には見えなかった。

　しっかりと糸引いた納豆をたっぷりご飯にかける。とってもジャパニーズな香かおりが室内に漂ただよった。

「いただきます」

　栗三郎が箸はしを手に納豆ご飯に襲おそいかかった時だった。

　ドンドンドンドンドンドンドン！

　扉ドアが力一杯叩たたかれる音が室内に響いた。

「誰だれじゃい。人がおいしく糸を引こうと思ってた時に」

　ぶちぶち言いながら扉を開くと、誰もいなかった。

「なんじゃ。イタズラか」

　扉を閉めようとすると、パジャマの裾すそを思い切り引っ張られる。

　見下ろすと、ポニーテールのものすごく負けん気の強そうな少女が立っていた。

「お、お主ヌシは三号室のうるさい小こ娘むすめではないか。ちびっこくて分からんかったぞ」

「誰がうるさい小娘よ。それにちびっこいって失礼ね。確かに瑠る璃りは前から数えた方が早いけど………まぁそんなことはどうだっていいわ。今宿題の計算ドリルをやってたら窓からコーチと栗くり華かが二人っきりで歩いて行くのが見えたけど」

「二人、確か桜さくら咲ざきの小さいのもいたはずじゃが」

　栗三郎のぼやきを完全に無視して瑠璃は鬼き気き迫せまる勢いで突っ込んできた。

「まさかまさか最近流は行やりの電撃カップルとかで仲良く喫茶店なんかいくつもりじゃないでしょ～～ね」

「あぁ、二人で喫茶店に行くとか言っておったな」

「なんですって………」

　瑠璃はよろよろとよろめいた。

「どうして、コーチは瑠璃を捨ててあんなぱっとしないさえない女なんかに。そりゃ確かに料理はうまいかもしれないけど、瑠璃だってカレー作れるようになったし、現時点で勝ってるって言えば背の高さだけじゃない。そうよ。背よ。背さえ高くなれば瑠璃だって」

　瑠璃は意味不明に燃え上がる瞳ひとみで立ち上がった。

「この間来てた通つう販はんのパンフを利用する時が来たわ！」

　瑠る璃りは一人で勝かつ手てに燃焼すると飛び出して行った。

「だから………桜さくら咲ざきの坊ぼう主ずの爺じい様さまが田舎いなかから出てきて、一日だけの臨時の………ってもう聞こえんな」

　追いかけて言って説明してやってもよかったが栗くり三さぶ郎ろうはしなかった。

　それをする義ぎ理りもなければ元気もないからだ。

　今はとにかく納なつ豆とうご飯。

　栗三郎の頭の中では納豆菌の働きでいい感じに香かおる豆がグチョグチョ糸を引いてる光景しかなかった。

「さ、納豆ご飯じゃ納豆ご飯じゃ。ご飯を忘れたら力が出ないからな。絡から繰くり人形のゼンマイをまかないのと同じことじゃ」

　栗三郎は茶ぶ台につくと、今度こそ誰だれにも邪じや魔まされることなく納豆ご飯に襲おそいかかった。

　納豆ご飯を思い切り頰ほお張ばったところで、栗三郎は忘れいていることにやっと気がついた。

「あぁぁぁぁ！！！」

　一号室に糸を引いた豆が飛び散った。

　後で掃除する栗くり華かがちょっと……いや、かなり可哀かわい想そうだった。




「いや～～～～。お天気で良かった。晴れるとやっぱりいいね。洗濯ものも乾くし気分もスカッとするし、植物も光合成できるし。うん、実にいい」

　鈴すず雄おはぺらぺらとど～～でもいいことを喋しやべり続けた。

　そう、彼はちょっこっと緊きん張ちようしていたのだ。

　おしとやかで清せい純じゆんで、かなりタイプターゲットに接せつ触しよくしてビンビン警報ならしてる栗華と恋こい人びとって設定なのだ。

　狂きよう言げんだけど、青少年の免めん疫えきのない心臓はちょっとばかしどきどきしちゃったりしてる。

　なもんだから、三号室の脇わきを三人で通る時、丈たけの長い茂しげみが邪じや魔ましてタンポポの姿を隠かくしていたことなんてのも知らない。

　だから瑠璃が血けつ相そう変えてどっかに電話してるなんてことも知る由よしもない。

　そう、鈴雄はこのとき、けっこう幸せだったのだ。

「でも、本当にすみません。妙みようなこと頼たのんじゃって」

「何がです？」

「え、いくらなんでも、彼女のフリをしてくれなんて」

「いいんですよ。ご近所の仲じゃないですか。それに私も決していやってわけじゃぁ」

　栗華は足を止めるとちょっとだけはにかんだように顔をうつむかせた。

　そこで止まった。

「そう言ってもらえると助かります。お礼はなんでもしますから。あれ？　栗華さん」

　隣となりにいない栗くり華かに気がつき、鈴すず雄おは振り返った。

「栗華さん。ど～～したんですか？」

　鈴雄がいくら呼びかけても、栗華は返事をしなかった。

　目の前でピラピラ手を振っても駄だ目めだった。

「ねぇ、どうしちゃったの。栗華お姉ちゃん」

　タンポポがお子様の特権で栗華の体に触ふれた。

　タンポポに押された栗華の体はそのままの形で後ろに倒れる。

　パッタリ！

　世界が静止するような、殺人的な空気が流れた。

「栗華さ～～～～～～ん！　大丈夫ですか！」

　鈴雄が慌あわてて抱きかかえて恐おそる恐おそる頰ほおをぴしゃぴしゃ叩たたくけど、栗華はピクリともしなかった。

　とんでもないことになっちまった。

　鈴雄はゴクリと唾つばを飲み込んでからタンポポに命令した。

「小こ鈴すず！　すぐに救急車を！」

「え、うん。あ、ちょうど電話がある。ちょっと待ってて」

　ぱたぱた飛び出して行ったタンポポだがすぐに引き返してくる。

「ねぇ、救急車って何番だっけ」

「馬ば鹿か。それくらい覚えておけ！　１１７だ！」

　鈴雄に教えられた番号を何度も口の中で繰くり返しながらタンポポは近くの公衆電話ボックスに飛び込んだ。

　教えられた番号を忠実に押す。すぐに繫つながった。

「あの、栗くり華かお姉ちゃんが倒れちゃったんで」

『ただいま、十一時、二十分、三十秒です』

　タンポポは「へ？」っと受話器片手に固まった。

「これって、もしかして時報って奴やつじゃないの」

『ただいま、十一時、二十分、四十秒です』

　タンポポは無言で受話器を叩きつけた。

「何よ。人のこと怒ど鳴なっておいて自分だって間違ってるじゃない。後で絶対文もん句く言ってやるんだから」

　幸い電話ボックス内に１１９って書いてあったから、なんとかタンポポは救急車を呼ぶことに成功し、鈴雄のもとへと飛んで帰った。

「どうだ？　ちゃんと教えたように押したか？」

「押すには押したけど………」

　文もん句くを言ってやろうかと思ったが今はその場合ではない。タンポポは文句を保ほ留りゆうにした。

　決して消滅ではない保留。絶対に後で言ってやるぞと決意を固めてここは一時忘れることにする。

「救急車はあと十分くらいで到着するって。それより、栗くり華かお姉ちゃんは？」

「駄だ目めだ。意識がないんだ。しかも…………」

　鈴すず雄おはいやがる口をなんとか動かし言った。

「呼吸もないみたい」

「そんな大変じゃない。何やってるのよ。早く人工呼吸しないと」

「人工呼吸。そうか、その手テがあったか」

　鈴雄は栗華を地面に横たわらせた。

「アタシこの前『救急救命士になろう！』って番組見たから知ってる。まず顎あごを上に動かして気き道どうを確保するんだよ」

「気道の確保っと、それから」

「口を開けて異い物ぶつが入ってないか確かめる」

「何も入ってない。からっぽだ」

「そしたら覆おおい被かぶせるように口をつけて思い切り息を吹き込む」

「よし」

　鈴雄は大きく息を吸い込むと栗華に覆い被さるようにして…………動けなくなった。

「どうしたの？」

「いや、僕にも心の準備って奴やつがな。言うまでもなくこいつは僕にとってのファーストキスって奴だし、もしかしたら栗華さんも」

「馬ば鹿か馬鹿馬鹿！　そんなこと言ってる場合なの！」

　タンポポの怒いかりのタンポポアタック（両手を振り回してポカスカ殴なぐりつけること。瑠る璃り直じき伝でん）で鈴雄は自分がいかにつまらないことにこだわっているかに気がついた。

「そうだった」

　鈴雄は近くの電柱に頭をごんがごんがぶつけて自分を諫いさめ、その電柱に右手をついて深く反省した。

「今はファーストキスがどうのこうの言ってる場合じゃない。人命がかかってるんだ。たとえ、これが僕にとってのファーストキスであろうが、栗華さんにとっての初はつ接せつ吻ぷんであろうが、そんなことはど～でもいいことなんだ」

　決意をカチコチに固め、鈴雄は振り返った。

「お待たせしました！　今ブチュっとやりますからねぇぇぇ」

　気き合あい満々で飛びかかろうとしたけど、

「す──は──す───は」

　もうタンポポがやってたもんだから鈴すず雄おは思い切り素すっ転ころんだ。

　何な故ぜか不思議とちょっとだけ残念な気持ちがした。

「ハッ、僕はこんな時になんて不純なことを考えてるんだ」

　鈴雄は自分をさらに激しく戒いましめるために電柱に頭をぶつけた。




「いかんいかん。栗くり華かのゼンマイを巻くのをすっかり忘れておった」

　口から糸をひきながら栗くり三さぶ郎ろうはしゃかしゃかと自転車を漕こいだ。

　自転車の前の荷台には、立りつ派ぱにレトロなゼンマイ巻きが踏ふん張ばっていた。

「にしても、わしはともかく栗華の奴やつまで忘れていたとはな。あいつ結けつ構こう舞い上がってたんじゃないか？」

『ゼンマイ仕じ掛かけの人形はボケ男に恋こい心ごころを覚えるか？』という題でレポートでも書こうかなと一いつ瞬しゆん思ったが、そんなこと考えてる場合じゃないと糸を振り回す。

「とにかく急がねば。ゼンマイの切れた栗華を調べられたらわしの正しよう体たいがばれてしまう。なんとかゼンマイの切れる前に………」

　キキキキキキキィィィィィ！

　タイヤを焦こがして栗三郎は自転車を急停止させた。

　目の前で繰くり広げられる光景に栗三郎は特大のため息を吐はき出した。

「遅おそかったようじゃな」

　ゼンマイの切れた栗華が倒れ、タンポポが栗華に人工呼吸をし、鈴雄が電柱に頭を打ちつけている。

　最後の一人の行動の意味が全く理解できなかったが、まあ人間そういう時もあると割り切った。

「あ！　栗くり之の花はな教授」

　困ったもんだと嘆なげく栗三郎に気がついた鈴雄が電でん光こう石せつ火かで駆け寄った。

「大変なんです。栗華さんが」

「まぁ、その。とりあえず額ひたいの血を拭ふいてからな」

「そんなこと言ってる場合じゃないんです！　栗華さんが突然」

　額からだらだら血を流しながら迫せまる鈴雄の形ぎよう相そうは年寄りの心臓にはちょっとこたえた。

「そのぉ、なんだ。栗華のことは心配せんでもいいぞ」

　栗三郎はコホンと咳せき払ばらいすると続けた。

「これはな……持病。そう持病じゃ。すぐよくなる」

「なんて病気なんですか」

「……………」

　老人が何かを考えるのに必要な間ま。

「え～～～～と、ゼンマイキレータ病じゃったかな」

「聞いたこともない病気ですね」

「今考えたからな」

「え？」

「何でもない。とにかくじゃ。少し休ませればすぐによくなる。だから心配せずにしばらく目をつぶっていて」

　ピ──ポ───ピ────ポ─────ピ───────ポ──────

　救急車がやって来て、ドップラー効果を残して走り去っていった。

　と思ったらバックで引き返してきた。

　ガツンとブロックに突っ込んで塀へいを崩くずしちゃったりしたが、何事もなかったように停車する。

　二人の救急救命士が中から蹴けり出されたみたいに飛びだして来た。

「呼ばれて飛び出る救急救命士です。命を救う汗あせ臭くさい天てん使し、ボビー中なか野のと呼んでください」

「連絡を受けてやって来ました。平和を愛し命を育はぐくむ毛深い天使、ジョニー川かわ俣またと呼んでください」

　また妙みような連中がやって来たもんじゃな。話がややこしくなる。

　栗くり三さぶ郎ろうは露ろ骨こつに奥歯で青虫を嚙かみ潰つぶした。

　汗臭い天使と毛深い天使は、鈴すず雄おを見ると血けつ相そうを変えて喜んだ。

「おお、大変だ！　ジョニー。この青年の頭からピューピュー血が吹き出ている」

「本当だ。ボビー。早く病院へ連れて行って傷口を縫ぬわないと、この馬ば鹿かそうな青年がもっと馬鹿になってしまう」

　有う無むを言わさず担たん架かに縛しばりつけられた鈴雄は声の限り喚わめいた。

「僕じゃないんです。患かん者じやは倒れてる女性」

「何？」

　二人は本来の患者に気がついた。

「おお！　ジョニー！　意識レベルがマイナスだぞ」

「本当だボビー。早く蘇そ生せい処しよ置ちをしないと大変なことになってしまう」

　二人は、担架から鈴雄を蹴けり落とすと、栗くり華かを縛りつけさっさと救急車に運び込んだ。

「あの、持病で心配ないんじゃが」

「おじいさんですか。心配でしょう。でもご安心ください。僕達二人がいれば死なんて昨日きのうの晩ばん飯めしのおしんこみたいな奴やつです」

「簡単にやっつけられますよ。なははは」

「いやそ～～じゃなくて」

「さ、おじいさんも早く乗って。行きますよ。ジョニー。ハンドルは頼たのんだぞ」

「はっは。任せてくれたまえボビー。シューマッハよりも早く病院へ突っ込んでみせるさ」

　ピ──ポ──ピ──ポ──ピ──ポ──

　救急車は違い反はん切きつ符ぷで象ゾウの腹はら巻まきでもできるんじゃないかって勢いで走り去っていった。

　病院へ突っ込む前にどっかのビルに突っ込みそうだった。

　呆ぼう然ぜんとする二人がその場には残された。

「栗くり華かお姉ちゃん。大丈夫かな？」

「栗くり三さぶ郎ろうさんはちょっと休めばよくなるって言ってたけど、さすがにすぐってわけにはいかなよな」

「ねぇ、お兄ちゃん。喫茶店。どうするの？」

　タンポポの一言で、鈴すず雄おは追いつめられた自分の状況に気がついた。

「あぁぁぁぁぁぁ。急がないと遅ち刻こく。でも栗華さんはいない。ど～～したらいいんだぁぁ！」

「こうなったら別の人に頼むしかないよ」

「別の人……か」

　鈴雄の頭に二人の女性像が浮かび上がった。

　暴力娘とアブノーマルお姉様だ。

　なんだかものすごく選択しづらいものがあるが、四しの五ごの言っている場バ合ヤイではない！

「よし、第二の選せん択たく肢し、変装させた朝あさ香かだ。初めて会った時僕が騙だまされたようにじいさんを騙す！」

「分かった！　お兄ちゃんは先に喫茶店に行ってて。アタシが朝香お姉ちゃんを連れてくから」

　タンポポは任せてくれと胸を叩たたくとパタパタと突っ走っていった。




　ひどい運転だった。

　猿サルの運転するスペースシャトルよりもひどい。

　栗三郎はカーブする度たびにあっちこっちに頭をぶつけて、冗じよう談だん抜きで本当の患かん者じやになってしまいそうだった。

「くっ、道が工事中で一いつ通つうになってるから渋じゆう滞たいしてる。どうするジョニー？」

「な～～に、いつもの裏道を使おうボビー」

「了りよう解かい！」

　救急車はものすごくきわどい急カーブで路ろ地じ裏うらへ飛び込んだ。

　救急車とちょうど同じ幅の路地道を時速八十キロで飛ばすのは、論理的に無む理りがあるんじゃないかと栗三郎は思った。

　と、突然救急車が急ブレーキをかける。

「ボビー。大変だ。町内ドブ掃除の日で人がたくさんだ。通れない」

「何。人助けのためなら多少の犠ぎ牲せいはかまわないさ。ジョニー、アクセルを思い切り踏ふめ！」

　ものすごく矛む盾じゆんしたことを言ってる。

　栗くり三さぶ郎ろうはため息を吐はき出すと、眼鏡めがねの端はしを指で押した。

　眼鏡はギュイィィィィンって音をたてて黒いゴーグルに変化する。

　それから栗三郎はポケットからうずらの卵くらいの塊かたまりを取り出し、声を張り上げた。

「おい、ボビーとやらとジョニーとやら。こんなところに五いつ木きひろしの物まねをするゴキブリがおるぞ」

「なんだって！」

「そんな馬ば鹿かな！」

　自分に目を向けた二人の前で、栗三郎は救急車の床ゆかにその塊を叩たたきつけた。

　ピッッカァァァァァァァァァァァァ！

　救急車内部が激しい閃せん光こうに包まれた。

　光の去った後には、目をバッテンにして倒れるボビーとジョニーがいた。

「ったく。余よ計けいなことをさせおって。ゼンマイさえ巻けばすぐに動き出すんじゃ」

　栗三郎はぶつくさぶーたれながら横たわる栗くり華かの背中を捲めくった。

　ゼンマイ巻きを突つき刺さす穴がある。こいつにゼンマイ巻きを突き刺してキリキリ巻けばものの一分足らずで栗華復活なのだ。

　栗三郎はそこで止まった。

　とある重要なものが見当たらないのに気がついたのだ。

　脳のう味み噌そのシワを掘り返すと、自転車の籠かごに乗せられたままになっているゼンマイ巻きが頭に浮かんだ。

「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　最近すっかり忘れっぽくなっている栗三郎ことドクター・マロンフラワーなのだ。

　栗華復活はもう少し先送りになりそうだった。




　　　　　５




　タンポポは走った。

　三年三組の中では速いけどよくこけるからリレーには使えないねって噂うわさされる足を懸けん命めいに動かして走った。

　コスモス荘までカムバックしたタンポポは、二階に駆け上がると四号室の扉ドアを思い切り叩たたいた。

「朝あさ香かお姉ちゃん！」

　返事はなかった。

　タンポポはさらに激しく叩いた。

　やっぱり返事はなかった。

　これはきっとまたいつものようにたっぷりとアルコールを吸い込んだ体で寝ねっ転ころがっているに違いない。

　こういう時いつもなら黙だまって毛布なんかかける優やさしいタンポポだったが、今日は違う。

　洗面器で水をぶっかけてでも起こしてやるぞと意気込んでタンポポは四号室に飛び込んだ。

　四号室には……朝香はいなかった。

　ただ、一匹のウサギが鍋なべでラーメンをすすりながら昼メロを見ていた。

　突然のタンポポ登場にギョッとして箸はしを持つ手が固まっている。

　ウサギが箸でラーメンを食べる。すぐにでもモルダーさんとスカリーさんを呼び出さなくちゃいけない光景だが、他ほかのことで頭が一杯になってるタンポポは気にしない。

「朝あさ香かお姉ちゃん！　朝香お姉ちゃん！」

　あちこち捜さがし回り最終的に便器の蓋ふたを開けたタンポポは悔くやしそうに足をばたつかせた。

「いな～～～～～～い！　ど～～～～～～しよ～～～～」

　朝香がいない。これはある事実を暗あんに示している。

　そう、残された方法は最後の選せん択たく肢ししかないってことだ。

「こうなったら………いろいろ心配だけど沙さ由ゆ里りお姉ちゃんに頼たのむしか」

　このいろいろってところには、本当にいろいろ詰まっているのだ。

　ミサイル発射を決めた大統領の顔付きでタンポポが飛び出していくと室内はまた昼メロの音だけになった。

『若奥さん』

『米屋さん。駄だ目め』

『いいじゃないですか。少しくらい』

『でもこの後、酒屋さんと肉屋さんと保険の外交員と学研のおばちゃんが来るの』

　ウサギはまだ固まっていた。

　ラーメンが伸びることは必ひつ至しだった。




「沙由里お姉ちゃん！」

　階段を駆け下りたタンポポは二号室の扉ドアをポカスカ殴なぐりつけた。

　普通なら休日は働きに出ていってるはずだけど、遊園地が改築作業でしばらく休園ってことを知っていたのだ。

　ガッチャリ！

　扉に隙すき間まができた。

　この選択肢はやっぱ間違ってたんじゃないかと思わないでもなかったが、ここまできたら後戻りはできない。

　タンポポは早口にまくしたてた。

「田舎いなかからお兄ちゃんを連れ戻すためにおじいちゃんが来てるの。で、彼女がいることを証明しないとお兄ちゃんが静しず岡おかに帰らなくちゃいけないの。だからお願い。少しだけ彼女のふりを。でも服は大人おとなしいのにしてね」

「え！」

　扉ドアを開けて顔を見せた人物は心しん底そこ真ま面じ目めに驚いた。

「鈴すず雄お君の恋こい人びとのふり……ですか」

「ピエールお兄ちゃん！」

　沙さ由ゆ里りの忠実なる下げ僕ぼくとして日夜鞭むちに耐たえている忠実な二枚目である。

　ピエールは腕を組んでしばし唸うなると決心したように言った。

「分かりました。少し設定に無む理りがあるとは思いますが、頼まれてしまったからには仕方ありません。このピエール。一ひと肌はだ脱ぎましょう」

「脱がないで！　アタシは沙由里お姉ちゃんに頼もうと。ねぇ沙由里お姉ちゃんは？」

「はぁ、お嬢じよう様さまは改築作業で自分の出演するステージの現げん場ば監かん督とくをすると意い気き込ごんで遊園地に」

「あ～～～～～～」

　最後の選せん択たく肢しも崩くずれ落ちた。

　タンポポはがっくりと膝ひざをつくとしばし床ゆかにぶつくさ呟つぶやいてショックを柔やわらげた。

「あの、やはり私がやりましょうか？」

「いいよ。恐こわいこと言わなくて。ごめんね。騒さわがして」

　タンポポは鉛なまりのような足で地面に線を引きながら歩いた。

「栗くり華かお姉ちゃんは急病。朝あさ香かお姉ちゃんと沙由里お姉ちゃんは留る守す。残ってるのは……」

　タンポポの頭に同級生の姿が浮かび上がった。

　コーチ一筋茨いばらの道でもかまわず裸足はだしで駆け抜けるお嬢ちゃんの姿だ。

　一声かければ喜んで喫茶店にすっ飛んでくだろうけど、彼女ですって小学三年生が行ったらマズイなあってタンポポだって分かる。

「ど～しよ～～～～～～。もう打つ手がないよぉ」

　タンポポがそう呟いた時だった。

　何の脈みやく絡らくもへったくれもなく空から宇宙船が下りてきた。

　コスモ運うん輸ゆって書かれた宇宙船の側面がパッカリと開き、中から宇宙人っぽい顔つきの配達員がやって来る。

『ども～～～～、お届けものに来ました』

　声もやっぱり宇宙人っぽい一人二重奏デユエツトだった。

「お届けもの？　アタシに？」

『名前を聞きそびれちまいましてね。でも住所は間違いなくここに』

　心当たりはまったくないけど。

「宇宙からの宅配便なんてアタシのとこに決まってるよね。受け取るよ」

　タンポポは小包を受け取るとタンポポ・トコドッコ・ポポールとサインした。

『まいど～～～～』

　宇宙人っぽい顔した配達員は一礼すると宇宙船で帰っていった。

「何だろ？」

　包み紙は破るためにある。そして箱は開けるためにある。

　タンポポは早さつ速そく小包を解体した。

「今回はセシウス製薬の通信販売をご利用いただき誠にありがとうございました？　なお支払いは別紙の振込用紙に……アタシこんなの知らないよ」

　出てきた一ダースの小こ瓶びんを前にタンポポは小首を傾かしげた。

「デカビタドリンク。一体何の薬なんだろ」

　何気なく説明を読み始めたタンポポの目の色が変わった。

「打つ手が空からやって来た！」

　タンポポは、小瓶を握にぎり締しめ、深く頷うなずいた。




「ひー重いのぉ」

　ぐったりとした女性を白はく衣いの老人が背せ負おって歩く。

　世界、怪あやしいコンテストでグランプリも狙ねらえそうなこの光景に、注目しない奴やつはいなかった。

　だから六回も警官に職しよく務む質問された。

　それら警官を全すべて打ち倒してここまでやってくるのは、老体の身にはちょっとばかしこたえた。

「ふ～～～～～～～～～～」

　栗くり三さぶ郎ろうは栗くり華かを下ろすと額ひたいの汗あせを拭ぬぐった。

　なんとか老体に鞭むち打うって、自転車を乗り捨てた場所までやって来たのだ。

「さてと、これでやっと栗華を復活させることが………ありょ」

　栗三郎は眉み間けんに波を走らせた。

　倒れた自転車はある。しかしその籠かごに肝かん心じんの物、黄おう金ごんのゼンマイ巻きが見当たらないのだ。

　その謎なぞは名探偵を呼んでこなくてもすぐに解けた。

　脇わきを走り抜けていったガキ共の中に、黄金のゼンマイ巻きを抱えている奴がいたのだ。

「わ～～ぃ。僕いいもの拾っちゃった。これ宝物」

「いいなぁいいなぁ」

「こりゃぁ、ガキ共！　それはわしんだぞ！」

　栗三郎は声を張り上げ追いかけた。

「ただいま」

　ニッカボッカで安全ヘルメットをかぶった沙さ由ゆ里りは帰宅した。

「あ、お嬢じよう様さま。早かったですね。どうでした？」

「ステージ建設においてのポイントは現げん場ば監かん督とくの体に叩たたき込んできたわ。注文通りのものができるはずよ」

「百五十色のライトで照らされ、さらには迫せり上がって回転するってステージでしたっけ」

「そうよ。さらにはスモークなんかも出ちゃうすごい仕し掛かけよ。この私が立つんだからそれぐらいはしないとね」

　沙由里はほっほと笑った。

「あ、今さっき、小こ鈴すずさんがお嬢様の服を貸して欲しいと来ましたので、貸してあげましたがよかったですか？」

「別にかまわないわよ。どの服？」

「水色のワンピースを」

「あのダサダサの大人おとなしい奴？　どうせならラメ入りで歩く度たびにキラキラ光る奴やつにすればよかったのに」

「勧すすめたんですがね、そんな体にニシキヘビが巻きついたような奴はイヤだって」

「やっぱりお子様ね。あのデザインの良さが分からないなんて」

「全くです」

　多た分ぶんその服の良さが分かるのは世界でこいつらだけであろう。

「でも私の服なんかどうするつもりなのよ。サイズなんか神に誓ちかったってはまるはずないのに」

「さぁ、何に使うんでしょうね。鈴すず雄お君のでっちあげ彼女に着せるんでしょうか」

　沙由里の右の眉まゆ毛げがピクッって動いた。

「鈴雄ちゃんのでっちあげ彼女？　何よそれ」

「はぁ、実は服を借りに来る前にも一度来たんです。お嬢様にお願いがあるって」

「何？」

「え～～～～と、なんでも田舎いなかからおじいさんが来てて、なんでも鈴雄君に恋こい人びとがいるのを証明しないと田舎に連れてかれちゃうらしくて、なんでも臨時の彼女をでっちあげて誤ご魔ま化かすとか誤魔化さないとか」

「ピエール！」

　沙由里は、ピとエとルの間にガマ蛙ガエルでも冬眠してるんじゃないかって声で言うとピエールの首を締め上げた、

「ど～～～～してそ～～～～ゆ～～～～ことを早く言わないのこの馬ば鹿か！」

「く、くるし……」

「そんじょそこいらの馬の骨やら牛の骨やら分からない連中に満足なでっちあげ彼女が務まるはずないじゃないの」

　沙さ由ゆ里りはピエールを床ゆかに捨てた。

「こんなことしてられないわ。すぐに行ってあげなくちゃ」

　沙由里は専用衣装室に飛び込むと早はや業わざでニシキヘビを巻きつけた、もといすごいデザインの服を着用した。

「どう？」

「素す敵てきです。お嬢じよう様さま」

「と～～～～ぜんよね。それじゃ。行ってくるわ」

「行ってらっしゃいませ。お嬢様」

　ピエールはコスモス荘入り口まで出ると手を振って見送った。

　沙由里の姿が見えなくなってもまだ手を振っていた。

　ブルルルルルルルル～～～～～～ン！

　そんな唸うなりと共に沙由里が走り去っていた方向から一台のバイクが走ってくる。

　乗ってるのはワイルドお嬢様の朝あさ香かだ。

「こんにちは。野の菊ぎくさん。最近流は行やりのバイクで森しん林りん浴よくって奴やつですか？」

「そんなんじゃねえよ。ちょっと傷しよう心しんを癒いやすため一晩ぶっとばして………まぁそんなこたぁどうでもいい。それよりありゃなんだ？」

　朝香は顎あごで後ろをちょいと指した。

「今さっきそこでニシキヘビを体に巻きつけた沙由里と会ったんだ。声かけたんだが気がつかねえで行っちまいやがったし」

「お嬢様はですね。鈴すず雄お君を守るために向かったんです」

「鈴雄を守る？　どういうことだよ？」

「え～とですね、かくかくしかじかってわけなんですよ」

「何だと！　お前ど～～してそ～～ゆ～～ことを早く言わねえんだよ！」

　朝香はピエールの首筋を摑つかみ上げると激しく揺ゆさぶった。

「あんなリオでカーニバルでもするような格かつ好こうで鈴雄のじいさんと会ったら、まとまる話もまとまらねえぞ」

　朝香は、ちょっとしたテクでバイクを方向転換させた。

「あの、どちらへ」

「決まってるじゃねえか。沙由里の馬ば鹿か野や郎ろうの代わりに俺おれがでっちあげ彼女をやってやるんだよ」

「でも、お嬢様はもう出てしまって」

「俺おれが追いついたら止めるように説せつ得とくするさ。それじゃな」

　朝あさ香かはあばよって片手を上げるとエンジン音をふかして去っていった。

　一人残されたピエールは考えた。

　朝香が沙さ由ゆ里りに追いつく、自分が行くから引き返すように言う。

　沙由里はもちろん反発する。

　飛び散る火花。緊きん迫ぱくする空気。

　流血の泥どろ沼ぬまデスマッチになるのは目に見えて明らかだった。

　しかもそれなりに戦せん闘とう能力の高い二人だから勝負はなかなかつかないだろう。

「でっちあげ彼女計画は頓とん挫ざしてしまいますね」

　ピエールは確信を込めて頷うなずいた。

「仕方がありません。やはりここは私が一ひと肌はだ脱ぐしか！！！」

　脱ぐなよって一発殴なぐってくれる人物が、不幸なことにいなかった。
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　所変わって喫茶店。

　一番奥の席ではひじょ～～～～～～に重苦しい空気が渦うず巻まいていた。

「こんではないか」

　コーヒーをずずずってすすった次じ郎ろ長ちようは、難しい顔で言った。

「はは、おかしいな。ここで待ち合わせるはずだったのに。きっと道路が混んでるんだよ」

　鈴すず雄おは紡ぼう錘すい形けいの汗あせを額ひたいにくっつけて言いい訳わけすると目の前のコーラをぐいっと飲み干した。すでに六杯目だ。

「フン」

　次郎長は口くち端はしに軽く冷笑を浮かべて鼻息を吐はき出した。

「無む理りは止めておけ。鈴雄」

「へ？　無理」

「何年お前の祖そ父ふをやってると思ってるんだ。お前の目を見れば大たい抵ていのことは分かる」

「じいちゃん」

「本当はいないんだろ。彼女なんて」

「う…………」

　犯人を問いつめるような次郎長の声に、鈴雄は言葉を詰まらせた。

「いないもんは来るわけがないからの」

「そんなことない。本当に来るんだって。ここに約束したんだ。そう、すぐにでも」

「お待たせしました」

　後ろで天てん使しが囁ささやいた。

「あ、やっと来たか。あさ………」

　鈴すず雄おは振り返り、そしてポカンと口を開けたまま固まった。

　ここに朝あさ香かが立っていたら、予定通りだから疑問はない。

　ここに沙さ由ゆ里りが立っていても、ああ、朝香が留る守すでタンポポが沙由里に頼たのんだんだなって理解できる。

　栗くり華かでも、病気が直ったんだなって納なつ得とくする。

　しかし今、後ろからやって来て、次じ郎ろ長ちように一礼して隣となりに座った人物は………朝香でも沙由里でも栗華でもないのだ。

　料理の別人。

　見たこともない女性。

　ひたすら発掘されたばかりの埴はに輪わ状態になりきってる鈴雄の隣で、謎なぞの女性は店員にバナナパフェを注文すると顔を次郎長に向けた。

「初めまして。私、鈴すず子こって言います。鈴雄さんとお付き合いさせてもらってます」
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「う……うむ」

　予期せぬ女性登場に、次郎長も口の中で舌したを転ころがす。

「バスに乗ったんですが、前の車が交通事故で遅おくれてしまいました。申もうし訳わけございません」

「いや、まぁ、そんなことはいいがな」

　鈴すず雄おは悟さとった。

　もちろん未いまだ隣となりの女性が誰だれだかさっぱり分かっていない。分かっていないけど、ここは勢いよく船を漕こぎ出す時だ。

「ほら、噓うそじゃなかったろ。な、彼女いるんだよ。だから静しず岡おかへは帰れない」

「ふ～～～～む。お嬢じようさん。二、三質問させてもらっていいかな？」

「はい？」

「いやな、もしかしたら孫が知り合いに頼たのんだだけかもしれんのでな。ま、本当の彼女なら知っておることだ」

「じいちゃん。何言ってるんだよ」

　ギロリ！

　次じ郎ろ長ちようの必ひつ殺さつ睨にらみが鈴雄を固まらせた。

「いいかな、鈴すず子こさんとやら」

「私で分かることなら」

　女性はにこやかに微笑ほほえみ頷うなずいた。

　もうおしまいだと鈴雄は思った。

「それじゃ、最初からいってみよう。鈴雄の誕生日、好きな食べ物、嫌いな食べ物、好きな動物、嫌いな動物、趣しゆ味み、特技、オンパレードでどうぞ」

「六月十三日、好きな食べ物はシーチキンマヨネーズのお握にぎり。でも私の作ったシチューもおいしいおいしいって食べてくれます。どちらかと言えばカレーライスよりもハヤシライスの方が好きみたいです。嫌いな食べ物はナスの漬つけ物もの。あのスポンジみたいなのがいやだって言ってました。好きな動物は亀カメ。ゼニガメとかじゃなくて背中がポコンと丸く山になってる亀の方が好きみたいです。嫌いな動物は犬。昔むかしふとももを嚙かまれたそうで今でも跡が残ってるそうです。趣味はデパートのオモチャ売り場をぶらぶら歩くこと。特技は寝つきがいいこと」

　謎なぞの女性は一いつ気きに答えると運ばれてきたバナナパフェを食べ始めた。

「ううむ。よく知っておるな」

　次郎長は唸うなった。

「本当だね。本当によく」

　鈴雄も同じく唸った。

「どうです。信用していただけましたか？」

　口の周りを生クリームで白くして、女性は微笑んだ。

「ちょっと待て。そうだな。最後に一つだけ聞かせてくれ。これは好こう奇き心しんからなんじゃが」

　次郎長はゴクリと唾つばを飲み込んでから尋たずねた。

「孫の、どこが気に入ったんだ？」

「ちょっとじいちゃん」

　ギロリ。

　鈴すず雄おはまた動けなくなった。

「鈴雄さんの、どこを……ですか」

　女性はチラリと鈴雄を見ると、少しだけ恥はずかしそうに目を伏ふせた。

「最初会った時は、その、なんてさえない人なのかなって正直思いました。どうしてこんな人を選んだんだうっていつも思ってました。こんな人に運命を預あずけてもいいものかどうか悩みました。でも、そのうちに気がついたんです。鈴雄さんの優やさしさと、そして隠かくれてみえない勇気に。どんな時でも一生懸けん命めいで、いくら貧びん乏ぼうクジを引いたって、どんなに周りから馬ば鹿かにされたってくじけなくて。鈴雄さんは気がついてないかもしれないけど、実はすごく勇気がある人なんです。人として曲げちゃいけないことだけはどんな時も貫つらぬくって言うか。それに、側そばにいてくれるとものすごく楽しいんです。面おも白しろいことを言うとかそんなんじゃなくて、安心できるって言うか……。すいません。話がまとまらないけど、そんないろんな所が好きなんです」

　女性はペコリと頭を下げた。顔が真っ赤だった。

　もちろん聞いてる鈴雄も真っ赤だ。

「あ、アタシちょっとトイレに行ってくる！」

　女性は顔を隠かくすようにトイレへと飛んで行った。

「いい娘むすめじゃないか。鈴雄」

「うん」

「しかし不思議とどこかで会ったような気がするんだが」

「僕もそんな気がするんだ」

「何？」

「いやなんでもない。なんでもない。な、いい娘こだろ。だからさ、僕の滞たい在ざい」

「うむ、あのようにお前を理解してくれる娘はそう現れんじゃろ。お前の滞在を許そうではないか」

「うっしゃ！」

　鈴雄はその場でガッツポーズを決めた。

　これで滞在が許される。

　これでまだこの町に住んでいられる。これでまた。

　今の娘は誰だれなんだって疑問も残ってるけど、とりあえずは無視だ。

　まさに幸福の絶ぜつ頂ちようにいる鈴雄。このまま世界は平和になるかと思われたけど……。

　悲劇は向こうからやって来た。

「お待たせしました」

　悲劇はとってもかわいらしい声の持ち主だった。

「あ、早かったじゃないか」

　てっきり謎なぞの鈴すず子こさんだと顔を上げた鈴すず雄おは、そのまま化石になった。

「栗くり華か…………さん」

　栗華は、次じ郎ろ長ちように向かって深ふか々ぶかと頭を下げると、ハッキリとした口調で言った。

「どうも初めまして。私、鈴雄さんとお付き合いさせてもらっている栗くり之の花はな栗華と申します」

「？」

　次郎長の白しら髪が眉まゆ毛げがピクリってした。

「鈴雄と、付き合っていると言うのか？」

「はい。付き合い初めてもう三カ月に」

「ちょっと、ちょっと栗華さん」

　鈴雄は慌あわてて栗華の口を押さえた。

「フガモガ？」

「あははは、じいちゃん。これは何かの間違いって奴やつでさ」

　必死に誤ご魔ま化かそうとするけど、悲劇はそれだけで終わってくれなかった。

「お待たせ！」

　ニシキヘビを体に巻きつけた女が登場した。

「この心臓の強そうな方かたが鈴雄ちゃんのおじいちゃんなのね」

「あなたは？」

「こんにちは。鈴雄ちゃんのいい人。岼ゆり根ね沙さ由ゆ里りよ。いわゆるジョカノって奴やつかしら」

　さらに、プロロロロロってすさまじいバイクを店前に停車させて入ってくるワイルドワイルドのお嬢じよう様さま。

「ちくしょ、沙由里の奴。まんまと逃げやがって。お、あんたが鈴雄のじいさんか。俺おれは野の菊ぎく朝あさ香か。鈴雄のいわゆるこれって奴だな」

　朝香は小指を立てた。

「まぁ～～～～、こいつとはなかなかどっぷりとした付き合いをしてるぜ。あんたにゃ想像もつかないような………ん？　じいさんどこかで見たような」

　朝香は次郎長の顔をしげしげと見つめてから大声で叫んだ。

「あ～～～～！　あんたは駅の！！！！」

「フン」

　次郎長はフンと鼻を鳴らしてから、マムシを失しつ禁きんさせるような目で鈴雄を睨にらみつけた。

「鈴雄。こいつは一体どういうことなんだい？」

「え？　だからその。あの」

「まさか、お前。四人の女おな子ごに手を出してるなんて尻しる軽がるなことをやっているんじゃないだろうな？」

　はい、そうですなんて言ったらこの場で僕は殺される！

　鈴すず雄おは背筋をイモ虫が這はいずり回るのを感じた。

　何か言わなくちゃ。何かじいちゃんが納なつ得とくする言いい訳わけを。大至急！

　でも、急ぐことはなかった。

　まだ追おい討うちが残ってたからだ。

「あら、おじいさま。あたくし、鈴雄様と交際しているピエ子って言いますわ。よろしく～～ん」

　女じよ装そうしたピエールの登場。

　全すべては終わった。

「鈴雄。お前は四人の女おな子ごに手を出しただけでも飽あきたらず、こ～～ゆ～～趣しゆ味みまで」

「違うんだ。これは。なんて言うか、頼たのんだのがかちあったって言うか」

「頼む？　やはりそうか」

「じいちゃん」

「大おお方かたそんなことだろうとは思っていたんだ。情けないぞ。鈴雄」

　次じ郎ろ長ちようは立ち上がると出口へと歩き出す。

「ちょっとじいちゃん！」

　慌あわてて追いかけて次郎長の肩を摑つかむ鈴雄だったけど……。

　ふん！

　鈴雄は華か麗れいな投なげ技わざで地面に叩たたきつけられた。

「明あ日すまでに荷物をまとめておけ！　首に縄なわをつけてでも連れて帰るからな！」

　次郎長は叩きつけるようにそれだけ言うと喫茶店を出ていった。

　修しゆ羅ら場ばに、束つかの間まの静せい寂じやくがやって来た。

「あ～～～～あ、ど～～すんだよ沙さ由ゆ里り。お前がそんなニシキヘビ巻きつけて来るからこんなことになるんだぜ」

「あら、一番の原因は乱らん暴ぼう粗そ野やなあなたじゃないかしら。だってこれからお前を殴なぐってやるぜっていうオーラがゆらゆらしてるものね」

「なんだと！　この野や郎ろう。やろうってのか？」

「望むところよ。ピエール。鞭むち出しなさい」

「まぁまぁ、二人とも。喧けん嘩かしても始まりませんし」

「そうです、お嬢じよう様さま。ここは責任はお二人に半分ずつあるということで」

「馬ば鹿か野郎！　よく考えたら一番終わってるのはお前じゃないか！」

　ピエールは朝あさ香かと沙由里にボコボコにされた。

「あ、なんか変身しちゃいそう」

　再び繰くり広げられる修羅場劇場の中、鈴雄はゆっくりと起き上がった。

「これ、お会計です。お騒さわがせして申もうし訳わけございませんでした」

　鈴すず雄おはレジに五千円札を置くと流る浪ろうの民たみっぽい足取りで店を出ようとする。

「鈴雄さん」

　栗くり華かが呼び止めた。

「申し訳ございません。なんだか余よ計けいなことをしてしまったようで」

「……悪かったな」

「悪かったわ」

　朝あさ香かと沙さ由ゆ里りもぶっきらぼうに謝あやまった。

「皆みなさん反省しているようですし、鈴雄君も許してあげましょうよ」

　なんてことをほざいたピエールは……。

「お前が一番悪いんだろ！」

　またボコボコにされた。

「いいよ。皆が悪いんじゃない。一番悪いのはでっちあげを考えた僕なんだから」

　鈴雄は力なくそう呟つぶやくと、また流浪の民っぽい歩きを始めた。

「静しず岡おか帰っちまうのか？」

　朝香が、尋たずねた。

「抵てい抗こうするさ。でも」

　そこでやるせないため息一つ。

「じいちゃん強いからなぁ」
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「あのさ、ご飯できたよ」

　タンポポはおずおずと、部屋のすみっこでフンコロガシになってる鈴雄に声をかけた。

「今日はお兄ちゃんの好きなシーフードシチューにしたんだけど……」

「あぁ」

　鈴雄は死し霊りようの声みたいな返事を返した。

　部屋の一角が墓はか場ばになってた。

　部屋に墓場があるといくらお元げん気き娘むすめのタンポポだって気分が悪いというものだ。

「ほら、元気出してよ」

　タンポポはフンコロガシの手をとると、強ごう引いんにちゃぶ台まで引っ張って行った。

「はい、スプーン持って。コショーかける？　サラダのドレッシングは中ちゆう華か味あじでいいよね」

「あぁ」

「それじゃいただきま～～～～す！」

　精せい一いつ杯ぱいの景気いい声を出して、タンポポは部屋を明るくしようと試こころみた。

　その甲か斐いあって、部屋は少しだけ明るくなった。

「うん。どうかな？　今日のシーフードシチュー」

「……………………」

　鈴すず雄おはもっさりもっさりと食べてからたった一言。

「……………貝って、海の底で何考えてるのかな？」

　少し明るくなった部屋がまた暗くなった。もはや字の大きな絵本も読めないレベルだ。

　もうアタシの手には負えない！

　タンポポはサジを投げたが、うまい具合にそのサジを拾い上げる人物が現れた。

「鈴雄いるか！」

　野の菊ぎく朝あさ香かその人だ。

　右手には日本酒の瓶びん、左手にはスルメが装備されていた。

　朝香は畳たたみにどっかと腰こしを下ろすと持参したコップになみなみと日本酒を注いだ。

「飲め！」

「え？」

「いいからこいつをぐぐ～って飲み干せ」

　鈴雄はコップを取ると、ぐぐって飲み干そうとしてむせた。

　無む理りだとばかしに、少し口を湿しめらせるとコップを置いた。

「で、残るんだろ？」

「あ？」

「ここに残るんだうって聞いてんだよ」

「う……ん」

「何だよ。気の抜けた返事返しやがって」

「でもなぁ、きっと仕送りも止められるだろうし」

「バイトすりゃなんとかなるだろ。探せばお前にだってできる仕事ぐらいある」

「きっと半はん勘かん当どう状態になるだろうし」

「いいじゃね～か。就職もこっちでしちまえば」

「それに………じいちゃん恐こわいし」

「情けね～～な。ふんばってやるって意い気き込ごみがね～のか」

　朝香は鈴雄の残したコップの酒をぐいって飲み干した。

「もういい。お前なんか勝かつ手てにどっか行っちまえ！　その日本酒は餞せん別べつにくれてやる！」

　朝香は荒あら々あらしく立ち上がると畳を踏ふみならして出口へと向かう。

　そこで不ふ意いに足を止めると振り向かずに言った。

「どこに泊とまってんだよ？」

「え？」

「石いし頭あたまの頑がん固こじじいだよ」

「じいちゃんか。駅前のビジネスホテル」

「そうか。あばよ」

　朝あさ香かは去って行った。

「行っちゃったね」

「ああ」

　またしばらく深海の貝のような時が流れた。

「申もうし訳わけないとは思ってんだ」

　鈴すず雄おはイカを飲み込んで呟つぶやいた。

「小さい頃ころからお茶園を継つぐよなんて言ってたのに、突然家を飛び出して」

「しょうがないんじゃん。やりたいことなんてコロコロ変わるものだし、そ～あるべきだと思うよ」

　タンポポはさらに続けた。

「それに、もったいないよ。帰っちゃったら」

「どうして？」

「せっかくみんな仲良くなれたのに。それだけでも残る価値があると思うよ」

　その言葉が、崖がけの上に立ってた鈴雄の背中をどついた。

「そうか………」

　鈴雄は突とつ如じよ、一生瓶びんを摑つかみ上げるとラッパにした。

　一口二口三口。

「よし！　じいちゃんとこに行くぞ。何がなんでもつっぱってやる！」

「お供ともするよ」

「小こ鈴すず！　傷テープと赤チンと消毒薬を用意。それと」

　鈴雄はパッタリとその場に倒れて呟いた。

「酔よい覚ざましをくれ」

「お兄ちゃ～～～～～～ん！」

　タンポポが急性アルコール中毒をなんとかするために飛び回っている時だ。

「ちょっと聞きたいんじゃがな」

　しなびた眼鏡めがねナスビが顔を突き出した。

「あ、栗くり之の花はなのおじーちゃん。ど～したの？」

「栗くり華か、来てないか？」

「栗華お姉ちゃん？　来てないけど」

「そうか。ま、大おお方かたどっかに買い物にでも出かけとるんじゃろ」

「心配だな」

「大丈夫じゃ。道に迷まようようなやわなメモリーじゃない。ただ作ったばっかのメカと一いつ緒しよにいなくなったからちと心配でな」

　しなびたナスビは帰って行った。

「どうしちゃったんだろうね」

　鈴すず雄おに話しかけるけど、返事はなかった。

　すでにアルコールにボロ負けしてた。

「しっかりしてよぉぉ！」

　タンポポの叫びが響き渡った。




「どうするんです？　お嬢じよう様さま」

　ピエールはビジネスホテルを見上げて呟つぶやいた。

　本当に分からないって口調だ。

「あのねぇ。鈴雄ちゃんのために一ひと肌はだ脱ぐからじいさんの泊とまってるとこ調べなさいって言ったわよね」

「聞きました」

「それでここにやって来た」

「はいそ～です」

「で、何するか分かってないの？」

　ピエールは一生懸けん命めい考えた。端たん正せいな顔立ちを歪ゆがめて考えて考えて考えて。

「さっぱり分かりません」

　沙さ由ゆ里りのハリセンがピエールの後頭部をぶっ叩たたいた。

「あんた連れてここに来たってことは、じいさん襲しゆう撃げきに決まってるでしょ！　軽く脅おどして逃げ帰ってもらうのよ」

「なるほど」

「というわけだから、何かに変身なさい」

「僕がですか？」

　ピエールはちょっとやな顔をした。

「いたいけな老人をいたぶるのはちょっと趣しゆ味みじゃないですね」

「あんたの趣味は聞いてないわよ。やるって選せん択たく肢ししかここにはぶら下がってないの！　それにあんただって鈴雄ちゃんがいなくなったら困るでしょ！」

「確かにそれは困りますね。鈴雄君がいなくなってしまうとただでさえ影の薄い男性連合軍が寂さびしくなっちゃいますから」

「だったら変身。行くわよ」

　沙由里は鞭むちを出した。

「来てください」

　ピエールもスタンバった。

　ビシバシボシ

「あひぃぃぃ！」

　野や外がいＳＭショーが始まったけど、もったいないことに目もく撃げき者しやはいなかった。




「全く。やはり家から出すんじゃなかった」

　次じ郎ろ長ちようはホテルの一室で焼しよう酎ちゆうを飲んでいた。

　瓶びんはほぼ半分が空から。

　にもかかわらず顔色の変化はない。

　本当に鈴すず雄おと血が繫つながってるのか疑問がてんこもりって感じだった。

　ドンドンドン！

　扉とびらを荒あら々あらしく叩たたかれる音、次郎長は声を張り上げた。

「入って来い。鍵かぎはかかってないぞ」

　訪問者は入って来た。

　髪かみをまとめ上げ、動きやすい服装で身を固めた野の菊ぎくの朝あさ香かちゃんその人だ。

「なんだ？　てっきりうちの軟なん弱じやくな孫だと思っておったが。タバコのお嬢じようさんか」

「野菊朝香って名前があるんだぜ。鈴雄のじーさん」

「で、何の用事だ？」

「俺おれと勝負しろ！」

　朝香はきっぱり言った。

「俺が勝ったら、鈴雄を残して一人で帰れ！」

　次郎長は含み笑いを浮かべた。

「ならばこちらも条件を出そう。もし、こちらが勝ったら、静岡に嫁よめとして来い」

　朝香はしばし空気を味わった後、こっくりと頷うなずいた。

「いいぜ」

「よかろう」

　次郎長が立ち上がった。

　対たい峙じした二人が鋭するどい視線をぶつけ会う。

　一いつ触しよく即そく発はつ！

　どちらかがピクリでも動けば、勝負は始まる。そしてそれは一いつ瞬しゆんで決まることだろう。

　そんな極限まで張りつめたガラスのような状況の中、最強に場ば違ちがいな奴やつが窓ガラスを突き破って飛び込んで来た。

　そいつは全身を動物の毛で覆おおっていた。

　ツッコ～ンって突き出た口から、長細い舌したが出たり入ったりしてた。

「おーっほっほっほっほっほ！　怪かい人じんアリクイ男！　さぁ、やっちゃいなさい」

　ボンテージファッションのヒヤシンスが景気よく命令を飛ばした。

「何なのだこれは！」

　さすがのおじいさまもビックリだ。

　しかもそれだけならまだしも、壁かべを突き破って別の訪問者もやって来る。

『アリアリアリアリアリ』

　世にも珍めずらしいメカアリンコって奴やつだ。

「ちくしょー。あいつらなんだってこんなとこに」

　朝あさ香かが毒どくづくと、次じ郎ろ長ちように目を向けた。

「じいさん！　悪いが勝負はお預あずけだ！」

　次郎長に向かってそう怒ど鳴なると、朝香は部屋を飛び出して行った。




『僕は帰りません！』ってハチマキをした鈴すず雄おは、もうすぐホテルって道をとっことっこ歩いていた。

　後ろにはもちろん、救急箱を抱えたタンポポがお供ともとしてくっついている。

「急性アルコール中毒で思わぬロスタイムを食ってしまったが、なんとか復活したぞ。この勢いで、何がなんでも抵てい抗こうしてやる！」

　って意い気き込ごみながらホテルの見える角をくいって曲がった。

　そこで足が止まった。

　なんか、すごいことになってるからだ。

　どうすごいことになってるって言えば、長くなるけど、それでも短くまとめろって言われればこうなる。

　アリクイとアリが戦ってる。

　でもただのアリクイとアリじゃない。

　宇宙アリクイ男と、メカアリンコなのだ。

　想像もしなかった（できるか！）光景に、鈴雄とタンポポは呆ぼう然ぜんとそのアクションシーンを見続けた。

「なんか、すごいことになってるね」

「すごいことになってるな」

「ヒヤシンスとマロンフラワーだよね。通信ないのにどうして」

「さぁ」

　しばし野や次じ馬うまと化してたけど、いつまでもそんなことやってられない。

「お兄ちゃん。変身だよ」

「おう！」

　鈴すず雄おは近くの人があんまし来そうもない路ろ地じ裏うらに飛び込んだ。




「全く、おかげで今晩は泊とまれなくなってしまったではないか」

　次じ郎ろ長ちようはぶつくさ呟つぶやきながらトランクを引っ張っていた。

　あの状況下から、ちゃんと荷物をまとめて出てくるところなんか、さすがとしか言いようがない。

「仕方ない。鈴雄んとこへ泊めてもらうとするか」

　次郎長はてくてく歩き、ふっと足を止めた。

　見慣れた顔が路地裏に入ってくのを見たからだ。

「あいつ、こんなとこで何を」




「ドッコイダー参上！　今日はちょっぴり急いでるから決まり台詞ぜりふは省しよう略りやくするぜ」

　ドッコイダーはちょっとはしょって着地すると、同じく隣となりに着地する影に驚いた。

「ネルロイドガールじゃないか！　通信もなかったのにいやに早いお出ましだな」

「近くにいたもんだからな。そ～ゆ～お前こそ」

「私も近くを通りかかってたのだ。すまないが、今日はお前と張り合っている余よ裕ゆうはない。実はこの後の大仕事が待っているのだ」

「奇き遇ぐうだな。俺おれもなんだ」

　ドッコイダーとネルロイドガールはがっしりと手を組み合って共同戦線を約束した。

「必ひつ殺さつ！　ダブルアタック！」

　たった一行で町に平和が訪れた。




「こりゃ栗くり華か！」

「申もうし訳わけございません。申し訳ございません」

「まったく。未完成のメカで出撃するからこ～～ゆ～～ことになるんじゃぞ」

「申し訳ございません。申し訳ございません」

「まぁいい。さっさと帰って夕飯の支し度たくをするんじゃ」

「はい」

　ととととととって走っていく栗華を見送って、栗くり三さぶ郎ろうはふぅ～～とため息を吐はき出した。

「しかし、あいつど～してあんなとこに出撃を……」

　悩む栗三郎は肩をポンと叩たたかれて振り向いた。

　見かけ年代が同じくらいの老人がいた。

「失礼ですけど、コスモス荘の方ですね」

「いかにも。ワシは一号室に住む栗くり之の花はな栗三郎じゃが。お主ヌシは？」

「私は五号室の桜さくら崎ざき鈴すず雄おの祖そ父ふです」

「桜咲の坊ぼう主ずのか？」

「いつも孫が世話になってます。いつも言っております。一号室の住人はとても理知的で尊そん敬けいしてるって」

「ひーっほっほっほっほ」

　栗くり三さぶ郎ろうはあっさり乗っかった。

「どうです？　お近づきの印しるしに一杯」

「悪くないのぉ」

　二人はそろって居い酒ざか屋やへと向かった。

　これから飲もうとしてる相手が、うわばみと呼ばれていることを栗三郎はまだ知らなかった。
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　朝になった。

「ったく、じいちゃんどこに行っちまったんだ？」

　ごたごたを解決した後でホテルの部屋に行ったのだが、元部屋だった場所には人っこ一人いなかった。

　何な故ぜかおっつけ駆けつけて来た朝あさ香かと合流して、あちこち探したがどこにもおらず、結局コスモス荘に帰って来たのだ。

「ま、どうせ昼ひる頃ごろ首くび縄なわ持ってやって来るんだ。そんなに心配しなくても」

「邪じや魔まするぞ」

　次じ郎ろ長ちようが来た。

「じいちゃん。どうしてこんな早くに」

「早くに来ちゃまずいのか」

「いや、そんなことないけど。あははは。今日も天気が良さそうでいいね」

　へらへらと笑う鈴雄のふとももをタンポポはひじで軽くどついた。

　言わなきゃ駄だ目め！

　そんな目で見上げる。

　その手にはすでに救急箱が握にぎられていた。

　鈴雄はごくって固い唾つばを飲み込んでから、覚かく悟ごを決めて口を開いた。

「じいちゃん。やっぱり僕は、帰らない！　ここにいなくちゃ」

「昨日きのうな、とある人と酒飲んで、いろいろと複雑な事情を教えてもらったよ」

　次郎長は世間話でもするようにそう呟つぶやいた。

「なかなか厄やつ介かいなことに巻き込まれとるようだな」

「え？」

「私はこれから帰るが。ま、達たつ者しやで暮らせよ」

　次じ郎ろ長ちようは出ていった。

　しばしぼ～ぜんとしてから、鈴すず雄おは玄関を飛びだし通路の手て摺すりに手をかけた。

「じ～ちゃん。僕はここにいてもいいのか？」

　門のとこを歩いてた次郎長は振り向き口を開いた。

「ああ。ここまで来たのが無む駄だ骨ほねのような気がしないでもないが、まぁいい。お前の友達とも会えたし、それに」

　次郎長は振り向くと、タンポポを一いち瞥べつしてにっかり笑った。

「急に孫が一人増えた理由もなんとなく分かったしな」

　次郎長は軽く手を上げると、去っていった。

「たまにいるんです。意志が強くて記憶の植え付けがうまくいかない人って」

「でも、とにかく、助かったってことだな」

　鈴雄はその場で幸せを嚙かみ締しめた。

　それからふと、眉まゆ毛げと眉毛の間にシワを寄らせる。

「でも………鈴すず子こさんっていったいどこの誰だれだったんだろ。お前が頼たのんだわけでもないんだろ」

「う～～～～ん」

　タンポポはわざとらしく唸うなった。

「きっと、陰かげでお兄ちゃんのこと好きな女の子がいるんだよ」

　鈴すず雄おの手を握にぎると引っ張る。

「きっとね。さ、朝ご飯にしよ」




　その頃ころ、コスモス荘、三号室、梅うめ木ぎ邸ていでは。

　瑠る璃りが電話口でわめいていた。

「宇宙通つう販はんで注文したデカビタドリンクいつ届とどくのよぉ！　その日のうちに届くってパンフレットには載のってるじゃない。大人おとなになってコーチを悩のう殺さつしよう作戦が実行できないじゃない！」





完　　　
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　　　あとがき







　ほへ～～～。終わった終わった。

　アパートで祝しゆく杯はいを上げたい気分だ。

　そう言えば、僕は受賞した時から決めてたことがあった。

　もし奇き跡せきが起きて、本が十冊に到達したならば、自分自身のために〝おめでとうパーティー〟を開くって。

　私の脳のう味み噌そのシワが五本以下でないならば、確かこの本が十冊目のはずだ。

　そ～～だ。〝おめでとうパーティー〟をしなくては。

　コンビニでカクテルジュース買って、惣そう菜ざい屋やで鳥モモとか豪ごう華かな料理買って来て、テーブルにこれでもかって並べて。

　もちろん中央にはおめでとうケーキだ。ご苦労様ってチョコレートの文字が書いてあって、それでローソクが一本。

　で、僕は一人、ケーキを前にご苦労様の歌を口ずさむ。

　…………………。

　止めよう。立ち直れないくらい寂さびしくなるような予感がする。

　とりあえずコンビニのナタデココでささやかなおめでとうにしときます。

　最近のお気に入りなんだ。あれが。

　マイブームを上げるとしたら、メロンパンにチャーハンにナタデココ。

　一度、豆とう腐ふの大きさのナタデココに食らいついてみたいと思ってます。

　嚙かみ切れるか？　嚙み切れないか？　それが問題だ。

　馬ば鹿かな妄もう想そうはこれぐらいにしてと。

　何はともあれ、終わりました。

　お馬鹿なヒーロー、ドッコイダーともお別れかと思うと、ちょっぴりセンチメンタルな気分。

　一いち応おう、これは僕の二番目のシリーズでした。三番目があるのか不安だけど。

　しかしまぁ、これほどあっちこっちでワープロ叩たたいたシリーズってのも珍めずらしいんじゃないかな？

　これ一巻と二巻はアメリカで書いて、三巻はイギリスで書いて、四巻は日本で書いた。

　これぞ世界をまたにかけた作品って奴やつじゃないだろうか？（内容はものすごく地じ味みに日本国内だけど）

　どこで書いてもお馬鹿な内容は変わらないっていうのが、なんかちょっと情けないけどね。

　たまには真ま面じ目めな話もって思うけど、どうも駄だ目め。どうやら遺い伝でん子し的てきに問題があるようだ。

　一度、遺伝子治ち療りようを受けた方がいいかもしれん。







　最後にたくさんのありがとう。

　毎度毎度の担当さん。間違いだらけの原稿チェック。いつもありがとうございます。前よりは少しは間違いが少なくなったかな？

　イラストの矢上先生。ギャグセンス溢あふれる絵をいつもありがとうございました。電撃アニメーションマガジン連載のマンガの方、楽しみにしてます。原作なんか無視してどうぞ突き進んで下さいまし。

　それから。

　やっぱりまだまだ勉強不足の僕の作品を懲こりずに読んでくれた人達。

　心の底からありがとね。

　んじゃ、また機会があったら。





阿智 太郎
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１９７８年10月３日、長野県の秘境にて誕生。１９９７年『僕の血を吸わないで』で第４回電撃ゲーム小説大賞《銀賞》を受賞。高校卒業と同時にアメリカに渡りその後イギリスに暮らす。が、２０００年春急遽帰国。現在は日本でラーメンに加えチャーハンも堪能中。

[image: ]




イラスト／矢や上がみ 裕ゆう

１９６９年兵庫県尼崎市生まれ。『日替わり矢上ランド』で初連載を果たし、現在『エルフを狩るモノたち』（電撃コミックガオ！）が大ブレイク中。さらにコミック版『住めば都のコスモス荘』（電撃アニメーションマガジン）を連載開始。
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住すめば都みやこのコスモス荘そう④




最さい後ごのドッコイ








阿あ智ち太た郎ろう
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